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「じゃあ、脱いで」

「……はい」

　俺おれの呼びかけにこくりと頷うなずいて、湊みなと智とも花かは白き柔やわ肌はだを晒さらす。

　緩ゆるやかな曲きよく線せんの下にワイングラスがごとき華きや奢しやなくびれ。無む駄だな肉付きのない肢体は、それが幼い小学生のものであることを踏まえてもなお、儚はかなさや弱さといった連想を強いて止やまない。

　……まったくこの身体からだのどこに、あのような激はげしさを秘めているというのか。

　苦笑を覚えながら白はく磁じの皮ひ膚ふを見おろしていくと、やがて双そう眸ぼうの旅路は小さな丘陵にたどり着く。

　それは今の智花にとって、もっとも敏感であろう場所。

　──ごくり。

　緊きん張ちように追い立てられて深く唾だ液えきを吞のみ込んだのち。俺はその膨ふくらみに……触れる。

「ひゃ……ひゃうっ」

　とたん甲かん高だかい声が、智花の唇から漏らされた。

「ごっ、ごめん！　痛かったかな？」

　正直慣なれていない、こういうのは。しかし、それを言い訳にするわけにはいくまい。

　もう今さら、後には退ひけないのだから。

「だ、大丈夫ですっ。痛い……というよりは、しびれるような……ええと」

　俺を気遣うように、頰ほおを染めながら気丈にも智花は微笑ほほえむ。

「そ、そか。じゃあ、もう少しゆっくりにするね……」

　少女の優やさしさに感かん謝しやしつつ、内心で自戒。

　優しく、優しくだ。焦れば焦るだけ長引き、きっと智花に辛つらい思いをさせてしまう。

「……よし」

　震ふるえる指先を御ぎよするようにゆっくり掌てのひらを開閉してから、もう一度智花の肌に触れる。

「……っ」

　声は、出ない。我慢してくれているのだろうか。

「動かしても、平気？」

「は、はい。昴すばるさんに全部、お任せします」

　健けな気げな言葉に、良心が痛む。だが、お互い合意の上での成り行きである。ここまできて俺が遠えん慮りよしても、きっと困らせるだけ。

　だから今はあえて、嗜し虐ぎやく的てきな振ふる舞まいを。幼き少女に、向ける。

「行くよ。準備……良い？」

　最後の確かく認にんをすると、無言で強こわ張ばった頷きのみが返される。それを見て俺も覚悟を決め、眼前のか細い膝ひざを支え、膨らみに添えた方の手に力を込めて──




　──智とも花かの足首を、きゅうと捻ひねってみた。




「どう、痛くない？」

「えっと、はい。大丈夫です。……特にねんざとかはしてなさそうです」

「そっかー、良かった」

「あはは……ごめんなさい。ご心配をかけてしまって」

　恐きよう縮しゆくする智花の頭を、「怪け我がが無くて何より」と軽く撫なでてから、先ほど脱いでもらったばかりの靴下を手渡してやる。

　六月一日、水すい曜よう日び。いつものように自宅の庭で開始した朝練バスケ。その１ｏｎ１の最中に、智花は不運なアクシデントで派は手でに転んでしまったのだった。しばらくの間身み悶もだえしていたのでかなり心配したのだが、幸いにもくるぶしが少し赤くなった程度で大した怪我ではなかったようだ。

「うん、もう痛みもほとんどありません」

　靴下を履はき終えた智花が、軒下に置かれたベンチに腰掛けたまま膝ひざを伸ばし、感触を確たしかめるように足首を上下させる。機き敏びんな動きから、それが気遣いで無理をしているわけではないのだと確かく信しんできた。

　ほっと安あん堵どし、俺おれも智花の隣となりにすとんと腰を落としたところで、

　──危なかったな。

　ようやく先ほどのピンチへ、思いを馳はせる余裕が生まれた。

　結果的に、未遂にはなったものの。

　もしあそこで転倒事故がなかったなら。とうとう俺は、初めて全力勝負の上で智花に抜かれてしまっていたことだろう。

　この日の勝負第三戦目。智花先行で開始された攻防の皮切りに、その危き機きは訪れた。

　最初のドライブは鋭するどいながらも愚直な軌道で、俺は難なんなく進路を阻はばむことが出来たのだが、しかし問題はその直後。一いつ旦たん体勢を立て直そうとドリブルを継続しながら足を止めた智花は、俺が息を吐ききったタイミングを狙ねらって左手側に切り込もうとした。

　……とてもフェイントフエイクには、思えなかった。重心の移動、沸き立つ気迫、揺るぎない視し線せん。智花の流動その全すべてが、最大速度での直進を示し唆さしていた。

　故に俺は呼吸を止めて迷わず左に踏み込み……結果、目の前で舞ぶ踊ようのように体たいを切り返し、右手側へと方向転換する智花の軽やかなステップを、為なす術すべ無く見つめる羽目になったのだ。

　だがしかしその直後に、件くだんのアクシデントが智花を襲おそい──。

「……ん」

　隣の少女へ気取られぬよう、ぎゅっと拳こぶしを握る。

　少しばかり、気合いを入れ直さねば、な。

　いくら智とも花かがすごいとはいえ。まだまだ小学生に完かん膚ぷ無きまで抜かれるわけにはいくまい。







「──でも、偉いな。あんなになるまでバッシュ使い倒すなんて」

　智花が転倒した理由は、シューズの損そん壊かいだった。

　ほぼ俺おれを躱かわしかけた瞬しゆん間かん、突然左の靴の側面がべろりとやぶれ、その拍子にバランスを崩しスリップダウンしてしまったのだ。

「いえそんなっ。……ただ私、すごく足が小さいんです。なので、かわいいなって思う靴があっても、サイズが見つからなくて諦あきらめなきゃダメなことが多くて……。そうしてるうちに、ずっと同じの履はいちゃっていただけでして、あはは」

　普ふ段だんより少しだけ早く練習を終え生まれた余暇の中、のんびりと朝日を浴びながら伝えた賛さん辞じに、智花ははにかんで答える。

「ああ、わかるわかる。俺も何度か経けい験けんあるけど、ガッカリするよな。せっかく気に入ったのにサイズがないと。ね、智花って…………」

　身に覚えのあるエピソードに同どう調ちようし、続けて何の気無しに足の大きさを尋ねそうになってしまい……ぐっと言葉を吞のむ。

「……？　はい、なんでしょうか？」

「…………えっと」

　訊きいて、良いものだろうか。そういうのも、一種のセクハラになるのだろうか。

　いや。いくら女の子相手とはいえ、体重を訊くわけでもないのだからそこまで気にしなくていい気もするのだが、狭い人生経験ゆえに確かく証しようはない。ならば、無理に危ない橋を渡ることもないか……？

「…………ミウラスポーツって、知ってる？」

　逡しゆん巡じゆんの末、代わりに出てきたのはなんとも唐突にすぎる単語。誤ご魔ま化かすにしても、もう少し前置きを作れなかったのかとすぐに後悔した。

「ミウラスポーツさん……ですか？　いえ、知らないです」

　当然智花はきょとんとする。慌てて取とり繕つくろうように俺は言葉を継ぎ足した。

「えっとさ、スポーツ用品店なんだけど……ジュニアサイズの品しな揃ぞろえがすごく良いんだ。昔から俺、靴買うときは大抵そこで。智花も一度見に行ってみたらどうかなって思って」

「ふわ、そうなんですか……！　はいっ、すごく行ってみたいですっ！　ええと、お店はどちらにあるのでしょうか？」

　真意が伝わると、俄が然ぜん智花の表情が華やいだ。腰をよじってこちらに身を寄せ、目を爛らん々らんと輝かがやかせ始める。

　無邪気な仕し草ぐさがなんとも微笑ほほえましい。そのせいか、俺おれは自然とさらなるお節せつ介かいを重ねたくなる。

「そうだ。どうせなら一緒に行こうか？　今度の土ど曜よう日びとか、もし予定空いてたら」

「ふぇ!?　そ、そんな悪いですっ！」

「全然悪くなんかないよ。俺も久々に靴見たかったしさ」

　予想できた遠えん慮りよにすかさず軽い口く調ちようを被かぶせる。すると智とも花かは頰ほおを染めてうつむき、しばしの沈ちん黙もくを経たのち、

「………………で、では。……お言葉に甘えても、よろしいでしょうか」

　おっかなびっくり上目遣いでそう訊きいてきた。

「ん。こちらこそお願ねがいします」

　そもそも俺としても、智花に役立てる機き会かいは有あり難がたいのだ。少しは、日ひ頃ごろの恩返しができるかもしれないから。毎日朝早くからウチにご足労願い、バスケの練習に付き合ってもらっている事への恩返しが。

　いつも決まって慎み深い智花に対してはなかなか借りを返す機会に恵まれないので、こうして約束をこぎ着けられた事に何ともいえぬ充足感を感じる。

　……さて、それはそうと。

「ところでさ。今日きよう、学校行くのにあの靴で大丈夫かな？」

　ふと心配になって、後ればせながらに尋ねてみる。もしかしたら物置に俺のお古があるかもしれないので、今のうちに探しておくべきだろうか。とはいえあまり小さいのはもう無いだろうし、多少のオーバーサイズは避けられないだろうが。

「あ、それはぜんぜん大丈夫ですっ。歩くくらいはまだ平気そうでした」

　しかし、智花の明るい即答を見るに余計な懸け念ねんだったようだ。良かった。ならこれで胸のつかえは綺き麗れいさっぱり無くなった──




「ただ、なんだか大きな隙間が出来ちゃって覗くと中がまる見えなのがちょっと恥ずかしいですけど。あはは」




「──っ!?」

　と、安あん堵どしかけた矢先。聞こえてきた単語に、身体からだがびくりと硬直する。

「……そ、そっか」

「はいっ。あ、でも体育はどうしよう。今日もこの前といっしょの体たい育いく館かんでとび箱なら良いんですけれど──」「とととび箱っ!?」「──グラウンド授業だと見学……えっ？　……す、昴すばるさん？」

　さらにダメ押しのキーワードで、俺はたまらず声を上げて取り乱してしまった。

　──隙すき間ま。──覗のぞき。──まる見え。──とび箱。

　それらが呼び起こすのは言わずもがな──あの悪夢の如ごとき人生最大の危き機き。

　まさか智とも花か……やっぱり全部知っていて、わざと……？

「──？」

　疑念を抱き恐る恐る覗のぞき込むが、その表情はきょとんとした満面の不ふ思し議ぎ顔。これが演技とは、とても思えなかった。そりゃそうだとも。清せい廉れんで純朴な智花がそんな陰湿なことをするわけがないではないか。

「い、いや。何でもないよ。そういえば高校でもとび箱の授業とかあるのかなーってちょっと思っただけ。あは、あははは」

「……そ、そうなんですか」

「うんうんそうそう！　さ、智花。そろそろ中に戻ってシャワー浴びちゃおう。ちょうど朝飯もできる頃ころだ」

　過剰反応に対する釈明としてはおおよそ筋の通ってない言い口に、当たり前だが困惑する智花をせき立て、有う耶や無む耶やに話題を流しにかかる。

「あ、はいっ！」

　と、なんとか辛からくも会話を中断させることができた。

　歩きづらそうにぎこちなく移動を開始してくれた智花を見守りながら、俺おれはそっと胸の内で自分に言い聞かせる。

　──大丈夫、バレてない。バレてたら、こんな風に健全な日常を送れているはずがないのだから。

　先月末、慧けい心しん学がく園えん初等部にて学年対抗の球技大会が行われたあの日。

　俺は慧心の教師である叔お母ば・ミホ姉ねえが提案した『とび箱の中に隠れて小学校に潜せん入にゆう』なんて愚策に気の迷いで乗っかり、結果、自分がコーチを務める女子ミニバスケットボール部員の着替え現場に放置されてしまうという人生最大のピンチに直面した。

　本当に、あれは思い返すたび悪寒が走る。実際には断じて覗いたりしていないとはいえ、もし見つかっていたら、最低でも高校生としての生活とおさらばする事になっていたのは間違いない。

　でも、俺は何とか窮きゆう地ちを脱した……らしい。途中で気を失ってしまったため、いくらか記き憶おくが欠如しているのだが、今こうして何も咎とがめられずに生きているのだからそうなのだろう。

　いやはや、部員の一人ひとりである香か椎しい愛あい莉りがとび箱の蓋ふたを持ち上げようとした瞬しゆん間かんはまさに絶体絶命だと思ったが（そのせいで気絶した）、推測するに、どうやらすんでの所で彼女の捜し物は他ほかの誰だれかが見つけてくれたみたいだ。

　おかげで俺はそのまま放置され、眼が覚めたときもまだとび箱の中だった。それから遅れて「わりぃ忘れてた！」とかほざきながらミホ姉が登場し、特に疑惑の眼も向けられずにあの場から回収されたのだ。

　そしてビクビクしながら向かった次の日、つまり一昨日おとといの部活でも、女バスの五人全員が特に変わった態度を見せたりはしなかったので、結局あの事故は俺おれ一人ひとりが抱える秘密として収束した様よう子すである。

　まさに、首の皮一枚ギリギリの生せい還かんであった。

「あの、昴すばるさん」

「お、おうっ？」

　不意に声をかけられ、はっと顔を向ければ、玄関の手前で智とも花かが柔和に微笑ほほえんでいた。

「ええとっ。本当に、ありがとうございます。土ど曜よう日び、すごく楽しみです！　……昴さんと、お、お買いもの。……えへへへ」

「……あはは。相変わらず大おお袈げ裟さだなあ。……うん。でも、俺も楽しみだよ」

　笑い返しながら、思う。

　ああ本当に良かった。智花の──そして女バスみんなの笑え顔がおが失われたりせずに済んで。

　まだ、この子たちへの恩返しは済んでいないのだ。
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「うわあ、知りませんでした。こんなに大きなお店があったなんて」

　約束通り街に繰くり出した土ど曜よう日びの昼前。梅つ雨ゆ入りが近いことを予感させない抜けるような青空をバックに、三階建てのスポーツ用品店を見上げて智とも花かが感嘆の声を響ひびかせる。

「うん、ちょっと離はなれてるから、教えてもらわないとなかなか気付かないかもね」

　ミウラスポーツは俺おれの通う七な芝しば高校と同じく県最大のターミナル駅を最寄りとしている店てん舗ぽなのだが、北口から徒歩で要十五分という微妙な立地のせいか、小学生の間ではあまり認知度が高くないようだった。

「よし。じゃあ早速入ろっか。シューズ売り場は二階だよ」

「……あ、はいっ！」

　見み惚とれたように上を向いて固まる智花に声をかけてから歩き出せば、遅れて小さな足音が駈かけ寄ってくる。並んで自動ドアを抜けると、冷房の風が手厚く歓迎してくれた。

　六月初頭とはいえ今日きようの陽気は既に夏のもの。俺はデニムに黒の半はん袖そでボタンシャツ、智花はノースリーブの白いワンピースというややフライング気味な出いで立たちだったのにもかかわらず、ここまでの道程で互いに幾度も暑い暑いと漏らしあっていたほどだったので、この出迎えは非常に嬉うれしかった。

「ふわー。涼しくて気持ちいいです」

　スポーツバッグの陳列棚をやり過ごしながら、智花が深呼吸。軽やかなステップに合わせて、絹糸のような短髪が揺れる。なんだか普ふ段だんに輪わをかけて機き嫌げんが良さそうだ。俺より僅わずかに先行し、どんどん店の奥へと歩いていく。

「あれっ？　ええと、階段は……」

　が、中心部辺りまで足を進めたところで、行き先を見失ったらしくきょろきょろしながら立ち止まってしまった。確たしかにこの店の階段、ジャージのハンガーラックに両りよう脇わきを囲まれているせいで初めてだと非常に見つけづらいのだよな。

「こっち……かな……？」

「あっ、違う違う。こっちだよ」

　自信なさげにおずおずと智花は再度踏み出すが、その方向は取るべき進路と逆。慌てて俺は目の前にふらふらと揺れていた細い手首を繫つなぎ止めた。

「え……ふぁ！」

　途と端たんびくりと身体からだを硬直させ、顔を真まっ赤かに染め上げる智花。

「あ、ご、ごめんっ。つい……！」

「い、いえっ」

　恥ずかしそうに肩をすぼめる様よう子すを見て、失策を恥じる。……そりゃそうだ。いきなり触れたりしたら、驚おどろかせてしまうに決まってるではないか。自分の愚ぐ昧まいさに呆あきれながら手を放す……と、

「あ……」

　どうしたのか、智とも花かは遠ざかる俺おれの手に向けふわふわと右腕を伸ばし、

「──はわっ!?」

　しかし突然驚いたようにそれをびくりと引っ込め、たじろいだ表情で招き猫のようなポーズになって固まってしまった。

「……智花？」

「も、申し訳ありませんっ。いえその、決して嫌いやがったわけではないと…………お伝えしたかっただけで……はうう」

「あ……。だったら、良かった。ありがとう」

　俯うつむき加減に語ってくれた言葉に、安あん堵どを覚える。微妙なお年とし頃ごろだから、過度なスキンシップで嫌悪感を抱かせてしまうのはコーチとしてあるまじき行為だろう。智花の大らかさが有あり難がたかった。

「階段、こっち側だよ。行こっか」

「……は、はいっ！」

　場の雰囲気を仕切り直すように明るく告げると、智花も笑え顔がおを見せてくれる。感かん謝しやしつつ、年上として今後はなるべく気を遣わせるような事がないよう注意すべし、と胸に刻んだ。

　肩を並べて二階に向かう。階段を折り返すとすぐ、壁かべ一面に飾られたシューズの列が幕のように視界へ下りてきた。

「す、すごい、たくさん……。うう、昴すばるさんっ！　こんな素す晴ばらしいところに連れてきて下さってありがとうございますっ！」

「あはは、まだ良いのが見つかったわけでもないのにお礼なんて早いってば」

　なにより、この程度のことでそんな風にきらきらと尊敬じみた眼まな差ざしを至近距きよ離りで向けられたら、こっぱずかしくってしょうがないではないか。

「……バッシュは、右の方だったかな。模様替えしてなければ」

　二階に足を踏み入れるや辺りをぐるりと見回し、店の印象に変化がない事を確たしかめてから再び移動を始める。

　……なんて、そんな目的は後付け。本当はただ照れ隠しに眼を逸そらしただけだったけど。







「良かったな、大きくなってて」

「はいっ！　ああ、本当によかったあ。ちゃんとまだ、伸びてる……」

「はは、そんな簡かん単たんには止まらないよ。心配無用」

　試着用の長いすに座り品物の包装が終わるのを待ちながら、軽い口く調ちようで言葉を交しあう。

　コーナーにたどり着いてすぐ、智とも花かは一足の白いバスケットシューズに惚ほれ込んだ。しかし店員さんに尋ねると、その靴は智花の自己申告より幾分大きいサイズからしか作られていないと謝あやまられてしまう。

　がっくり肩を落とす俺おれたちだったが、気を利かせて下さった店員さんが「試しに一番小さい品を履はいてみませんか？」と用意してくれ、フィッティングの結果、それが今まで以上に快適だったらしい。

　店員さんにも入念にチェックしてもらったがまったく問題なしとお墨付きを頂き、晴れて智花は購こう入にゆうを決断。どうやら少しだけ足が成長していたようだった（加えて言うと、智花が選んだ米べい国こくメーカーの靴は幅の細い作りになっているため、甲高傾向な日本人の足にはワンサイズ大きめがジャストフィットになりやすい）。

「……嬉うれしい。明日あしたの朝の練習、すごく楽しみですっ」

　今にも立ち上がらんばかりに、身体からだを揺らして感かん激げきする智花。

「いくらかは役に立てたみたいで俺も嬉しいよ。……でも、ちょっと勿もつ体たいなくない？」

　共に感慨深さを感じながらも、ふと浮かんだ疑問をそのまま口にすると、智花は不ふ思し議ぎそうに小首をかしげる。

「えっ？　どうしてですか？」

「明日の朝ってことは、いきなり外履きにするんだろ。それだと俺とバスケする時しか使えなくなっちゃうけど、良いの？」

　履き心ごこ地ちに問題が無いのなら、一番のお気に入りは部活の時に使いたくなるのではないかなと思ってそんな風に訊きいてみたのだが、

「………………良いに、決まってます」

　智花はうつむき加減にとても小さな声で、しかし微笑ほほえみを携えながらそう断言した。

「ん、そっか。それもアリかな、確たしかに」

　考えてみれば、外用にするとバスケしてない時も履けるから、どっちに最愛のシューズを下ろしたいと思うかは人それぞれなのかもしれない。

「……あはは。とっ、とにかく今日きようは、連れてきて下さり本当にありがとうございましたっ」

　腰掛けたまま、智花は深々と頭を下げてくれる。

「いえいえ、どういたしまして」

　笑え顔がおで返事して、俺も一礼。なにはともあれ無む駄だ足あしにならなくて本当に良かった。

　目的を果たせたことに喜びを感じる。それと同時、ふと「この後はどうしようか」という新たな懸けん案あんが胸に浮かんできた。

　せっかくだし、お昼ご飯もどこかで一緒に食べていきたいところである。個人的には駅近くの讃岐さぬきうどん屋でやってるランチ十食限定メニューである『かまたまカルボナーラ（炙あぶり焼豚添え）』が気になっているのだが、小学生の女の子を連れて行って喜ばれる店ではないような気も。どのみち人気メニューらしいので、行っても既に売り切れかもしれないが。

　あるいは学生としての安全策なら、オールグリーンのフードコートだろうか。でも、それもまたいかにもという感じで、面おも白しろみに欠けるような気がしたり。

　わりと真剣に悩みながら、何気なくデニムのポケットに手を突っ込む。

　その拍子、

「あ」

　指先にがさりとした感触が当たった。

　……っと、そうだ。メニューの思案も良いが、そんなことより先に考えるべき問題があるではないか。

　うん、早いほうが良いよな。先延ばしにするとタイミングを逸してしまいそうだし。

　──よし決めた。今ここで、渡してしまおう。

「ね、智とも花か」

　隣となりで新しい靴が届けられるのをうきうきと待っている少女に、幾分緊きん張ちようを感じつつ改まった口く調ちようで呼びかける。

「はいっ、なんでしょうか？」

「あのさ、これ。…………智花にプレゼント」

　そう言ってポケットから取り出したのは、パッケージむき出しの赤いリストバンド。

　……いや、分かってる。むき出しなのは明らかに大失策だ。プレゼントならせめて紙袋くらいには入れてもらうべきだったのに、つい「テープで良いです」なんて言ってしまったのである。急な思いつきだったのと、智花が靴を試着してる隙すきにこっそり購こう入にゆうしようとしたせいで必要以上に焦ってしまったが故の体ていたらくだった。

　しかし智花はそんな俺おれのダメさ加減は気にも止めず、

「ふぇっ!?　そんな、頂けませんっ！」

　胸の前で大きく両手を振り、申し出に恐きよう縮しゆくと遠えん慮りよを返す。

　……まあ、その反応自体はここへ誘ったときと同様に予想の範はん囲い内ないではあった。だからこそ、リストバンドなんていうしょぼくれたセレクションに留とどめたのだ。このワンコインで手に入る日用品くらいが、受け取ってくれるギリギリのラインのような気がするし。

「もらってくれないかな。いつも朝練習に付き合ってもらっているお礼、どうしてもしたくて。それにほらなんて言うか、初めての記念みたいなものだと思ってくれれば」

「き、記念っ……!?　初めての……？」

　──しまった。『智花が初めてガチンコで俺を（ほぼ）抜きかけた記念の贈おくり物もの』という意図は確たしかに多少あったものの、それはあくまで自分の胸の内だけに留めておくつもりだった理由である。うっかり半ば口に出してしまった。

　ダメだ、勿もつ体たいない。智とも花かの成長を少しの悔しさと共に面と向かって称たたえるのは、アクシデントもなく誰だれの目にも明らかな形で完全に抜き去られる日まで取っておかなくては。

「あ、いや……ほらっ。いつものお礼と、あとは今日きよう智花と初めて買い物に来た記念……ってことで」

　我ながら苦しい理由付けである。訝いぶかしがられて然しかるべきと思われたが、それを聞いた智花は何やらぽわんと呆ほうけたように俺おれを見上げたのち、

「……こんなお気遣い、良かったですのに。とっっっても嬉うれしいですっ！」

　感極まったような様よう子すで、リストバンドに手を伸ばしてくれた。

　あれ、まさか納得してくれるとは。……けどまあ良いか。別に噓うその気持ちを伝えたわけでもないし、それに贈おくった方がびっくりするくらい、喜んでくれているし。

「ま、安いもんだから。普ふ段だん使って貰もらえれば良いかなって」

　むしろ真に感かん謝しやということなら、いっそシューズをプレゼントしてやりたいくらいだったのだけど、間違いなく受け取ってはもらえないだろうからなあ。そういう意味では若干無念でもある。

「いえっ！　……大切にします。それで、どうしても昴すばるさんの力を分けて欲しいときに、使わせて頂きますっ」

「……はは」

　けど、智花はそんな安物を、まるで宝石でも守るようにぎゅっと握りしめてみせる。

　しかも、実に恥ずかしいことを言いなさる。無性に背中がかゆいではないか。いや、ここまで喜んでもらえるのはもちろん俺としても嬉しい限りなのだが。

「……あー、ところでさ。他ほかにも何か、買い物の予定とかある？　もし迷惑でないようなら、この後お昼ご飯も一緒にどうかなって思うんだけど」

　智花の表情があまりにも眩まぶしくて、話題を変えるべくそっぽを向きながら打診すると、

「め、迷惑なわけありません！　こちらこそ是非是非よろしくお願ねがいいたしますっ。で、では早速行きましょう！」

　智花は元気よく返事し、跳ねるように階段に向けて歩き出す。

「──って智花、靴！　まだ受け取ってないよ！」

「え？　……あああっ！　ご、ごめんなさいっ！」

「あはは、お金だけ払って帰っちゃったら大変じゃないか」

　らしくないドジに思わず口元が緩ゆるむ。まったく何を買いに来たのやら、だ。







　一階に下り、店の中央で右折して、バッグ売り場を抜け出口を目指す。

「ん？」

　が、途中で隣となりから気け配はいが消えている事に気付き振り返ると、智とも花かは足を止めて奥の方のウェアコーナーに目を馳はせていた。

「はは、服も見ていこうか？」

「……あ、あ、いえっ！　大丈夫です、行きましょう！」

　近付いて声をかけた瞬しゆん間かんに智花は慌てて振り返り、未練を断ち切るようにこちらに向かってくる。

「良いんだよ遠えん慮りよしなくて。ついでなんだし」

「はわ……その……」

　そう言って俺おれの方から智花が視し線せんを向けていた先へと歩き出し、希望を伝えやすい状況を演出しようとした……のであったが。

「あ……」

　三歩前進したところで、ようやくその逡しゆん巡じゆんの理由が『遠慮』だけではない事を悟った。

　──水着コーナー、だったのである。智花が眺めていたのは。

「……ごめん。そりゃ俺と一緒になんか選びたくないよな」

「そんなっ！　決して嫌いやだとかそう言うことではなくっ。特に今すぐ必要というわけでもありませんし、今日きようは本当に良いんです、あはは」

　苦笑いで謝あやまると智花はすかさず弁べん護ごしてくれたが、恐らくは気遣いだろう。

「そっか、ありがとう。んじゃ、あっちはまた今度にしようか」

　けど、事実そのフォローにはひどく助けられたので、お礼と共に智花の肩にぽんと触れて引き返し、それ以上の余計な自責は止やめる。

「はいっ。ごめんなさいでした、お気遣いをさせてしまって」

　微苦笑を向けあったのち、外に向けて並んで進む。店の中程で、棚整せい理りをしていた店員さんが「ありがとうございましたー」と振り返ってお辞じ儀ぎしてくれた。

　と、その直後。

　俺らが到達するより明らかに早いタイミングで、おもむろに出入り口の自動ドアが開く。そして外から一人ひとりの女性客が店内に入って来て──




「──!!」




　そこからの反応速度は、我ながら人間の限界に手が届きかけていたような気がする。

　視界にフレームインしてきた既知の面おも影かげが脳内に警けい鐘しようを鳴り響ひびかせた瞬しゆん間かん、

「ふぇっ!?」

　向こうに気付かれるより早く、俺は智花を強引に促し自分ともども陳列棚の陰に引っ張り込む。

「こ、このバッグ良いと思わない？　気に入っちゃったよ俺おれ！」

「ええっ……？　そ、そうですね……か、かわいいと、思います」

　続いて取とり繕つくろうように警けい戒かい対象の死角で一番近くにあった商品をテキトーに指さし白しら々じらしく尋ねる。当たり前だが智とも花かは困惑しきりの様よう子すだった。

　……げ、しかも何だこれ。よく見たら目の前にあるのは白地にピンクのハート柄なんていう女の子趣しゆ味み全開のスポーツバッグではないか。どんなフラワーパークの住人だ俺。

　しかし、しかしだ。やむを得なかった。こうでもしなければ、

「すいませーん。七な芝しば高校の指定水着が欲しいんですけど」

　ヤツと鉢合わせてしまうところだったのだから。

　棚の陰からこっそり覗のぞき込んで声のした方を確かく認にんすると、やはり間違いない。あの回遊魚の背中じみたキューティクルを宿すポニーテールは我が幼おさな馴な染じみ──荻おぎ山やま葵あおいのもの。

　あいつに智花と一緒に買い物しているところを見られたら非常に面めん倒どうである。どう紹介して、どこから説明して、何を理解してもらえばいいのか皆目見当もつきませんゆえ。

「あ、あのう。す、昴すばるさんっ……？」

　引き続きしゃがみ込んで状況を窺うかがう俺に、智花がうわずった小さな声で呼びかける。

「ごめん、あと少しだけ！」

「…………ふぇ。…………は、はいっ」

「……いやホント突然申し訳な──ってぬわ!?」

　勝手な行動の詫わびを再度告げようと顔を向け……そこでようやく自分がずっと智花の肩に腕を回し抱き留めたままであることに気付いた。

「す、すまなかった！」

　慌てて手を戻し、詫びる。

「いえっ……そのっ。こ、こちらこそ変に驚おどろいてごめんなさい、急でしたもので……」

　真まっ赤かになってうつむく智花。ああ、申し訳無いことをしてしまった……。

　いかん、早くここを出てちゃんと謝あやまらないと。そう思って視し線せんを戻し、観かん察さつを再開する。

　葵は俺らが潜ひそむ棚の数メートル先で立ち止まり、やって来た店員さん（♀）と相そう談だんを始めたところだった。

「はい、七芝高校ですね！　ええと、サイズはどうなさいますか？」

「んーと、どうしようかな……。あはは、たぶんＭ……なんですけど、ちょっとおしりが緩ゆるかったりする事が多くて、でも──」

「Ｓだと、今度はおムネの方がきつそうですものね……。品物によって造りが違いますし、とりあえずご試着なさってみてはいかがでしょう？」

「あ、そうできると助かります」

　……おい。なんちゅう会話を聞かせやがる。もし周りに聞き耳を立てている不ふ逞ていの輩やからとかがいたらどうする気なのであろうか、まったく。

　危き機き感かんの足りない幼おさな馴な染じみに憤いきどおっていると、店員さんは葵あおいを引き連れて奥のフィッティングルームへと歩き出した。……チャンス！

「智とも花か、出よう！」

「えっ？　あ、はいっ！　……で、でもバッグはよろしいのですか？」

「無理無理！　こんなの俺おれが持ってたらバカにされちゃう！」

「ええっ？　そ、そんなことないですよ？　私は可愛かわいいと思いますけど……？」

　うん、確たしかに智花が持ってたら可愛いだろうな。

　ふむ。誕たん生じよう日びプレゼントとかなら、バッグくらいは受け取って貰もらえるだろうか。ちょっと候補に入れておこう。

　などと考えながら小走りに店の外まで出て、青空を見上げ溜ため息いき一つ。無事葵とのバッティングを避けられた安あん堵どのためか、なんとなくバスケで４クォーター戦い抜いた後みたいな達成感が心を撫なでる。

　ところであいつ、どうやら学校用の水着を買いに来てたみたいだったな。そういや水泳授業がぼちぼち始まるんだっけ。俺も近いうちに仕入れておかないと。







　その後、談だん笑しようしながら駅前まで戻り、昼食を摂とったのち軽く喫茶店で話し込んでから智花と笑え顔がおで別れた。

　なお、賛さん同どうを得たので食事メニューはうどんになったものの、かまたまカルボナーラ（炙あぶり焼豚添え）はタッチの差で売り切れでしたとさ。

　……くそう、葵とのニアミスさえなければ。
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　俺おれがコーチとして籍せきを置かせてもらっている、慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部の活動日は週に三回。今日きよう──つまり月げつ曜よう日びから始まって一日おきに水、金と続く。

　練習時間は一応午後四時半から二時間という決まりだが、皆が最終のスクールバスに遅れると大変なので、進行具合によっては多少早めに切り上げることもある。

　現在、時刻は午後六時十八分。コート上では三対二のミニゲームが繰くり広げられており、それがあと数秒でタイムアップを迎えようとしていた。もうワンセットやらせるか否か微妙なところではあるが……。

「──よーし、お疲れ。ちょっと早いけど、今日はこれで終了！」

　迷った末、俺は安全策を選ぶ。ギリギリまで活動してたら慌ただしくてみんなも俺も落ち着かない思いをする事になるし、無理は禁物。加えて、五月に球技大会を終え今は明めい確かくな目標が無い状態だ。あまり焦ったって仕方が無いしな。

「えーっ!?　早すぎだろすばるんっ！」

　ライン内に踏み込んで五人に近付くと、メンバー随一のやんちゃっ子である三み沢さわ真ま帆ほが、栗くり色いろの髪を振り回して不服をあらわ、傍そばに駈かけ寄ってきた。

「……はは、頑張り足りない？」

「ぜんっぜんたりねー！　もう一時間くらいやろーぜ？」

「こーら、わがまま言うな。バスに乗れなくなるでしょ」

　苦笑で応じていると、横から永なが塚つか紗さ季きがセピア色のアイガードを通して呆あきれ気味の視し線せんを真帆にぶつける。紗季はクラス委員長を務めているだけあって、実質的にはチームのまとめ役と言える存在だ。

「あーもー短いなー二時間！　ねーねー。二時間で、週三回練習で、そんでそんで試合に出れるようになんのっていつ頃ごろっ？　七月には大丈夫だよねっ!?」

「……あ────っと。…………ちょっと、エントリーできそうな大会とか調しらべてみないと、あんまりはっきりしたことは言えないんだけど。とにかく、アレだ。……長い時間かけ過ぎてもよくないからね、練習は。それよりどれだけ集中できるかが大事だから。これからも今日みたく一いつ生しよう懸けん命めい頑張っていこうな？」

　紗季に窘たしなめられ一応は納得してくれつつも、完全には収まりが付かない様よう子すで俺の手首を摑つかんでぶんぶん振り回してくる真帆に、大人おとなの皮を被かぶった玉たま虫むし色いろの釈明を返す。良い対応とは自分でも思わないが、どうにも仕方が無いのであった。

　……実は今、ちょっとした悩みの種が慧心学園女子ミニバスケットボール部という土ど壌じようで日々促成栽培中だったりする。

　何かといえば、こうしてたびたび真ま帆ほの口から発せられる「試合でたい！」要求がまさにそれである。どうやら球技大会以来、強烈に勝負欲が高まってしまったらしい。

　もちろん、そのやる気自体はとても素す晴ばらしい事だと思う。だから俺おれとしても出来るだけバックアップしてやりたいのだが……とすれば一つ問題が。




　──この子たち、残念ながら現状では公式戦に出場できないのである。




　それはミニバスに関かかわった人間からすれば当たり前の話で、経けい験けん者しやである智とも花かはずっと前から把握してたであろう基き礎そ的てきなことなのだが、他ほかの四人はゼロから部を結成して歩き出したばかりのビギナー。知らないのも無理はなかった。

「ふーん、集中かー。……おしわかった！　じゃーいっぱい集中して頑張るから、早く試合でよーなっ！」

「……そうだな。頑張ってみるよ。俺も、いろいろ」

　で、俺と智花は相そう談だんの結果、みんなにはそのことをしばらく隠そうと決めたのだった。

　というのもこの問題、解決方法は非常にシンプルなのだが、そこに至るまでが一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないのである。超えるべき壁かべは高く、厚い。

　加えてその条件を知ったとき、皆がどんな反応を示すかという懸け念ねんも口を重くする原因になってる。……たぶん、あまり良い顔はしないんじゃないかなと思うのだ。

　だから今後どうすべきか、顧こ問もんであるミホ姉ねえも交えて真剣に協きよう議ぎして方針を決めたい。それまではある程度お茶を濁にごすしかない……という心こころ積づもりだったのが、いやはや思った以上に厳きびしい。球技大会が終わって一週間。顔合わせ四回目にしてこれだけしどろもどろになってしまっては先が思いやられるわけでして。

　ううむ。なるべく早く肚はらを決めなくておかなくては、だなあ。

　などと思いながら、欲求不満を懐ふところに収め一転上じよう機き嫌げんに更衣室へと向かう真帆の背中をしみじみ見送っていると、

「ねーねー、おにーちゃん」

「……ん？」

　不意に至近距きよ離りから別の声が響ひびく。

　視し線せんを落とせば、にこにこ顔でこちらを見上げる少女と目が逢あった。

　この、とびきり小さな部員は袴はかま田だひなたちゃん。他の四人と同じ六年生なのに彼女だけちゃん付けなのは、単に本能的な理由なので気にしなくていい。

　フランス人形みたいなふわふわロングヘアや、読とう点てんの休符が長い独特の話し言葉がマスコット的な可愛かわいらしさを醸かもし出しているが、その実とってもがんばり屋さん。慧けい心しん女バスの紛まがう方なき大事なプレーヤーの一人ひとりである。

「なんだい、ひなたちゃん」

　膝ひざに手を置いて屈かがみ、目の高さを合わせると、

「おにーちゃん、ぼーっとしてたよ？　……おつかれなら、はい」

　ひなたちゃんは笑えみを絶やさぬまま、こちらにすっと両手を差し出した。

　その掌てのひらの上には、赤いビニール梱こん包ぽうのビスケットサンドが。

「……えっと、これは？」

「あげる。おいしいよ？」

　おっと。何だか気を遣わせてしまったようだ。申し訳無いな……と反省の念。

「あはは、ありがとう。嬉うれしいよ」

　ともあれせっかくのご厚意なので、ここは素直に頂いておくことにしよう。

　ただし、受け取るやいなや俺おれはその場でお菓子の包みを破り、二枚入っているうちの一枚を送り主の目の前に持っていく。

「はい。半分こ」

　心配してくれた恩返しのつもり。が、ひなたちゃんは驚おどろきをあらわに、

「おー？　でも、ひながあげたんだよ？」

　そう言いつつ……視し線せんはきらきらとお菓子に釘付けなのだった。

「ひなたちゃん、あーん」

「……………………ぁーん」

　迷いの弁を取り合わず、さらにビスケットを近づけると、ひなたちゃんはようやく目をほわんと細め、小さな口をぽっかり開いてくれる。

「ほいひー」

「うん、おいしーな。ありがとう」

　恍こう惚こつとした表情を眺めながら自分も片割れを一口で頰ほお張ばれば、軽快な歯ごたえと共にほんのり温かな甘味が口こう腔くうに広がった。

　それからひなたちゃんは満足しきった様よう子すで、みんなに少し遅れて更衣室へ歩いていく。

「……あれ？」

　と、そこで不意に疑問。

　ひなたちゃんの今日きようの出いで立たちって、半はん袖そで体たい操そう着ぎにブルマなんだよな、そういえば。

「ビスケット、どこから出したんだろ？」

　……ま、良いか。それより俺も早く着替えないと。みんなが戻るよりも先に。

　今日は帰る前に、まだすべきことがある。
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「あ、愛あい莉り。ちょっと良いかな？」

　五人が着替えを終え更衣室から出て来るのを待って、脇わきから声をかけると、

「…………っ。は、はいっ!?」

　最後尾を歩いていた少女がハッと顔を上げ、笑え顔がおを繕つくろって振り向いた。

　彼女──香か椎しい愛莉は小学生離ばなれした高い身長と潜せん在ざい的てきなフィジカルの強さを備えた、バスケプレーヤーとして実に魅み力りよく的てきな資質の持ち主なのだが……引っ込み思案な性格と長ちよう軀くに対するコンプレックスが災いして、今のところ選手としては能力をフルに発揮できないでいる。

「えっとさ……。愛莉、元気？」

　先ほど、練習をタイムリミットよりだいぶ早めに切り上げたのにはもう一つ理由が有った。愛莉が練習の合間、たびたび沈んだような表情を見せていたような気がしたのだ。

「……あっ。い、いえその……元気、ですよっ？」

　心配かけまいと思っているのか努めて明るく振ふる舞まう愛莉だったが、あまり隠し事が得意じゃない子なので俺おれにでもはっきり動揺が見て取れた。少なくとも、訊きかれて思い当たる節くらいはありそうだ。

「えっとさ。もし悩み事とかあるなら、何でも遠えん慮りよなく相そう談だんしてくれな？　バスケのことでも、そうじゃなくても。もちろん、言いたくない話なら無理には訊きかないけど」

「長は谷せ川がわ、さん……」

　あえて軽い口く調ちようで笑いかけると、愛莉は形作るべき表情を見失ったかのようにうつむき、黙だまり込む。

　女の子相手なのだから、本来ならあまり干渉しすぎない方が良いのかもしれない。けれども今だけは、どうしてもそうせずにはいられなかった。




　──なぜなら彼女の意気消沈は、自分の采さい配はいミスが招いてしまったものなのではないだろうかという頓とん着じやくを、ずっとぬぐい去ることが出来ないでいたから。




　先月の球技大会にむけての特訓で、俺は五人の中で愛莉にだけ、何一つ新たな技術を授けなかった。

　もちろんそれは期待が持てなかったためではなく、むしろ逆の心こころ積づもりでのこと。香椎愛莉という選手に多大なポテンシャルを感じているからこそ、引っ込み思案な彼女に無理を強要してバスケを嫌いになって欲しくなかったが故である。

　だが試合を終えたのち、その判断は誤りだったのではという疑問が生まれた。そんな風に考える事こそが、身勝手なエゴだったのではないか、と。

　もしかして愛あい莉りは、俺おれの拙策を受け「自分だけみそっかすに扱われた」なんて勘違いをしているのではないだろうか。そのせいで部活が気重になってしまっているのだとしたら、自らの愚おろかさが許せない。だからそれを確たしかめるまで、お節せつ介かいだとしても放っておく気にはなれないのであった。

「──ね、愛莉。……昴すばるさんなら、もしかしたら」

「智とも花かちゃん。ううん、自分の問題だから……」

　呼び止められて体たい育いく館かんの隅に留とどまった愛莉に、近くで待たい機きしていた智花が身を寄せて気遣うような表情を向ける。二人ふたりの間で交わされた言葉からすると、どうやら智花は愛莉が落ち込んでいることも、その理由もちゃんと把握している様よう子すだった。

「……長は谷せ川がわさん、心配して下さってありがとうございます。わたしなら、大丈夫ですからっ。今日きようもコーチ、ありがとうございましたっ」

　智花にか弱い笑えみを返したあと、俺の方へ向き直って深く頭を下げる愛莉。

　ううむ、いくらなんでもこれ以上の追求はデリカシーに欠けるか。

「……そっか。ん、じゃあまた水すい曜ような」

　会釈すると、愛莉は智花と共にもう一度頭を下げてくれる。それから同様に近くで待っていてくれた他ほかの子たちとも合流し、皆で改めて帰路を辿たどり始めた。

　五人は体育館の出口に向けて歩を進め、その場に留まる俺との距きよ離りを次第に広げていく。

「っ、愛莉！」

　その途中、衝しよう動どう的てきな叫びが漏れ、再び全員を振り返らせてしまう。

「は、はいっ？」

　……いや、ダメだ。やっぱり、言わないとダメだ。

　もし仮に、抱いた心配が思い過ごしだったとしても。それでもなお一度しっかり言葉にして伝えておくべきであるような気がする。俺は愛莉を冷遇するつもりなど、これっぽっちもないということを。

　体育倉庫で彼女の『みんなと一緒にバスケが上う手まくなりたい』という想おもいを図らずも耳にしてしまった瞬しゆん間かんから、ずっと心でくすぶり続けている感情。

　それを、この機きに全部吐き出してしまおう。

　──胸に手を当て、すぅと息を吞のみ込む。

　そしてこちらを向いた愛莉に、俺は力強く宣言した。

　思いの丈たけを、勢いに任せてぶちまけるように。




「お、俺っ！　愛莉のこと、すごい大切に思ってるからっ！」




　体たい育いく館かんの高い天てん井じように声が反はん響きようして、しぃんと空気を揺らす。

　そして五人はぽかんと呆ほうけ顔がお。

　あ、あれ。……いきなりのむさい熱ねつ血けつ発言で、皆を驚おどろかせてしまったのだろうか。

「～～～～っ!?」

「ふぇえっ!?　すっ、すば、昴すばるさっ……！」

　とか思っていると、まもなく蜂はちの巣を突いたように黄き色いろい叫びが。

「うおー！　アイリーンすげー！　またコクられた！」
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「ありゃ、ここに来て愛あい莉りが猛追かー。ふふ、これでまた先が読めなくなってきたわ」

「ねーおにーちゃん、ひなは、ひなはー？　ひなのことは、大切？」

　続いて爛らん々らんと、あるいはニヤニヤと、もしくはまじまじと騒さわぎ立てる周りの反応を聞いて、俺おれはようやく自らの失言に気付く。

「あわわわちち違うっ！　そういう意味じゃなくてっ！　ええとっ、ただ俺は愛莉の事がかけがえの無い存在だと……ああああっ！」

　雪崩なだれ式である。元来口くち下べ手たにつき、一度滑り出すともはや制御不能なのだった。

「──＠△％■○っ!?!?!?」

「あああっ……やっぱり、すすす昴さんはっ……！」

「サキっ、どーするっ!?　あたしらは何をすれば良いんだっ!?」

「落ち着きなさい真ま帆ほ。まずは新婚旅行の手配よ」

「ねーねー。ひなもかけがえないって言ってー」

　てんやわんやの喧けん噪そうの中。俺おれはがっくりと床に膝ひざをつく。

　そして誓った。もう二度と、勢い任せで浅せん慮りよなことを口走るまいと。







　バスの時間ギリギリまでの土下座を伴う釈明の末、なんとか愛あい莉りたちに真意を汲くみ取ってもらうことが出来た。なんだかほぼ半月に一度のペースで小学生にひれ伏している気がしてならないが、誤解を与えたままというわけにもいかないので仕方あるまい。

「ふふ。ねー愛莉、お伝えしよ？　長は谷せ川がわさんがこんなに心配して下さってるんだし」

　愛莉の隣となりに並び立った紗さ季きが、ちょんちょんと肘ひじで促す。どうやら今日きよう愛莉に元気がない理由、みんなの間では周知の事実みたいだな。

「…………うん。──あ、あのっ。ほんとに、すごく……ダメなお話で。もし、怒らせてしまったら、ごめんなさい」

「いやいや、どんな話でも怒るわけないって。俺の我わが儘ままで尋ねてるようなものなんだし」

　その後もたっぷり迷った末、ようやく愛莉が聞かせてくれた内容は……。




「プール授業？」




「はい……。プール開きが、今月の二十三日に決まったって、今日の帰りの会でお知らせがあって……」

「あはは、アイリーン泳げないもんなー」

　なるほど、それで憂ゆう鬱うつに感じていたというわけか。

「……そっか」

　少し不ふ謹きん慎しんだが、わけを知って思わずほっとしてしまった。もっと深刻な可能性ばかりを考えていたので、微笑ほほえましい真相に安あん堵どの気持ちを抑えきれない。

「ご、ごめんなさいっ。こんなことでご心配かけてしまって……」

「ううん。聞かせてくれて本当にありがとうな」

　恐きよう縮しゆくする愛莉に微笑みかける。他ほかの四人もどこか胸のつかえが取れたような表情で互いに顔を向けあっていた。

　それにしても。

「……水泳か」

　折角なので何か簡かん単たんなアドバイスでも出来はしないかと頭を捻ひねってみるが、その『泳げない』度合いが分からないことにはかけるべき言葉も見つかるはずはなく。

　もうバスの時間も差し迫っていたので、結局この日はそれ以上の話を訊きくタイミングを得られないまま、一緒に体たい育いく館かんを出てそのまま時と計けい塔とうの前で皆と別れた。
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「にゃはは、大変だったよー五年の時は。知ってのとーり、愛あい莉りマジメだから最初の授業は出てくれたんだけど、顔付けブクブクがどうしても出来なくてさ。それで授業が少し止まったのを責任に感じちゃったんだろーな。次からはもうずっと欠席だった。熱ねつ出て」

「熱？」

「ん。ちなみにウチの養よう護ご教きよう諭ゆお墨付きだから仮病じゃねーよ？　なんか心因性ってやつみたい。究極まで追い詰められると、本当に体たい調ちよう悪くなっちゃうタイプなのかなーって」

　いつものように五人の担任教師である叔お母ば、篁たかむら美み星ほし・通称ミホ姉ねえに車で送ってもらう途中、愛莉のカナヅチ具合について情報を仕入れてみる。

「そっか。……なあ。じゃあもしかして、バスケの試合も危ない橋だった？」

「しょーじきなところ、男バスと対抗戦の時はちょっとヤクいかもなって思ってた。でも、絶対に守りたかったんだと思うよ、愛莉だって。だから、プレッシャーに飲み込まれずにいられたんだろ」

「気持ちの、問題か。……結局」

　月並みな感想だったが、意外にもミホ姉は茶ちや化かさずに同調してくれる。

「だね。最終的には、自分が本気でどうしたいかってとこだろうし。水泳だって、何が何でも克服したいって思えるようになれば前に進めるんだろうけど……今はとにかく嫌いやで怖くて仕方がないって感じだからなー。『迷惑かけたくない』って気持ちはあっても、体が思うように動かないんじゃないかな」

　……やはり帰結するのは、そこなのか。

　それはバスケにおいても同じ事で、根っこの部分では密接に繫つながっている課か題だいだ。

　選手としての愛莉がコート上での恐怖を乗り越えるためには、現状よりもっと強い向上心とか、動どう機き付けとかが必要になるだろう。でも、その辺のメンタル面は外から強要してどうにかなることではなく、あくまで愛莉が、あの子自身が心から望まないと手に入らない、そうでなくては意味のないもの。愛莉のハートに火を点つけるには、愛莉のためだけのイグニッションキーが必要なのだ。

　──さて、どうすべきか。

　もちろん俺おれは、愛莉たちを全国まで引っ張っていきたいとかそんなことを思っている訳じゃない。あくまでバスケを楽しんで、バスケを好きになって欲しいだけだ。

　ただ、もし愛莉にもっとバスケの面おも白しろさを伝え、プレイヤーとしての自信を与えてやれたなら。あの子はきっと今よりも胸を張って、自分の長ちよう軀くを恥じることなく、むしろ誇りに思って生きていけるような気がするから。……つい、俺おれはそんな瞬しゆん間かんを夢見てしまうのだった。

　けど、難むずかしいな。慎重になりすぎてもこの前の球技大会のように自分がチームに貢献してないのではと困惑させてしまうし、かといって今の話を聞くと尚なお更さら、無理強いは禁物だ。

　……一番良いのは、苦手なものを克服した時の喜びを彼女自身に知ってもらうことだろう。そういう意味では、この水泳嫌いという情報はますます聞き流せないのだが。

「…………まったく泳げないとなると、アドバイスも難しいんだよなあ」

　そもそもバスケだってコーチとして未み熟じゆく者ものであることを痛感させられ続ける日々。『一応泳げる』程度の技術しか持ち合わせていない水泳なんて、どうしたら良いのか見当も付かない。

「お？　教えてやんの？」

　溜ため息いきと共に漏らした嘆きを聞いて、ドライバーの声のトーンが上がる。

「いや、さすがに門外漢すぎるし。力になれるもんならなってやりたいけどさ……」

「にゃはは。お前ならそう言うと思った」

　片手ハンドルで俺の方に人差し指を向けるミホ姉ねえ。そして、バーンと拳けん銃じゆうを撃うつ仕し草ぐさに続いて微笑ほほえむ。

「みんなの水着シーン、拝おがみたくて仕方ないんだろ？」

「俺もお前ならそう言うと思ったよ！」

　こいつ、一日一回以上俺を茶ちや化かす事を日々の目標にでも掲げてるんじゃなかろうか……。

　呆あきれと同時、予見できたはずのからかいにうっかり声を荒げてしまった反省も兼ねてがっくり首を垂れていると、ミホ姉はもう一度にゅふりと妖よう怪かい猫ねこの出来損ないみたいに笑ったのち、僅わずかに口く調ちようを改めて呟つぶやく。

「……ま、視し姦かんまでなら見て見ぬふりをしてやるからさ。もし、あいつらの力になってやれそうなら、そうしてくれると私も嬉うれしいよ」

「だから、そんなやましい気持ちはないっつうに……」

　つーか本気でそう思ってるなら視姦も許すなよ。大事な教え子だろうが。

　……と、それは置いておくとして。

　もしかしたらだけど。ミホ姉も、愛あい莉りを思うように元気づけてやれず今日きようまで歯がゆい想おもいを繰くり返してきたのかもしれないな。

　フロントガラスに向けられた遠くを眺めるような教師の瞳ひとみが、ふとそんな予感を抱かせた。
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「ぬはは、テスト期間忘れるとか長は谷せ川がわセンセーらしーなー！　んでも、ブチョーんとこ中間始まるの遅くね？　ウチら先週終わったよ？」

「七な芝しばって二期制なんだよねぇ、テスト回数少なくてうらやますぃーねぇ」

「そのぶん範はん囲い広いからあんま変わんないって。あとゾノ、私もう部長じゃないし」

　火か曜よう日びの夕前。県のターミナル駅に隣りん接せつする総合アミューズメント施設『オールグリーン』一階のフードコートで、女子三人のまさしく姦かしましい大声が響ひびく。

　入学早々、元キャプテンの不祥事で活動休止となってしまった七芝高校男子バスケ部復活までの一年間を乗り切るために結成した非公式バスケ同好会。今日きようはその活動日だったのだが、天候はあいにくの曇くもり空ぞら。危き惧ぐを裏切らず、屋上のコートを借りて三十分もしないうちにぱらぱらと水滴が落ちてきて、ほどなく練習は中止となってしまった。

　で、それだけならば別になんてことのない日常の範はん疇ちゆうなのだが、イレギュラーだったのは葵あおいが元桐きり原はら中ちゆう学がく女子バスケ部の二人ふたりをゲスト招集していたこと。おかげで帰ることもままならず、ドーナツ屋でのとりとめもない駄だ弁べりに強制参加させられてしまった次第であった。

　現在、二つくっつけたテーブルを囲んでいるのは、俺おれを挟んで同好会メンバーである上うえ原はら一かず成なりと葵、そして対面に腰掛けた桐原中ＯＧの柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じの五名。ゲスト二人のうち向かって左のデコ丸出しベリーショートが柿園、右のそばかす茶髪が御庄寺で、気の知れた仲間同士ではそれぞれ『ゾノ』と『ショージ』なんて、安直なあだ名で呼ばれたりもしてる。

「──でもぉ驚おどろいたねぇ、カズたんがバスケ始めたなんてねぇ」

　俺へのダメだしが一段落したところで、御庄寺は続いて一成に話題を振る。中三の時はみんな同じクラスだったので、五人ともが旧知の仲なのであった。

　……ちなみにテストのことを忘れていたのは慧けい心しん女バス絡みで考える事が多かったせいなので、こいつらが思っているほどボケッと生きていたわけではない。言えないけど。

「始めるってか、ほとんど数合わせだけどな。あ、そーだ。お前らも毎回来ればいいじゃん？　そうすりゃ俺が来れないときも活動日増やせるし」

「あ、それ良いね！　おいでよ！」

　恐らくノリ任せであろう一成の発言に葵が全力で乗っかるが、俺としては実に複雑な気分である。もちろんバスケ出来る機き会かいが増えるのは嬉うれしいのだが……月水金がどうしても無理って伝えたら、きっと色々突っ込まれるんだろうなあ。くそう、余計なことを。

「いや、もうバスケなんて月一くらいで十分すぎる。毎週とかダルい」

　……しかし、心配は杞き憂ゆうに終わった様よう子すだった。葵の勧誘を聞くや柿園が心底嫌いやっそうに顔をしかめて手を振り、隣となりで御庄寺もうんうんとしきりに首肯。おかげで言い訳を考える手間が省けた、が。

「おいおい、元バスケ部……」

　あんまりな反応に、俺おれは思わず内心を棚に上げてあきれ顔を向けてしまう。

「だってぇ、うちの高校の女バスちょーきびしぃんだよぉ。一応仮入部はしたんだけど、なんか朝練まであるし、毎日何kmも走り込みさせられるしで、慌ててゾノと逃げ出してきたよぅ」

「で、あの日以来バスケが若干トラウマ。まー今日きようみたいにたま～に仲間内でやるのは良いけどさっ」

「はあ、あんたららしーわ。確たしかに東ひがし高こう女バス強いし、分からないでもないけど」

　不平を聞いて、葵あおいも笑いながら嘆息。昔からこの二人ふたりの練習嫌いは筋金入りだったので、桐きり原はらみたいに和わ気き藹あい々あいとした部じゃないと入る気になれないというのは想像に易やすいのだが。

「……でも、やっぱ勿もつ体たいないよな。二人とも絶対素質はあるんだから、せめてもう少し真ま面じ目めに練習してたら女バスの方も連敗記き録ろく途と切ぎれてたかもしれないのに」

「やーほんと、あんたらのキャップやんのは骨が折れたわ。ま、部活すんごく楽しかったし今となっては良い思い出だけどさ」

　長年にわたり、桐原中のバスケ部が弱小として名を轟とどろかせていたのはなにも男子に限った話ではない。幸い男バスの方はみんなの努力のかいあって汚名を返上できたが、女子の方は現在進行形で公式戦での勝利記録ゼロのまま。

　それでも葵が部長を務めていた去年は白星にかなり肉にく薄はくしたのだが、脇わきを固める人材に恵まれず結局初勝利には届かなかった。なんせこのやる気皆無の二人が事実上桐原の元ナンバー２＆３と断言できるくらいだったのだ。

　……ま、確かに女バスは女バスでみんな仲良くて楽しそうで、良いチームだったけど。

　なんとなく中学時代の思い出を振り返りつつ、頭の後ろで両手を組んで向かいの二人へ交互に視し線せんを送っていると、なにやら柿かき園ぞのが眼を細めてにやにやと含み笑いを漏らしている事に気付く。

　どうにも、嫌いやな予感がした。昔から、こいつがこの手の顔をするときは決まって──

「あらん、嫌だわ。長は谷せ川がわセンセーとブチョーったらまたそんなおそろいポーズで。ほんとーに夫婦みたいなんですからん」

　──これだ。ぎくりとして隣となりを見ると、葵も俺とまったく同様に手を後ろに組んで椅い子すにどっかり寄りかかっていやがった。

「真ま似ねすんなよ！」

「あっ、あんたでしょ！」

　いがみ合う俺と葵。……それを見るや、

「んふー懐なつかしいねぇー、二人して詰め切れない距きよ離り感かんのも・ど・か・し・さぁ……☆」

「ぷくく、ほんとほんと。この痴ち話わゲンカが見られなくなったのだけが心残りだよ」

「だからお前らも同好会入れって。そうすりゃ毎週見られんぞ？」

　周りで三人が達たつ観かんした老人のように遠い眼をして微笑ほほえみを交わし始める。……こいつら、またそれか。どうも柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じは（下へ手たすると一かず成なりも）俺おれと葵あおいの間に幼おさな馴な染じみを超えた特別な感情が水面下で渦巻いているのでは？　とか邪推してやがるらしい。あるかそんなわけ。ドラマや小説じゃあるまいし。

「あ、あんたらねぇ……！」

　当然のように、濡ぬれ衣ぎぬを着せられ葵はいきり立つ。そうだ、もっと言ってやれ。

「あ、あははっ！　と、ところで長は谷せ川がわセンセー！　やっぱテスト勉強はしたほうが良いと思うなっ！」

　それを見て怯おびえた柿園は慌てて話を巻き戻そうと画策するが……甘い。葵がそんなごまかし如ごときに動じるとでも思っているのか。

「……うぐっ」

　動じているではないか。今にも嚙かみつかんばかりに立ち上がった葵だったのに、柿園のわざとらしい言葉を聞くやすとんと椅い子すに座り直してしまった。

「そ、そだよぅセンセぇ。来年部活復活して下さいぃってお願ねがいするとき、センセぇが赤点キングだったらきっと失敗しちゃうよぅ。そーいぅの、私マンガで何回も見たよぅ」

「……む」

　続いて御庄寺も話に乗っかってくる。確たしかにその言い分というかシチュエーションに関しては覚えがなくもない。とはいえいくら俺だって別に赤点までは心配しなくても大丈夫……だと思うのだが。

「あ、そーだっ！　いーこと思いついた！　ブチョーがセンセーに勉強教えてやりゃいーんじゃん!?」

「うわあ、ナイスアイデァだねぇゾノぉ。それがいいよぅ！」

「……？　どしたお前ら？　なんで急にクサイ芝しば居いみたいなしゃべり方をグフぅ！」

　しばし黙だまり込んでいたところ、柿園と御庄寺がたたみ掛けるように二人ふたりで話を進めていく。にしても一成はどうしたんだ？　急に苦く悶もんの表情でテーブルに突っ伏してしまったのだが。

「そ、そうねっ。す、昴すばるがどうしてもって言うなら……私は見てやっても、良いケドさ。しょうがないからっ」

　二人の言い分を聞いて、葵も嫌いやではない様よう子す。基本的に世話好きで、怒りっぽい所さえ除けば意外と良いヤツなのであった。

「ん、そか。じゃあ……頼もうかな」

　俺としても葵になら頼み事もしやすいのでお言葉に甘えてしまおうかと思う。……実際、ノートとかはほぼ取ってなかったのでゼロから勉強するのはあまりにも面めん倒どうだし。

「しょ、しょーがないな。じゃあ次の土日……行くから。昴んち」

「おー了解。たのむわ」

　そういや葵あおいがウチに来るのなんて久しぶりだな、なにげに。

「あははっ、良かった良かったぁ。……センセぇ、テストの日程みたく今度は約束忘れちゃダメだよぅ」

「大丈夫だって、忘れたら殺される」

「ぶはは、間違いねーな！」

　肩をすくめながら言うと、柿かき園ぞのがすかさず同どう調ちようしてくれた。それを聞いて葵は少しむっとしながら、今度は別の釘を刺してくる。

「とか言って平気で忘れそうだから怖いわ、昴すばるは。……あ、そーだ。忘れるといえば、あんたちゃんと学校用の水着買った？　ミウラスポーツで売ってるヤツじゃないとダメなんだよ？」

「……あ」

「ほーら忘れてる。まだ大丈夫だけど、テスト終わったらすぐプール授業なんだからさっさと買いに行きなさいよね？　……ほんっとバスケ以外のことは全部頭から抜けちゃうんだから」

　面食らった俺おれを見て葵は勘違いをした様よう子すだったが、その実胸によぎっていたのは水着の事ではない。

　連想して、愛あい莉りの落ち込んだ顔を思い出してしまったのだった。

　今日きようの授業中も、明日あした何かアドバイスをしてやれたらといろいろ言葉を模索していたのだが、結局何も浮かんでこなかった。やはり水泳の指し導どう法ほうなんてさっぱりわからないのである。

「……どしたの、昴？」

　途中で会話から外れた俺をいぶかしんだのか、葵が不ふ思し議ぎそうにこちらを覗のぞき込んでくる。

　そんな幼おさな馴な染じみの顔を見た瞬しゆん間かん、自然と疑問が口から漏れた。

「そういやさ。葵って、泳げるよな？」

「……？　何よ急に。一応、泳ぐだけなら四泳法いけるけど……？」

「だよな。なあ、お前なんで泳げるんだ？」

　もう自分の知ち識しきだけではどうにもならないのは明白。ならば他人から話を聞いてみるしかないのではないか。特に葵のような女性、そしておおよそ泳ぐのに向いてそうもないタイプからならば、愛莉にも役立つ証言が得られるような気がする。

「……なんでって、どういう意味？」

　わけが分からないといった風に眉まゆ根ねを寄せる葵。ああもう察しが悪いヤツだなあ。

「いやだってお前、普通に考えたら沈むだろ。そんな筋肉だらけの体じゃあ」

　ほんと、足とかカチカチでとても水に浮くとは思えない。

　にしても、こんな風に面と向かって葵のシェイプアップされた体たい軀くを褒ほめるのはかなり恥ずかしいな……。だが愛莉のためだ。頑張ろう。

「…………」

　答えを待っていると、葵あおいはうつむいたままぷるぷると震ふるえ出す。

「ん、どうした？　頼むよ、ちょっと訳あって聞かせて欲しいんだ。その鉄筋コンクリートのような体を水に浮かせるコツは一体どこらへんに──」

　──全部言い切る前に、顎あご先さきへ葵の膝ひざがめり込んでいた。

「こんの、デリカシーハザード野郎……っ」

　どすんと椅い子すごと店のタイルに投げだされ、次第に身体からだから五感が乖かい離りしていく。

　──な、何な故ぜ蹴けられた……？

「はー。ほんとセンセーはバスケ以外どーしょーもない生き物だな……」

「あ、葵ぃ。た、たぶんセンセぇだし、悪気はなかったんじゃないのかなぁ……？　センセぇだし……」

「鉄筋……私が……てっきん……」

　ホワイトアウトした世界で、みんなの声だけが聞こえる。俺おれは一体……どこで何を間違えたのだろう。

「まったく、本当に愚かだな昴すばるよ……。お前には荻おぎ山やまの上半身に鎮ちん座ざする二つの浮き袋が眼に入らないのか。どこが鉄筋コンクリートだ。こいつの美乳搭載ボディは明らかに耐たい震しん構造に難なん有りボグシャア！」

　やがて安物の無む線せんＬＡＮデバイスのように『再ログイン、直後強制ログアウト』させられたと思おぼしき一かず成なりの断だん末まつ魔まを聞きながら、俺はとうとう意い識しきさえをも失っていくのだった……。
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「おっけーだ」

「いよっしゃーさすがすばるんっ！」

　水すい曜よう日び。練習が終わるやいなや真ま帆ほが駆け寄ってきて、愛あい莉りに水泳の指し導どうをしてやって欲しいと打診される。

「……おっけーだけど。正直泳ぎはそんなに得意じゃないから、あまり役に立てないかもしれないよ。それでも、良ければ」

　そう答えるまでに、もちろん迷いはあった。俺おれ如ごときが安やす請うけ合いして、結果何も進展せずにかえって落胆させてしまう事になるのではという危き惧ぐの方が、なんとかしてみせるという自信よりも圧倒的に大きい。

　それでも、コーチなのだから。俺は、愛莉の……みんなの。愛莉が泳げるようになって少しでも前向きになれるなら、出来る限りの手助けをしてやりたいのだ。

「だいじょびだろっ！　泳ぎなんて、すばるんに教えてもらえばすぐ出来るようになるに決まってるもん！」

　胸元でぐっと拳こぶしを握る真帆。……たはは、買いかぶりすぎだっつーの。

　とはいえ、取りかかる前から弱気になってもいけないよな。無理かも、なんて思いながらじゃ出来るものも出来なくなってしまう。よし、ここは一つおだてに乗っかったつもりで頑張ってみるか。

「あのっ……長は谷せ川がわさん。ご、ごめんなさい、わたしなんかのために」

　密ひそかに意欲を燃もやしていると、当人の愛莉が真帆の少し後ろに立って、恐きよう縮しゆくしながらおずおずと頭をさげた。

　……わたしなんか、か。

「んーと。そーゆー言い方は教育的指導、かな」

「……えっ？」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを作り瞳ひとみを覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、愛莉は面食らって頰ほおを染める。

「慎ましやかなのは愛莉の良いところだけど、自分を見下すような言い方は止やめて欲しいな。愛莉のためだからこそ喜んで引き受けた俺が、悲しくなっちゃうから」

「……あ。はわ……ご、ごめんな、さいっ」

　窘たしなめを聞くや、はっと両の掌てのひらを口元に当て眼を逸そらす愛莉。……少し格好付けすぎたかな、今の。もしかしたら引かれちゃったかもなあ。でも、それはどうしても伝えたいことだったので、仕方あるまい。

「ふふ、長谷川さん。またトモの機き嫌げんが悪くなっちゃいますよ」

　そう言って笑いながら、今度は紗さ季きがこちらに一歩接近してきた。傍かたわらでは急に水を向けられた智とも花かがびっくりして焦り気味にかぶりを振っている。

「ん？　いや智花だって同じだよ。みんなのためなら、俺おれに出来ることなら何でもしてやりたいって思ってるから。もちろん、紗季のためにだってね」

　この子たちがいてくれたからこそ、今もなおバスケを諦あきらめずに足あ搔がいてる俺が存在するのだから。いつだってその恩には最大限報いてやりたいと思っているのだ。

「なっ……！　そ、そんな私なんかは別にどうでもっ──」

「こらこら。『なんか』は禁止だってば」

「あう……す、すいません……。とっ、とにかく。……それでは今週の土日とか、ご予定はどうでしょうか？　もし大丈夫ならみんなで真ま帆ほの家に集合して、練習会しようと思うんですけどっ……」

　なんだか紗季にしては妙に取り乱している。やっぱりちょっと青春ドラマしすぎだったのかも。聞いてるだけで恥ずかしくなるくらいに。

　……まあ、言ってしまったものはしょーがない。気にしてても始まらないしな。

　そんなわけで。今週の土日──という提案に対し、俺は照れ隠しに満面の笑えみを携えて力強く宣言したのだった。

「ああ、まったく問題ないよ。了解しました」
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「ごめん葵あおい！　今日きようの同好会、欠席させてくれ！」

「…………は？」

　昨日きのうあれだけ偉そうに愛あい莉りの指し導どうを引き受けたのだから、もはやノープランの行き当たりばったりでは済ませられない。そこで昼休み図書室に赴おもむき、水泳関係の指南書を物色してみたのだが、結局めぼしいものは一冊もなかった。

　とはいえそれも然しかるべきで、高校の蔵書に小学生をコーチングするためのくだけたハンドブックなど置いても宝の持ち腐れになること請うけ合いだろう。

　ならば次の手段……というわけで、放ほう課か後ごは市で一番大きな図と書しよ館かんまで足を伸ばし、資料を漁あさりに向かうしかないと決意したのだが……。

　いやはや。終礼を済ませた途と端たん、最大の関門の方が自らこちらの教室まで出向いてきて下さるとは。

　もちろん何も言わずにバックレるわけにもいかないので、葵への釈明は遅かれ早かれ乗り越えねばならぬ課題ではあったものの、どうしても焦りを覚えてしまう。できれば心の準備をする余裕くらいは欲しかったんだけどな……。

「な、なんで……？」

　かなり急いで階段を駆け上がってきたのであろう。葵は息を乱し大きく肩を上下させながら、机に両手を突いて前まえ屈かがみに、まだ席を立ってすらいなかった俺おれに引きつった笑えみを向ける。

「いや本当にすまん。どうしても外せない急用が出来ちゃって！」

　こちらとしては合わせた両手を額ひたいの前にかざしつつ、ぎゅっと眼を閉じひたすらに拝おがむばかりである。

　バスケ同好会は男バス復活までのリハビリ目的で葵と一かず成なりを巻き込んで結成してしまったようなものなので、自分がサボるというのはかなり道理から外れている行いだと分かってはいるのだが、なにぶん火急の用である。今日行かないと事前準備するタイミングを逸してしまうわけでして……。

「……っ」

　しばし言葉を失っていた葵が、ばっと背を向け体ごと視し線せんを外す。俺の処遇について、判断しかねているのだろうか。……まあこれだけ勝手なことを言っているのだ。蹴けりの一発や二発は甘んじて受け止めねばなるまい。

　やがて、葵は再び向き直る。そして──

「そ、そう。しょうがないねっ。なら今日はお休みってことでっ……！」

　──どういうわけか、眉み間けんをぴくぴくひくつかせた強引な笑みを携えそんなことを仰おつしやった。

「……え、あの」

　正直、混乱する。この言葉を額がく面めん通り受け取っても良いのか、かなり疑問だ。だって……本人は満面の笑えみのつもりなのだろうが、そのいかにも粗製濫らん造ぞうといった感じの表情。

　なんだかストレートに怒りを表明されるよりよっぽど得え体たいの知れぬ怖さがある……。

「そ、それでは昴すばる、ごきげんよう……！」

　たじろいでいると、葵あおいは黒板脇わきの戸に向けて一いつ直ちよく線せんに歩き出した。終礼直後いきなり派は手でに登場したせいなのか、密ひそかに周りからだいぶ注目を集めていたらしく、教室で歓かん談だんしていた多くの眼めが揃そろって不ふ機き嫌げんそうに跳ねるポニーテールを横眼で追いかけ始めるが、当の本人はそんなことなど気にもとまらないらしい。

「……葵！　ちょい待てっ」

　しばらく呆あつ気けにとられていた俺おれだったが、次第にそこはかとない収まりの悪さが心の内で膨ふくらんできて、慌てて後を追う。ちょうどお互いが廊下に出た辺りで細く引ひき締しまった肩に手を置くと、葵は相変わらずのぎこちない笑みで振り返った。

「あら何かしら……!?　うふふ……！」

　ううむ、徐々にしゃべり方まで変になりつつあるな……。どうしたのだ本当に。

　とはいえせっかくの温情だ。それはそれとして感かん謝しやの意は伝えておかねば。

「いや。ありがとうな、許してくれて」

　礼を告げると葵は首の向きを戻し、階段に向けて一人ひとり進みながら別れの言葉を口にする。

「ううん、気にしなくて良いのよこれくらい……！　じゃ、またね……！」

「……すまん。きっと来週の火か曜よう日びに何か埋め合わせするから！」




　──ぴたり。




「…………来週の？」

　最大限の誠意のつもりで背中越しに返事すると、葵は急に足を止め、すぐさま反転して距きよ離りを詰め、えぐりこむように俺を見上げてきた。

「ねえ昴。一応、確かく認にんしておくけど。……土日、ちゃんと空けてあるでしょうね？」

「……へ？　……………………あああっ！」

　しまった、そういえば火曜の同好会のときそんな約束をしていたではないか！　別れ際に蹴けられて意い識しきが飛んだせいか、今の今まですっぽり記き憶おくが抜け落ちてしまっていた……。

「ふぅん……！　で、どうするのかな……!?」

　俺の反応を見てダブルブッキングを察したらしい葵は、しかし意外にも笑みを作り直してそう訊きいてきた。なんだか分からんが、今日きようはとことん許してくれる気なのだろうか……。

　そんな予感に甘えたわけではないのだが、どうあっても愛あい莉りたちとの約束を無む碍げになど出来るはずもなく、俺おれはもう一度葵あおいに向けて頭を下げる。

「……すまん。本当に申し訳無いが……そっちもキャンセルさせて頂きたく」

　直角に腰を曲げたまま、反応を待つ。

　──反応が、無い。

「葵……さん？」

　恐る恐る顔を上げると、葵は能面のような微笑ほほえみで固まったまま、

「そう。……おっけ。うふふ、分かったわ──」

　ふわりと小首をかしげてみせたのち、

「──なんて言えるかぁっ！　もう限界じゃボケェ！」

「んごッ……！」

　美しい後うしろ回まわし蹴げりで俺を宙に舞まわせるのだった。

「馬ばっ鹿かじゃないの!?　もうテストまで二週間しかないのに！　全然勉強してないやつが一夜漬けで何とかなるほど甘くないんだよ、高校の勉強っ！　あーもういい知るかっ！　私もう絶対助けてやんないから！　何してんのか知らないけどせいぜい変な趣しゆ味みに溺おぼれて人生棒にふっちゃえばいいわよバ──────────────────────カッ!!」

　激はげしくまくし立てながら、葵は振り返りもせずに怒り肩で階下へ去っていく。

　……ちなみにこの日を境として、葵は一年十組の女子空手部員からしつこいスカウトを受け続ける羽目になるのであったが──それはまた、別の話。
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「すばる～ん、ちょっと来てっ！」

「ん？」

　約束の水泳会前日の金きん曜よう。部活の開始を約十分後に控えた体たい育いく館かんで、急に遠くから大声で呼ばれる。

　現在ネットで仕切られた女バス側のコート上には智とも花か、紗さ季き、愛あい莉りの三人だけがいて、真ま帆ほとひなたちゃんはまだ姿を現していない。たぶん着替え中なのだろうと特に気にも止めていなかったのだが、もしかして何かアクシデントだろうか。

　声のした方に顔を向けると、真帆が体育倉庫から顔と腕だけを出し、真剣な面持ちで手招きしていた。……体育倉庫。実にトラウマな場所だが、無視するわけにもいかず。

「……なんだろ。ちょっと行ってくるから、みんなはこのままウォームアップしてて」

「あ、はいっ。真帆のやつ、さっきからいないと思ったら。あんなとこで何してんのかしら」

　代表で返事してくれた紗季に持っていたボールを手渡し、単身歩き出す。俺おれが移動を開始するのを見て、真帆はすぐに倉庫の奥へと引っ込んでいった。

　まったく状況が摑つかめないまま引き戸の前まで到達すると、にわかに緊きん張ちよう感かんを覚える。

　──入りたく、ないなあ。

　いや、考えすぎだ。一度ひどい目にあったからといって、その災さい禍かが場所に由来しているわけはない。ここはただの体育倉庫で、しかも呼ばれた上での大義名分ある入場である。余計なことを気にする必要などないのだ。

　よし、よくわからないがとにかくさっさと真帆の用に応こたえてしまおう。

「お邪じや魔ましまーす。……あれ？　えっと、真帆？」

　足を踏み入れると、誰だれの姿もない。明かりは消され、日当たりの悪い室内にかび臭い空気が充満している。おふざけでかくれんぼでもしているのかなと思い、さらに奥へと足を運んでいく……と、

「え？　──んっ!?」

　反射的に瞼まぶたを細める。突然、後ろの引き戸が閉じる音がしたかと思えばパッと蛍光灯が点ともり、室内が光で満たされたのだった。

「じゃじゃーん！」

　そして声に続き、とび箱（！）の上に勢いよく躍おどり出る影かげが。

「──って、わわわっ!?」

　何事かと眼めを向けた瞬しゆん間かん、全身が硬直する。

　そこには、真帆が居た。

　水着姿の、真ま帆ほが居た。

　黄き色いろ地じに白で花柄の模様が描かれたビキニのみを身に纏まとい、俺おれに向けてウィンクしながらへにょへにょと腰をくねらせてたのだった。

　……へにょへにょ。内心でそんな擬音をあてていたなんて知られたら確かく実じつに機き嫌げん悪くさせてしまうだろうが、他ほかに良い言葉が思い浮かばなかったので仕方がない。たとえば妖よう艶えんとかセクシーとか、その辺の反対概念ってなんと表現すればいいのだろう。

「どうどうすばるんっ、似合うっ!?　へへー、おニューなんだぜっ！」

　とはいうものの、いくらアンセクシャルだろうと正視なんか不可能である。この時もし思考が冷静であったならば『露ろ出しゆつ度どは高いものの過去に披ひ露ろうされたメイド服や水着エプロンに比べればずっと常じよう識しきの範はん囲いに留とどまる出いで立たちではないか』とか割り切ることも可能だったかもしれないが、不意打ちで戸惑っていたし、何より場所が悪かった。体育倉庫、しかもとび箱の上で肌を見せられて取り乱すなというのが無理な話だ。

「ま、真帆は何着ても似合う……けど。水着は水のあるとこで着た方がもっとかわいいんじゃないかなって、思う、よ？」

　極めて婉えん曲きよく的てきに自重を促す。しかし真帆はとび箱から降り、極めて直ちよく線せん的てきなボディラインを俺の視界にフレームインさせ、

「だよねっ！　もちもち明日あしたは好きなだけじっくり見たり写真撮とったりしてくれたまえっ！　……んでも、実はちびっと水着の色で迷っててさー。そんですばるんに選んでもらおうと思ったんだ。ねーねー、今着てるやつと……こっちの水みず色いろならどっちが好き？」

　一人ひとりで話を進めつつとび箱の裏から同じデザインで色違いの水着を拾い上げ、俺の眼前で広げなさる。

　真帆の手の中でビキニ（上）がうにょーんと伸びる。ひたすらに悩ましい。もちろんノットグラマラスな意味でである。

「ご、ごめん。どっちも似合うと思うけど、順番はつけられないかな……」

「えーでも好きな色とかあるでしょー？　そうだっ、こっちも着てみればもっとよくわかるはずだよねっ！　よーし、ちょっと待ってて！」

　そう言うや、真帆は淡いブルーの水着を持ってとび箱の陰に入りこみ──

「──ってそこで着替えちゃいけませんっ！　その位置、こっちからまる見えだからっ！」

　慌てて回れ右して強行退去に打って出る。こりゃもう説得は諦あきらめ紗さ季きたちに助けを求めるしかない。

「あーこらっ！　ちゃんと選ぶまで行っちゃダメっ！　ヒナっ、すばるん捕まえろっ！」

「おー、かしこまり」

「え──なっ!?」

　そう思って走り出した瞬しゆん間かん、物陰からの声に続きひなたちゃんの気け配はいが背中へ密着してくる。く、しまった……。よく考えたら真ま帆ほの他ほかに蛍光灯を点つけた人物が潜ひそんでいるのは自明であったというのに、警けい戒かいを怠おこたっていた。

　しかも、首筋に触れる肌の感触からして……十中八九おぶさってきたひなたちゃんもまた水着姿っぽい。その推測が混乱を呼び起こし、俺おれはうっかり足を竦すくませてしまう。

「おっしゃ、ナーイス！　そのまますばるんのこと動けないようにしといて！」

「おー、どうやればいい？」

「目隠ししちゃえ、コアラアタックでっ！」

「おー、わかった。こあらあたーっく」

「……っ！　ちょ、ひなたちゃっ……やめ……っ！　ふご！」

　その隙すきを突いてひなたちゃんは掛け声と共に背中をよじ登り肩車の体勢になるや、ぐるりと横回転して顔の前に張り付いてきてた。産うぶ毛げ一本もさざめかぬ滑らかな肌の感触が、後ろめたさでもって呼吸を止めんと襲おそいかかる。

「よっしゃパターン入った！　ヒナっ、そのままがっちりロックしとけよ！」

「おー。おにーちゃんのお鼻を、ひなのおへそでがっちりロック」
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　というか、むしろ鼻息一つ漏らしただけで罪に問われそうな状況なのだった。しかし肩の上から無む理り矢や理り引っぺがしてひなたちゃんを硬い床の上に落とすわけにもいかないし……。

「さーて、今のうちに脱ぎ脱ぎっと」

　マシュマロのようなおなかの弾力がもたらす背徳感と闘たたかう最中、真ま帆ほが上じよう機き嫌げんな声色に重ねしゅるりしゅるりと二度衣きぬ擦ずれの音を響ひびかせる。……どうやらまず全部脱いでから一気に着る派らしかった。

　前門のコアラ、後門のゼンラ。本気でどうしたものか……。ひなたちゃんを説得して離はなれてもらおうにも、真帆の着替え進行状況が読めない今はかなりのリスクが付きまとう。しかしながらこれ以上こんな状況を長引かせることは良心が耐えられないわけで。




「ねーちょっと真帆、いつまで遊んで……え？」




　深い葛かつ藤とうに苛さいなまれていると、傍かたわらから引き戸が開く音と紗さ季きの声が聞こえた。これが福音となるかはたまた鎮ちん魂こん歌かとなるか。あられもない姿であろう真帆と、顔に貼はり付いたひなたちゃん。そんな状況を見て紗季は俺おれを正しく『被害者』として認にん識しきしてくれるかどうか……。

「んな、ななななな何やってんのあんたはーっ！」

「のわっ、な、何だよサキっ!?　よく分かんないけど落ち着けっ」

「うるさいっ！　いいから服を着なさい今すぐにっ！」

　ほっとする。まあ紗季ならば、真帆の行動原理を一発で把握してくれるだろうという希望的観かん測そくが有ったが。

「ど、どうしたの紗季……ふぁあっ!?」

「ひ、ひなちゃんっ！　だ、だめだようそんな格好でそんなことっ！」

「……おー？」

　と、安心もつかの間。続いて一足遅れで愛あい莉りと智とも花かまでもが叫び声をあげ、倉庫内にやって来てしまった。顔面から肌はだ色いろがゆっくりと引き離されるさなか、今度こそ誤解で軽けい蔑べつされてしまうのではという心配が俺の心に重くのし掛かる。

「……あ、ありがとう。助かったよ」

　暗に弁解の意を込めて呟つぶやくと、智花と愛莉は戸惑い混じりに微笑ほほえんで眉まゆ尻じりを下げ、逆に「遅くなってごめんなさいでした……」とお詫わびしてくれた。

　安あん堵ど。どうやら三人ともに正しく状況を理解してもらえたようだ。真帆のお色直しも今の間に完了していたので、もう危険物は全すべて撤てつ去きよされたと見て問題なさそうだった。

「あの、長は谷せ川がわさん。本当にすみませんでしたっ。──もー、真帆は！　ひなも、真帆の言うこと何でもかんでも聞いたらダメっていつも言ってるでしょー！」

　苦笑まじりに深く息を吐き出していると、紗季が赤面でこちらに頭を下げてくれたのち、真帆とひなたちゃんに向けてお説教を始める。

「あんだよー。ただちょっと水着選んでもらってただけじゃんかー」

「その方法が最悪だって言ってるの！　……あー、もう時間だからこれぐらいにしとくけど、お願ねがいだからあんま馬ば鹿かな真ま似ねやめてよね」

「時間……？　のわ、いけねっ！　練習はじまるじゃん！」

「おー。ひなもお着替えしないと」

　叱しかられたことにいかにも不服たっぷりといった様よう子すで頰ほおを膨ふくらませる真ま帆ほだったが、ふと俺おれの腕うで時ど計けいに眼を向けるや慌てて外に走っていき、すぐさまひなたちゃんも後に続く。

「こらっ、ちゃんと長は谷せ川がわさんにお詫わびを──」

「はは、いいよいいよ。焦ったけど、真帆だって悪気は全然なかったんだろうし」

「すいません……。よーく、言い聞かせておきますんで」

　なおも眉まゆ根ねを寄せて憤ふん慨がいする紗さ季き。それを見て智とも花かは、いくらか真帆を庇かばうように補足の言葉を口にする。

「……真帆、昴すばるさんが明日あした来て下さることをすごく楽しみにしてて。それで張り切って、いっぱいおもてなししようと思ったみたいなんです。水着はちょっと私もびっくりしちゃいましたけど、でもきっと、真帆はそれも歓迎のつもりで用意したんだと思います」

　嬉うれしい話だった。先ほどの行動そのものはともかくとして、そんな風に慕したって貰もらえているとしたら、抱く感情は紛れもない喜びだ。

「はは、そっか。じゃー明日、俺も出来る限り頑張らないとな」

　そう告げると、智花は柔らかく、紗季は多少の苦さを混ぜつつも笑えみを覗のぞかせてくれる。

「……あの、長谷川さん」

　それから真帆とひなたちゃんに遅れて四人で倉庫の外に出ると、愛あい莉りが横に並びかけ僅わずかに恐きよう縮しゆくしながら俺に頭を下げた。

「ん？」

「明日、本当にありがとうございます。わたし、本当に迷惑かけてばかりで……」

「迷惑なんかじゃないって。愛莉が泳げるようになれば、俺も嬉しいし、みんなも嬉しい。だから愛莉のためにみんなで頑張りたいって思う、それだけだよ。……ね？」

　あえて軽い口く調ちようで偽らざる想おもいを告げたのち周りを見回すと、

「はいっ！　愛莉と一緒に泳いで遊ぶのが、すごく待ち遠しいですっ」

「ふふ、もちろんです。ねー愛莉。泳げるようになれば、今年ことしの夏休みはきっともっと楽しくなるわよー」

　智花と紗季も愛莉に向けて激げき励れいとともに頷うなずいてみせてくれる。

「……ありがとうね、みんな。ありがとうございますっ、長谷川さんっ！」

　感極まったように胸元へ両手を重ねる少女を見て、俺の心により強く決意が宿ったような、そんな気がした。

　──明日は、もっともっと元気にしてやれたら良いな。愛莉のこと……みんなのこと。
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　真ま帆ほの家は、ターミナルで路ろ線せんを乗り換えて三つ目の駅が最寄りらしかった。

　改札を出て数分歩くと、閑静な高級住宅街に突入する。どの家も庭が広く、駐ちゆう車しや場じようには外車ばかり。なるほど噂うわさに聞いた通り、普ふ段だんのフランクさからは想像がつかないほどのお嬢じよう様さまらしいな、真帆って。なにせ自宅にプールがあるくらいだし。

「あ、あれです昴すばるさんっ。あの、丘の上の白い建物が本ほん館かんです」

「……え」

　などと抱いた感嘆は、智とも花かが指さした先に見えた屋や敷しきに鼻息一つで吹き飛ばされてしまう。

　……ごめんなさい。ケタが、違いました。

　確たしかに周囲の家屋も疑う余地無く豪邸なのだが、アレはもはや一般住宅にすら見えない。教えられない限りは確かく実じつにリゾートホテルか何かだと勘違いしたであろう建造物が、視界と想像の斜め上に鎮ちん座ざしていた。

　小高い丘きゆう陵りようの八合目ほどで木々の合間から顔を覗のぞかせる白しろ壁かべには巨大な出窓が二つ並び、そのスケールが建物全体の壮大さを逆算させてくれる。しかも智花の弁によればあれは『本館』とのことで、つまり垣かい間ま見みえるものの他ほかにまだ建造物が存在する可能性大。

　いや、下へ手たをするとそれどころか──。

「もしかしてだけど。あの丘全部が……」

「はいっ、丸ごと三み沢さわ家けの敷地だそうです。……すごいですよねっ！」

　すごいです。すごすぎて『すごい』以外の形容詞が出てきません。

　熱ねつ病びように冒されたように終始ぼんやりと上空を見上げながら住宅街を突っ切ると、五分ほどで丘のふもとまで到着した。目の前の山肌には一面に木々が生おい茂り、獣けもの道みちすら見えない中でただ一本だけ舗ほ装そうされた道路が蛇のようにうねっている。しかしその入り口もまた薔ば薇らの意匠が施された格子で固く閉ざされており、正統な客人でない者にとってはどこからも進入経路が存在しないようだった。

「──すみません。真帆さんの同級生で、湊みなと智花と申します」

　ぼんやりと観かん察さつを続けていると、智花がおもむろに格子横の柱へと近付いて、ビデオカメラを覗き込みながらインターホンに恭うやうやしく語りかけた。まもなく『少々おまちください』という端正な声に続いて、門が左右に自動で割れていく。

「えっと、もうお邪じや魔ましちゃって良いのかな？」

　これはなかなか良い運動になりそうだな……などと思いながら目の前の坂道に一歩踏み出しつつ、一応智花に確認してみたところ、

「あ、たぶんすぐに車で迎えに来て頂けるかとっ」

　と恐きよう縮しゆく気味の返事。迎車を遠えん慮りよしなかったのは、何度も訪れているうちに抵抗を諦あきらめたからなのだろうな、きっと。

「そっか。それはすごく有あり難がたい……お？」

　ともあれ、この急きゆう勾こう配ばいを自力で登らなくて済むのはさすがに安あん堵どの一言であった。そう思ってほっと息をついた途と端たん、山肌の上の方から重厚なエキゾーストノートがフェードインし、刻々とこちらに近付いてくる。

　そして間もなく、俺おれたちの立つゲートに至る最終コーナーへ、書道の達人が筆を滑らす軌跡のように流りゆう麗れいに弧を描いて一台の乗用車が顔を覗のぞかせた。

「……え」

　なんと意外なことに、現れたのは黒のフェラーリだった。しかも車名に創始者の名を冠した超々レアモデルである。白亜の豪邸に備わる送迎車というイメージで、勝手にリムジンかそれに類する車種を思い描いていたせいもあってか、そのスピードという概念そのものを具体化したかのようなフォルムに双そう眸ぼうが釘付けになる。場にそぐわない羨せん望ぼうや憧どう憬けいといった感情が心を支配し、ついつい思考を停止して普ふ段だんじゃお目にかかれぬイタリア車に強く見み惚とれてしまうのだった。

「おまたせしました」

　と、重々しくガルウィングのドアが開き、運転手さんが降車してこちらにしずしずと頭を下げる。

「……あ」

　その容姿に、俺はさらなる驚おどろきを禁じ得ない。

　運転手さんは若い女性で、重厚な黒のエプロンドレスに白いフリル付きのカチューシャという出いで立たち──早い話がメイドさんだったのだ。ダークブラウンの長いワンレングスヘアがそよ風にゆれ、表情は柔和にして毅き然ぜん。エプロンドレスと同じかそれ以上に、タイトなスーツもすこぶる似合いそうな麗れい人じんだ。

　ところでそのエプロンドレスなのだが、どうも前に同じものを見たような気がする。いつだろうと記き憶おくを辿たどってみて、すぐに把握。そう、女バスのみんなが初対面の時身につけていたのと全く同じデザインなのだ。……いやはや、あの時は実に焦ったものだ。あまりに強烈だったので、今でもその気になれば鮮せん明めいに五人の表情までをも思い出すことが──。

　──閑話休題。とにかくメイドさんにフェラーリ。かなり前ぜん衛えい的てきな組み合わせに思えた。

「いらっしゃいませ、もっかんさま。そしてこちらがすばるんさまですね。真ま帆ほさまからお話を伺うかがっております」

　初対面なのにうっかり無礼な観かん察さつを続けていると、メイドさんがこちらに歩み寄って微笑ほほえむ。透き通るウィスパーボイスはまるで容姿に誂あつらえたようで、連綿と明らかになる隙すきのないメイドさん像に感心しきりであった。

「いつも迎えに来て頂いてごめんなさい、久く井い奈なさん」

「とんでもございません。本当ならばご到着前に車をつけておければ良かったのですが、少し所用が立て込んでしまいまして……。お待たせして申し訳ありませんでした」

　お辞じ儀ぎを交わし合う二人ふたりをしばし傍ぼう観かんしてしまったのち、はっと我に返りようやく俺おれも頭を下げる。やがて全員がほぼ同じタイミングで面を上げたところで、久井奈さん──そう呼ばれたメイドさんが俺ににっこりと微笑ほほえみかけた。

「僭せん越えつながら自己紹介させて頂きます。久井奈聖ひじりと申しまして、主に真ま帆ほさまのお世話係として三み沢さわ家けにお仕えしております」

「は、はじめまして。長は谷せ川がわ昴すばるです」

　慌ててもう一度頭を下げ、戻す。なるほど、真帆専属のメイドさんということか。……そいつは激げき務むそうだ。

　でも、その人事はなんとなく『この人ならば』と信託された結果なのではという風にも思えた。久井奈さんから伝わる芯しんの強そうな雰囲気が、真帆の我わが儘ままをいなすのに最適な人材のように感じられたのかもしれない。

「はい、はじめましてすばるんさま。以後、何か不自由がございましたら私に何なりとお申し付け下さいませ。それでは、屋や敷しきへご案内しますので車の方へどうぞ」

　こちらのお辞儀に応こたえて再度頭を下げてから、久井奈さんは助手席側に歩み寄りドアを開いて下さった。言われるまま智とも花かと二人で車に近付いていく……と、そこで。

　俺たちは些さ細さいながらも絶対に看過できない一つの問題にぶち当たってしまった。

「あの、久井奈さん。この車なんですけど……」

「はい」

「二人乗り……ですよね？」

　そう。目の前のスーパーカーには、後部座席が無かったのである。つまり搭乗可能な人数が二名なのに対しこの場には三名。そのうち運転席は久井奈さんで確かく定ていなので、残る助手席一つをどう取り扱うべきか。それが問題なのだった。

「……ああ、申し訳ございません、もっと大きな車でお迎えにあがるべきでした。……三沢家に仕えるものとしてあるまじき浅せん慮りよさでございます」

　指摘を受けて、久井奈さんは心底申し訳なさそうに腰を折る。その恐きよう縮しゆくっぷり、傅かしずかれ慣なれないものとしては何ともいえぬいたたまれなさを感じずにはいられなかった。

「あ、あの。なんでしたら私、トランクに……」

　智花も同様なのか、突然そんな無む茶ちやな進言を口にするが、

「とんでもございません！　お客様にたいしてそんなご無礼、絶対にできません！」

　久井奈さんは勢いよく顔を上げ、強い口く調ちようと共にかぶりをふる。まあ、それは当然の反応だろうけど（そもそもこの車にトランクが存在するのかすら怪しいし）……ではどうすべきか。

　言葉を失っていると、久く井い奈なさんはしばしの逡しゆん巡じゆんを経て一大決心するようにこくりと頷うなずいたのち、俺おれと智とも花かへ交互に眼を向け懇こん願がんするように告げた。

「あの……。大変不ぶ躾しつけなお願ねがいだとは存じますが、今回だけ、お二方とも助手席に乗っては頂けませんでしょうか？」

「え……それっ……て……？」

「幸い私道ですし、それほど時間もかかりませんので……すばるんさまがもっかんさまを膝ひざの上に乗せて頂くというわけにはまいりませんか？」

「ふぇえっ!?」

　久井奈さんのプランを聞き、智花がびくりとたじろぐ。俺も正直驚おどろいていたが、表だっての反応は努めて抑える。もし嫌いやがってる風に思われたら智花を傷つけてしまうだろうから。しかし、かといって承しよう諾だくするにはいろいろと葛かつ藤とうがあり……。

「あ、あの……す、昴すばるさんっ!?」

「……任せる」

　智花が求めてきたヘルプを、にべもなく差し戻す俺。ごめん、許せ。

　それからかなり長い時間、智花は頭を抱えその場で体を右に左に揺らし迷い続けていた。

　が、やがて。

「……わ、わかりました」

　伏し目がちに頰ほおを染めながら、決意を表明する。……たぶん、恥ずかしさを必死で堪こらえ、あまり迷惑をかけずに済む方を選んだのだろう。

「で、でもっ！　一つだけお願いしたいことが！　……昴さんにっ」

「え、俺？　なんでしょう？」

　体に触れないように気をつけろ、とかそういう事なら言われるまでもなく可及的に努力するつもりだが。

「あ、あの……私、いつも昴さんに迷惑かけてばかりですし、重い思いをさせてしまうのは申し訳なさすぎて……それで……」

「……いや、重いということはないだろうけど……それで？」

「乗る時、私が下でも……良いですか？　私の上に、昴さんが乗って頂く感じで……」

「断固却下します」

「ふぇ……そんなぁ……」

　その後も食い下がって暴ぼう走そう気味の主張を繰くり返す智花だったが、俺の方も普ふ段だんでは絶対に見せない頑かたくなさで固辞し続けるとようやく折れてくれ、俺たちはごくりと生なま唾つばを飲み込みつつ同じシートに折り重なった。

「窮きゆう屈くつな思いをさせてしまい本当に申し訳ありません。それでは、参りましょう」

「……は、はい」

「……ふぁぃ」

　遅れて運転席に腰掛けた久く井い奈なさんが、もう一度こちらに頭を下げてからエンジンをかけ直す中、助手席では二つの体たい軀くがまるで関節を失って彫像と化したかのようにぎくしゃくと凝ぎよう固こしている。膝ひざの頂点から太もも前部にかけて感じるか細い圧力を、俺おれは全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて意い識しきの外へ放り投げんと試みた。

　無理だった。

「……」

「……」

　会話は、ない。とても出来ない。だからせめて早く目的地へ到着して欲しいと願ねがうのだが、どうしたことか一向に車は動かぬまま。

「……あの？」

　怪け訝げんに思って声をかけてみる。久井奈さんは何やら考え事をしているのか、人差し指を唇に当て視し線せんを斜め上に向けていたのだが、呼びかけに促されたかのようにこちらを見ると、ふっと眉まゆ尻じりを下げて俺に願う。

「あの、すばるんさま。私も可能な限り安全運転を心がけますが、万が一があっては大変ですので……もっかんさまのお体を、到着まで抱いてあげて頂けませんか？　……シートベルト代わりに」

　そんなことを屈託無く仰おつしやるのである。

「ふぇっ!?」

「なっ！　い、いえそれでしたら本物のシートベルトを使えばっ」

　むろん助手席は大パニック。しかし久井奈さんはあくまで冷静に言葉を続ける。

「ええ、そちらでも構わないです。ただ、そうなさるようでしたらお二人ふたりでぴったりと身体からだを密着させて下さいませ。ベルトがたわむと危のうございますので、こう……渾こん然ぜん一いつ体たいと」

　意図は理解できたものの、その四文字熟じゆく語ごは何かが違うような気がする。

　ともあれ、究極の選択だった。

「智とも花か、どう……しようか？」

「わ、私が決めるんですかっ!?」

「俺は、どっちでも。智花が、少しでも嫌いやじゃないほうで……」

「そんなっ、嫌なんてことは……でも……はう……」

　当惑し、もじもじと肩を揺らす智花。その度に俺の大だい腿たい部ぶに接する過重の軸がぶれ、非常によろしくない傾向だ。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………でっ、では腕で……よろしくお願いします」

「……了解」

　長い長い黙もつ考こうの末智とも花かが選んでくれた回答に、無条件で従う。

　恐る恐る少女の腰へと手を回すと、あまりにも細く、軽く、柔らかい。

「お二方とも、ご協力ありがとうございます。それでは参りましょう」

　安全が保障されたためか少し上じよう機き嫌げんになった久く井い奈なさんが、ようやく車を発進させてくれる。

　その運転自体は超が付くほどの丁てい寧ねいさだった……が。

「～～～～～～っ!?」

「──っ！　──っ!?　──っ！」

　私道ながら、山道なのである。当然蛇行しまくりなので、何かとブレるわズレるわ──

「ひゃんっ!?」

「ご、ごめん智花！」

　──挙句の果てに意図せずくすぐってしまうわ。さんざんな道中だった。

　さらに……悲ひ劇げきはそれだけに留とどまらず。

　ようやく到着を告げられて這ほう々ほうの体ていでドアを開くと、なぜか足元から真紅のカーペットが白しろ壁かべの邸宅にむけて伸びていた。そして道に沿って真ま帆ほ、紗さ季き、愛あい莉り、ひなたちゃんが一眼レフを構えてへの字口で厳おごそかに（愛莉だけは照れくさそうにうつむきながら）整せい列れつしており、ぐったりと項うな垂だれて俺おれと智花が地に足を下ろした瞬しゆん間かん、矢や継つぎぎ早ばやにフラッシュの嵐あらしを浴びせかけて下さる。

　なるほど、な。よーく理解した。

　フェラーリで迎えに行かせたの、絶対わざとだ……。





＊






　真昼の太陽、白亜の豪邸、木々そよぐ風の音。

　街の喧けん噪そうを離はなれ、どこか空気も純度を増したよう。

　水面みなもに煌きらめく光の粒は絶え間なく夏の温度を反射させ、今が雨の季節であることが噓うそにすら思えてくる。

　ここは丘の上のプールサイド。白いレースで装飾があしらわれたパラソルの下、一人ひとり寝ね椅い子すに腰を落としてグアバジュースを長いストローでひとすすり。

「……落ち着かぬぇー」

　場違いにも程があるのだった。

　真帆たちの悪ノリが一段落するや、すぐにプール講こう習しゆうを開始しようとリクエストを受けた。快かい諾だくすると、俺だけみんなとは別にだだっ広い客室に通され、そこを更衣室代わりにして欲しいと告げられる。バミューダタイプの水着に着替え終え、肩からタオルを被かぶって待たい機きしていたところ、再び久く井い奈なさんが現れ、

「真ま帆ほさまたちは少しお着替えに時間がかかっておりますので、先にご案内いたします」

　と一礼。言われるまま屋や敷しきを出て中庭を突っ切り、駅からちらりと見えた──智とも花かが本ほん館かんと呼んでいた建物の脇わきを抜け、さらに木々の合間を貫く上り坂をパンツ一丁で徒歩三分弱。

　到着した、推定25ｍ×４レーンほどもある水際のテラスにて真っ白な丸テーブルを占拠し、俺おれはみんなの到着を待ちわびていた。

　久井奈さんは真帆たちの様よう子すを見に行くとの事で一いつ旦たんこの場から離はなれてしまったため、他人の家、それも初来訪の大豪邸で一人ひとりぽつねんと取り残されるという非常に気まずい状態である（極めつけに海パン一丁でもあり）。

　とはいえ「真帆さまたちの準備が出来るまで他ほかの給仕の者を呼びます」と告げられたのを半ば拝おがむようにして辞退したのは他ならぬ自分自身なので、そこに不平を漏らすのは全くのお門違いなのだけれど。独りは心細いものの、メイドさんに１ｏｎ１で傅かしずかれるのに比べればマシであろうと思えた。

「みんな、まだかな……？」

　何度となく先ほど通ってきた並木道に目を向けるが、人がやってくる気け配はいはない。ずいぶんと手間取ってるらしかった。何かトラブルだろうか。

　……なんにせよ、今俺に出来ることなど何もないので少し落ち着こう。気持ちばかりはやらせても仕方あるまい。

　気分転換に、視し線せんを邸宅の方へと向けてみることにする。

　二つ並ぶ棟のうち、ここから見て右手側が到着した際レッドカーペットが行き着いていた建物で、本館と区別して新館と呼ばれているそうだ。主に来らい賓ひん者しやに宿泊してもらうための客室やパーティールーム、様々な遊ゆう戯ぎ室しつなどが設けられているらしい。なんともスケールの大きな話で、館やかたの主──つまり真帆のお父とうさんは相当な交流好きか、もしくは社交が仕事の一いつ環かんとなるような職しよく種しゆの方なのか……きっとどちらかだろう。ちなみに本日真帆のご両親はつれだって出張中とのことだった。一応コーチとして挨あい拶さつしなくてはいけないなと緊きん張ちようを感じていたので、その機き会かいが先伸びになって僅わずかに気が楽になった。

　新館から視線を左へ移すと大きな噴ふん水すいが有った中庭をはさみ、真帆たちの住まいである本館がある。本館の中には足を踏み入れてないが、近くで見る外がい観かんはモダンかつ荘そう厳ごん。もし、ヨーロッパから建物丸ごと輸ゆ入にゆうしたと説かれたらきっと疑いもせず信じてしまうだろう。

　なお、住居施設は本館の後ろにもう一つ、久井奈さんたちが住んでる館もあるらしい。

「……知らなかったな、自分ちのわりと近くにこんな豪邸があるなんて」

　えてして縁えんのない世界の話は、どんな大きなニュースでも意外と耳に届いてこないものであるとはいうものの。

　感嘆しつつ再度腰を捻ひねり、今度は顔を邸宅の反対側へ。

　樹じゆ木もくに阻はばまれここからは何も見えないが、奥にはテニス用のハードコートが二面も設けられているらしい。でも今はそのうちの片方にバスケットリングが置かれ、真ま帆ほ専用の修練場と化しているという話。

「まったく。羨うらやましすぎだっちゅーに……はは」

　独り言の途中で、自然と笑えみが漏れる。……あとで、見せてもらおうっと。




「──や、やっぱり無理だよおっ！」




「……お？」

　ニヤニヤと森の向こう側に思いを馳はせていると、愛あい莉りの叫び声を皮切りに建物の方から賑にぎ々にぎしい喧けん噪そうがフェードインしてきた。ようやくみんなの準備が終わったようだ。

「だーいじょうぶだって！　絶対上う手まく行くからっ！」

　愁しゆう眉びを開きながらも、何か揉もめていそうな雰囲気に若干の胸むな騒さわぎを感じていると、ひときわ明るい声と共に真帆が並木道から最初に姿を現す。後ろ歩きで誰だれかの──たぶん愛莉の手を引っ張っているようだ。出いで立たちはもう既に水着で、どうやら結局黄き色いろい方を選んだらしい……って、プールサイドとはいえあんまりジロジロ観かん察さつしたらデリカシーないよな。やめやめ。

「……あれ？」

　そう思って服装についてはこれ以上触れるまいと決めたつもりだったのだが、続いて顔を見せた愛莉と、その隣となりに並び立っていた智とも花かの格好がかなり特殊だったせいでついついまた意い識しきが向いてしまう。

　愛莉はゴム付きの巻タオルにすっぽりと体を覆おおった、いわゆる『てるてる坊主スタイル』での入場だった。もう下に着替えてはあるのだろうが、一人ひとりだけ水着でなく小学生御ご用よう達たしな出で立ち、違和感と共にノスタルジックさを喚起させられる。

「……はう。やっぱりこれ、恥ずかしいかも」

　そして智花の方はといえば──なぜか学校指定の紺こん色いろ水着を身につけていた。周りの装いに浮きたって、ある意味逆に一番目立っている気がしないでもない。そういやこの前靴を買いに行った時、水着コーナーの方をしきりに眺めていたっけ。手持ちの水着が他ほかにないのかも。

　だとすればやっぱりあの時、買い物してきなよと言ってやるべきだったろうか。とはいえまあ、学校指定の水着だって悪いものではないし、俺おれが負い目に感じることもないか。女子のはもちろん着用したことなど無いが、あれはわりと称しよう賛さんに値する素材だと思う。なにしろ丈夫だし、泳ぎやすいし。

「ものぽらーいずものぽらーいず♪　あいりのおむねにどっきん法～♪」

「……もー。羽は多た野の先生ね、またひなに変な言葉教えたの」

　学校指定水着に思いを馳はせていると、最後に鼻はな唄うた交じりのひなたちゃんと渋じゆう面めんの紗さ季きが並んで姿を現す。なお、紗さ季きは上下で柄の違う確たしかタンキニというやつ（下が水みず色いろ、上が白地に水玉）で、ひなたちゃんは腰回りにフリフリが付いた真っ白なセパレートタイプの水着だ。

　そうして五人ともがプールサイドに姿を現したところで俺おれも起立し、手を上げ到着を迎える。会話の出来る距きよ離りまで接近すると皆は横並びに立ち止まり、紗季が僅わずかに頭を下げた。

「すみません長は谷せ川がわさん、遅くなりました。真ま帆ほが急に愛あい莉りを連れていなくなってしまってたもので……」

「ううん全然。すっかりくつろがせてもらっちゃってたよ」

　もちろんそのことに文句を言うつもりはまったくない……のだが。

「うう……」

　紗季の説明を聞いてますます、愛莉の戸惑いというか、激はげしい赤面っぷりが気がかりになってきた。プールが怖くて嫌いやがってるのとは微妙に違う感じがするし、真帆がまた何か突とつ飛ぴなことを考えてなければいいんだけど。

「よっしゃー！　早速始めようぜすばるんっ！」

　心配を募つのらす俺に、もはや待ちきれないといった様よう子すで当の真帆がその場でぴょんぴょん跳ねながら促す。

「はは、了解。じゃあまずは準備運動──」

「いらないっ！　アイリーン捕まえるのにいっぱい走り回ったから！」

「……え？」

　捕まえる？　……どういう事だろう？

　首を捻ひねっていると、不意に真帆が愛莉の横に張り付いて巻タオルに手をかけた。

「はわ、だ、だめっ！　真帆ちゃぁん……！」

　すると愛莉は頰ほおの赤みを強めて取り乱す。ううむ、どんどん嫌な予感が……。

「大丈夫だアイリーン！　あたしに任しときゃソッコーで泳げるようになるからっ！　いくぞ～！」

　……ここで強制的にでも真帆の行動を制止しなかったことが、本日最大の失策となった。

　俺が何をするつもりなのか尋ねるより一いつ瞬しゆん早く、真帆はスナップボタンを吹きとばさんばかりの勢いで巻タオルを引っ張り──




　──ばさり。




「～～～っ！」

　声にならない愛莉の悲鳴とともに目の前に現れたのは、

「な」

　肌はだ色いろの世界に、ぽつんぽつんぽつんと小さく三つ咲いた桃もも色いろの花。

　……ええと、その。

　いくらなんでも小学生に、そんなグラビアアイドル界における伝家の宝刀みたいな薄うすピンクのセクシービキニはちょっとばかり早すぎる気がいたしますのですが…………。

　んん……けど、なんか、すごいな愛あい莉りは……。十二歳にして、超アダルティな水着をここまで完かん璧ぺきに着こなすとは、さすがに驚おどろきが隠せ──

「──って、じゃなくてっ！」

　現実味に欠ける情景につい固まったまま呆ほうけてしまったが、ダメだ。これはいけない。見てはいけない。

「……っ！」

　ようやく我に返って、視し線せんを外すべく俯うつむこうとする。

「こらーすばるんっ！　ダメだ！　すばるんが見てなきゃ意味ないじゃんか！」

　しかし横から真ま帆ほにどやされ、反射的に動きを止めてしまった。

「ど、どういうこと？」

「へへー決まってるじゃんっ、アイリーンは照れ屋だからすばるんに水着見られたら隠れたくなるでしょ？　んでもここじゃ逃げ場所ないし、あとはプールに潜もぐるしかないーってワケ！」

　展開される『まほ理り論ろん』。案の定無む茶ちや苦く茶ちやであった。

「さーさーどうするどうするアイリーンっ！」

「は、はわ……はわわわわ……はうう～～～っ」

　恐慌状態に陥り、へなへなと尻しり餅もちをついて悶もだえる愛莉。……その姿が妙に艶なまめかしく、罪悪感にかられて俺おれは真帆の言いつけを破り顔を背けた。

「あ、愛莉っ。大丈夫。俺、眼逸そらしてるからっ！　それにほら、すごく似合ってるぞ、その水着っ！」

　しかし、安心させようと不用意に声をかけてしまったことで全すべては水の泡。俺の声を聞いた瞬しゆん間かん愛莉は、

「だ、だめえっ！　長は谷せ川がわさん見ないで下さいぃ～～～～～っ！」

　腰を抜かしたまま後ずさってわたわたと逃とう避ひを始めてしまう。

　そしてすぐ近くまで水面が迫るも撤てつ退たいは納まらず……。




　──ざばあん、と。水しぶきが空に高く舞まい上がる。




「おおおっ！　ついにアイリーンが飛び込みを！　やっぱあたしの作戦カンペキすぎっ！」

「おー。あいり、かっこいい」

　プールに愛莉の体がまるまる飲み込まれるや否や真帆とひなたちゃんが歓声をあげるが、そんなお気楽ムードが場に流れていたのはそれからほんの数秒だけだった。

「──って、浮かんでこないじゃないか！」

「飛び込んだんじゃなくて落っこちたんでしょ、絶対っ！」

「ふぇええっ！　愛あい莉りぃっ!?」

　紗さ季きと智とも花かの悲鳴を背中で聞きながら、急いで後を追い俺おれも水の中へ潜もぐる。

「（──愛莉ッ！）」

　底の方を探ると、すぐに少女のシルエットが眼に止まった。パニックに陥おちいり手をばたつかせているせいで、下方向への推力が生まれてしまっているらしい。力を抜くだけで簡かん単たんに浮かんでこられるはずなのだが、こういうアクシデントに見み舞まわれた時は理屈じゃないからな──。

　考えながらすぐ傍そばまで到達し、愛莉の背中と膝ひざ下したに手を差し込んで一息に持ち上げる。標準的な深さのプールなので、こうするのが一番手っ取り早いだろう。いわゆるお姫様だっこの体勢で恥ずかしいだろうが、緊きん急きゆう時じなので愛莉には我慢してもらうしかあるまい。

「──ぷはっ！　ごほっ！　けほ、けほっ！」

　水面から顔を上げてやると愛莉は激はげしくむせ返るが、意い識しきははっきりしているし水もほとんど飲んでない模様。なんとか大おお事ごとになる前に助けてやれたようだ……。

「……よ、よかったぁ」

　無事を確かく認にんして、水際からも安あん堵どの声が聞こえてくる。

「愛莉、大丈夫かい？　……愛莉？」

　抱きかかえたまま、幾分緊張を解いて声をかけてみるが、愛莉はしばらくふるふると震ふるえるばかりで返事してくれない。……まずいな。やっぱりまだ苦しいのかな。

　──と、ぶり返してきた心配とともに愛莉の顔を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん。

「ふ……ふえええええええええええええええええええええええぇぇぇぇんっ！　こっ、こっ怖かったようううううううううううううっ！」

　突然堰せきを切ったように号泣が始まり、俺の頭に愛莉の上半身がしがみついてくる。

「て、ちょ！　あ、愛莉…………く、苦し……っ！」

　そして目の前には通気性絶無の何やらむにゅむにゅした二つの物体……が……。

「ぐぐ、ふも、駄だ目め……！」

「いやあああっ！　もう広いおみずば嫌いやなのおっ！」

　昔の恐ろしい記き憶おくでも蘇よみがえったのだろうか。愛莉はいつもより幼い口く調ちようになって俺の顔面をぎゅうぎゅうと締しめ付ける。こちらとしてものっぴきならない状況なのだが、しかし現状で愛莉を再びプールに落とすような真ま似ねだけは命に替えても出来ない、ここは踏ん張るしかない……！

「おー。あれは」

「間違いないっ！　あれは選ばれた戦士しか使うことが出来ないというコアラアタックの強化技！　その名もずばり……『コアラアタック・改パイ』!!」

「さ、さすがは『七色彩蕾プリズマテイツク・バド』の異名を持つだけあるわね……。小六であの破は壊かい力りよく、蕾つぼみが開花したら一体どうなってしまうのかしら。……末恐ろしいわ」

「おバカな解説してないでなんとかしてくれっ！　ふが……！」

　遠くから聞こえたひなたちゃん、真ま帆ほ、紗さ季きの声に思わずツッコミ。そして目の前のやわらかい海溝──やわら海溝により深く吞のみ込まれ、背徳感で息が止まる……。

「ね、ねえ紗季っ、助けに行った方が……！」

「っと、そうね。いけない、私としたことが」

　ようやくじゃぶんと二つの控えめな飛び込み音が聞こえ、酸欠で倒れる寸前に智とも花かと紗季が手を貸してくれて、なんとかかんとか俺おれたちはプールサイドに帰き還かんを果たす。

　愛あい莉りはしばらくして落ち着きを取り戻してくれたものの、このアクシデントをきっかけにプール嫌いがさらに進行してしまったようだった……。
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「はい真帆、反省」

「アイリーン、とってもごめんなさい」

　お嬢じよう様さまなのに、真帆の土下座はやたら板に付いていた。それだけいつでもちゃんと謝あやまれる子、ということなのだろう。……そもそも後で謝らなくちゃいけなくなるような行動を控えて頂ければなおのこと良しだが。

「ううん、もう大丈夫だよ真帆ちゃん。わたしもごめんね。あんなに慌てちゃって」

　平伏する真帆に愛莉は微笑ほほえんで、顔を上げてくれるように頼む。……みんな優やさしい子たちなのだった。

　ところでどうやら愛莉、アクシデントのせいで自分が着てるビキニのこと忘れてるみたいなんだが。

　……指摘しない方が良いよな、うん。

「よし。じゃあ今日きようはこれからみんなで遊ぼうか。明日あしたもあるし、最初は水に慣なれるところから始めよう」

　トラブルが挟まってしまったし、しばらくはあまり無理をさせない方が良いだろう。先日借りてきた指南書にもまずは水への恐怖心を取り除くことが肝要と書いてあったし、予定を少し先送りにして今日はレクリエーションに徹てつするべきかもしれない。

「ん、そうですね。まずは楽しく遊びましょう」

「よっしゃ、ボールあるよ！　ビーチバレーしよ！　ビーチバスケでも良いけど！」

「おー。ビーチバスケ、たのしそう。……どうやるの？」

「もっかん、どうやればいい？」

「……ええと。……………………う～ん。………………えっと、えっと」

「ふふ、まずはバレーで良いじゃない。バスケはプール終わってからでも」

「よしそれ最高っ！　決まりぃ！」

　紗さ季きの進言に頷うなずいて、四人はがやがやと水際に駆けていく。

「…………っ」

　しかし一人ひとり、愛あい莉りだけは動きかけては立ち止まるのを繰くり返していた。遊びたいけど、プールは怖い……そんな感じだろうか。

「ね、愛莉」

「は、はいっ。──えっ!?」

　そんな背中に俺おれは近づき、おもむろに左手をぎゅっと握ってやる。

「今日きようはずっと、こうしてるからさ。愛莉が絶対溺おぼれないように、ずっと手を握ってるから。それなら、みんなと一緒に水に入れないかな？　ただ、入るだけで良いから」

「………………っ。…………は、はい。がんばり、ますっ！」

　お。もっと難なん色しよくを示されるかと思ったが、意外とすぐに受け入れてくれたな。偉い偉い。

　でも、これくらいしかしてやれないのは実にもどかしい……。焦るのが一番良くないとは分かっているものの。

「おー？　いいなーあいり、うらやましいなー。ねーおにーちゃん、あいりが泳げるようになったら、こんどはひなとだよ？　おやくそくだよ？」

「もっかん！　きひひ、実は私も泳げませんて言うなら今だぞ！」

「ふぇっ!?　で、でも私、泳げるよ……？」

「そうよねえ。あんだけ見事なバタフライ出来るのに泳げないとか無理ありすぎるもんねー」

「わ！　ひっ、ひどいよ紗季っ！　それは言わなくてもっ！」

「おにーちゃん。ともかのバタフライね、ばびゅーんって飛んで、すごいんだよ。ひな、あれはバタフライじゃなくて、えびフライかもって思った」

「…………恥ずかしぃ。……なんであんな泳ぎ方、練習しちゃったんだろう」

　手を繫つないだまま前を見据えていると、愛莉の逡しゆん巡じゆんに気付いて踵きびすを返していた皆がからかい混じりに俺たちを囲むように集まって、それから全員でゆっくり再び水際へと踏み出す。

　そうして温かな視し線せんに見守られ。喚起された恐怖心をグッと飲み込むようにして、愛莉はこわごわゆっくりと足を水に浸してくれた。







「ヒナー！　いったぞー！」

「おー。まかせろー」

「ふわあ……ひなた、すごい」

「あの子、アレに乗るの異常に上う手まいわよね……」

　全員がプールに入るとすぐに、二チームに分かれてバレー遊びが開始された。とりあえずは俺おれ、愛あい莉り、智とも花かチームと真ま帆ほ、紗さ季き、ひなたちゃんチームという組み合わせである。……ちなみに今皆が驚おどろいているのは、ひなたちゃんがシャチをかたどった浮き袋に跨またがったまま手足で水をかき、縦じゆう横おう無む尽じんに水面を動き回っていること。正直俺もあんな真ま似ねはとてもできない。隠れた才能をここに見た気がする。

「やー」

　ボールの下に滑り込んだひなたちゃんはバックレシーブを繰くり出し、風に揺られてビニール製の球体が対面にいた俺たちの方に飛んできた。

「あ……あ、はわ……！」

「おっと」

　おっかなびっくり愛莉は後退してボールを拾いにかかるが、水の抵抗と恐怖心に邪じや魔まをされてギリギリ間に合わない。でもこの局面は、水面に落ちる直前で俺が左手を伸ばして何とかゲームを継続させることが出来た。

「動きづらいよな、ごめんね」

　手を繫つないだまま、愛莉に微笑ほほえみかける。もっと自由を奪わない方法でサポートしてやれればベストなのだろけど。それに、自分からやっておいて思うのもなんだが、ちょっと恥ずかしいしな、これ……。

　内心で、ふがいなさが膨ふくらむ。しかし愛莉は笑いながら、大きくかぶりを振ってくれる。

「い、いえっ。……………………繫いでもらえて……嬉うれしい、です」

「え？」

「あ、あわ、はう！　その、じゃなくてっ！　……わ、わたしのために手を貸して下さって、嬉しいですっ」

「ははは。当たり前だろ、そんなの」

　そのためのコーチじゃないか。バスケじゃなくても、それは一緒のことだ。

「うぎゃーすばるーんっ！　ごめーん変なとこ飛んだっ！」

　愛莉と目を合わせたまま笑えみを交換し続けていると、遠くから真帆の声が響ひびく。慌てて空に目を向ければ、ビーチボールは俺たちの左後方に向けてふらふらと舞まっていた。

「……っと！　愛莉、付いてこれるっ？」

「はわ、ひゃいっ！」

　愛莉の手を引き、無理をさせない程度に急いで追いかけるが……くそ、これはちょっと間に合わないかもしれない。

「昴すばるさん、私がっ！」

「……え、あ！」

　どうやら、バックアップのため左から智花がこちらの守備範はん囲いまでサポートに走り込んで来てくれていたらしい。しかし、愛あい莉りの方に神経を向けすぎていたせいで俺おれはその事に気付くのが遅れてしまい──

「ふぇ？　……ふぁっ!?」

　──そのうえ水中での歩みは思うように止めることができず、どんどん互いの距きよ離りが狭せばまっていく。

「っ!?」

　そしてボールの落下地点近くで俺と智とも花かの身体からだは刻々と接近し──ついには、重なった。

「……ご、ごめんっ！」

「いいいっ、い、いえっ！　こちらこそ不注意でしたっ……！」

　至近距離。お互い気まずさで眼を逸そらしながら、詫わびを告げ合う。

　ぶつかる直前、空いた方の手を回し智花の身体を抱き留めてやれたので、痛い思いはさせずに済んだと思われるが、ケアレスミスが招いた状況に申し訳無い気持ちで一杯になった。

「もっかん、ナイスプレイ！」

「……えっ？　で、でもボール拾えなかった……」

「すごく自然に長は谷せ川がわさんの胸に飛び込んだわね。今の感じだとまさか『愛莉が羨うらやましくて自分も！』とか考えていたようには絶対見えないわよ、ふふ」

「～～っ！　か、考えてませんっ！」

「……はは」

　すると何やら、真ま帆ほと紗さ季きが再び変なからかいを投げかけてきた。まったくもー、困ったものだ。

　……ま、こんな風に茶ちや化かしあえるっていうのは、それだけ深く打ち解けているって事だとも思うから、注意とかはしないでおくけど。

「ぶー。あいりとともかだけずるいー！　ひなもだっこー！」

「な、うわっ！」

　などと吞のん気きに苦笑を漏らしていた隙すきを突いて、すいすいと近付いてきたひなたちゃんが俺の顔に向けてシャチの上からジャンプ一番。

「…………おー、そうだ。ひなもコアラアタック改パイ、できるかな？」

「ふが！　ダメ、やめてそれだけはッ！」

　そして俺の視界はまたしても閉ざされる……！　愛莉と右手を繫つなぎ、智花に回した左手を解くのも忘れたまま、顔面に密着してきたひなたちゃんへの対処に困ってパニックに陥る。

「おっ！　なんか楽しそう！　あたしもやるやるー！」

「ぐふ！」

　さらに背中にまで重みが！　真帆がしがみついて、ぐらんぐらんと揺らしてくるのだった。

「は、長谷川さんっ！」

　バランスを崩しかけた矢先、愛あい莉りの手にぎゅっと力が込められる。こんな状況とはいえ一度交わした約束だ、離はなすわけにはいかない。

「サキも来いよっ！　はやくはやくー！」

　必死の思いで踏ん張っていると、背中の真ま帆ほが悪あく魔まのような一言。ちょ、勘弁してくれ！

「な……！　わ、私はそういう子供っぽい意味のない遊び興きよう味みないしっ！」

　……が、幸いにして杞き憂ゆう。紗さ季きは進言をきっぱりと断り、一人ひとりだけ攻こう撃げきには加わらないでくれる。

　うんうん、それでこそ紗季。やっぱり精神年ねん齢れいでは、この子がいちばん成せい熟じゆくしてるよなあ。

「…………………………で、でも。チームワークを乱すのも、あまり良くないわよね。……ホントは興味ないけど、付き合いで今だけっ！」

　って結局やるんかい!?

　──という抗こう議ぎの声を上げる間もなく、下腹部に伝わる鈍い衝しよう突とつ。

「ぼふ！」

　そして、俺おれの身体からだはついにずぶずぶと水没していくのだった……。

　つーか紗季さん、嫌いや々いやだったのにすごい勢いで突っ込んで来たです、ね──。
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　沈没事故から小休止をはさみ、さらに一時間強ほど遊んだところで今日きようの水泳会は一段落。俺おれたちは本ほん館かんに招かれて、久く井い奈なさん他ほか数名のメイドさんから給仕を受けつつ、豪勢なおやつと共に談だん笑しようを重ねた。

　もちろん俺も一緒にとても楽しい時間を過ごさせて頂いていたのだが……家主として張り切っているのか、真ま帆ほからしきりにあれも飲めこれも食えと薦すすめてもらったおかげでどうにも腹が重くなってしまい、本日二度目のお手洗いタイムを願ねがい出ることに。

　そして今はその帰り道。久井奈さんの同行をお断りしたので、おぼろげな記き憶おくだけを頼りに、ひとり三み沢さわ家け本館の廊下を見知らぬ路地に迷い込んだ観かん光こう客きやく気分で歩いているところである。

　一歩踏み込む度に、床に敷しかれた毛足の長い絨じゆう毯たんがスリッパを包み足音を吸い込んでいく。日常では味わえない感触に、落ち着かなさで胸の内が飽和寸前だ。加えて観音かんのん開びらきの大きな窓と窓の間には必ず彫刻や壺つぼといった美術品が飾られており、それがまた緊きん張ちようを一定のリズムで刺し激げきする。引っかけて落としでもしたら大変だという危き惧ぐばかりが浮かんできて、鑑かん賞しようする余裕なんてつゆほども生まれない。

「……あれ？」

　などと思いながらようやく目当ての部へ屋や近くまで戻ってくると、少し手前の窓辺に立ち、沈んだ顔で外の景け色しきを眺めていた愛あい莉りの姿が眼に止まった。

「やあ」

「……長は谷せ川がわ、さん」

　愛莉はこちらに気付くとすぐに笑えみを形作ろうとするが、顔色に紛れ込んだ暗い陰かげを完全に拭ぬぐいきることはできなかったようだ。

「愛莉も、少し休きゆう憩けい？」

　俺もすぐ隣となりに肩を寄せ、同様に窓の外へと目を向ける。

　広こう葉よう樹じゆの枝で羽を休めていた小さな鳥が、こちらの視し線せんに気付いたかのようなタイミングで空に飛び立っていった。

「………………ごめんなさい」

「え？」

　蚊かの鳴くような声に首を捻ひねると、愛莉はもう無理に笑うのを諦あきらめてしまっていた。沈んだ顔で、目め尻じりには水滴が膨ふくらんでいる。

「わたし、ほんとうに情けなくて。長谷川さんに来て頂いたのに、結局ぜんぜん……泳げるようになれなくて。……みんなに、迷惑ばかり」

　ようやくそこまで言葉を吐き出して、我慢の限界とばかりに愛莉はぐすっ、とすすり声をあげた。

　……責任感が、気負いになっているのかもしれない。

　優やさしい子だからこそ。みんなの事が大好きだからこそ。

　──迷惑はかけられない。

　──自分で何とかしなければならない。

　そんな切迫する想おもいが、逆に愛あい莉りを縛しばり付ける枷かせとなってしまっているような気がした。

　だから、言葉が必要だと。そう、思った。

　恐らく愛莉は、頼ることを美徳としない。むしろ、恥じるのだろう。

　ならば、伝えねばなるまい。

　委ゆだねられること。それが喜びとなる関係も、有るのだということを。




「焦らなくて、良いんだ」




　少しきつい口く調ちように、愛莉はハッと顔を上げる。

　驚おどろかせてしまったかもしれない。けれども、どうしても心に刻んでおいて欲しかったから。自然と声に強い意志がこもった。

　固まる愛莉に俺おれはにっこり微笑ほほえみかけて、それからプールでしたようにもう一度──今度は両手でぎゅっと彼女の左手を握りしめて、続ける。

「俺、ずっといるから。愛莉の傍そばに、俺もみんなも、ずっといるから。だから、焦らなくて良いんだ」

「……ずっと」

「ああ。みんなが小学生でいるうちは、何があっても絶対にコーチとしてみんなの傍に居続ける。その後も、たぶん関係は変わってしまうだろうけど……みんなとの距きよ離りは、変わらない。いつでも会いに来るし、もし愛莉がバスケを続ける気でいてくれてたら、また、教える」

「でも、わたし……どんくさくて、弱虫で。ちっとも前に進めないから、いつもみんなに迷惑を──」

「誰だれかが、そう言った？」

「──え」

「言ってないだろ、誰も。むしろ、励ましてくれていたんじゃない？　……それなのに、そんな風に悪く思われているかもなんて愛莉が考えちゃったら、みんなが可哀かわい相そうだ」

「あ……」

　僅わずかに目を見開き、愛莉は身体からだを硬直させる。俺は殊こと更さら笑えみを強め、さらに言葉を。

「大丈夫。誰も思ってないよ、迷惑だなんて。それに、愛莉はちゃんと前に進んでいる。僭せん越えつながら、それはコーチが保証します。

　……進むスピードなんて、ゆっくりで良いんだ。自分の速度でいい。愛あい莉りが前に進みたいって気持ちを見せてくれるだけで、俺おれもみんなも愛莉の傍そばにいられて良かったなって、そう思える。──だから、ゆっくりゆっくり、みんなで一緒に歩いて行こう」

　穏おだやかに、真しん摯しに言い含めるように。瞳ひとみを見つめながらぎこちない言葉で心の内を言い聞かせ終えると、

「……………………長は谷せ川がわ、さんっ」

　愛莉の瞳からは、ほろりと滴がこぼれてしまったけれど。

　でもその面持ちはとても綺き麗れいな微笑ほほえみだったから。……それはきっと悪い事じゃ無いはずだと、そう思った。

「戻ろっか。真ま帆ほたちが心配するといけない」

「はいっ！　…………あの、長谷川さんっ！」

　そっと手を離はなして歩き出した俺の背を、大きな声が呼び止める。

「ん？　どした？」

　振り返って笑いかけると、愛莉はしばらくもじもじと言葉を模索し始める。……が、やがて。

「あの、わたし…………明日あしたこそ、がんばります！　だから明日も、どうかよろしくお願ねがいしますっ！」

「……うん！　がんばろうな！」

　深く頭を下げる間近まで引き返して、軽く肩をぽんと叩たたいてやる。

「……えへへ」

　ごしごしと掌てのひらで顔を擦こすったのち、照れくさそうに上げた愛莉の顔には、もう涙の跡は残っていなかった。

　それから俺たちは休きゆう憩けいを終え、日が暮れるまでバスケして、使用人さんの共用車らしいでっかいメルセデスで久く井い奈なさんに送ってもらい、それぞれの自宅に戻る。

　明日もまた良い日になることを、胸の内に祈りながら。
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「なるほど、池か……」

「はい。昔、ボートから落ちて……。それからプールとか海とか、水がずーっと広がってるようなところが怖くなってしまったんです。足が着いて顔を出していられればなんとか平気なんですけど、潜もぐるのはどうしても……」

　昨日きのうと同様日にち曜ようも真帆の家に全員集合し、プール講こう習しゆう第二回目を予定通り開始する。

　準備運動を終えた直後、ふと気になって水泳に苦手意い識しきを持った理由に思い当たるふしは有るのか尋ねてみたところ、愛莉はそんな幼き日の苦い思い出を語ってくれた。

「それは災さい難なんだったなあ。でも無事助かって良かったよ、ほんと」

「ごめんなさい……。ずっと前のことをいつまでも引きずってしまって……」

「いやいや、聞いておいて良かった。そんな苦しい思いをしたのが理由なら、絶対に無理強いなんてさせられないからさ」

　しゅんとする愛あい莉りに微笑ほほえみかけ、同時に頭の中では今後のプランを再構成。事情から考えると、ただ技術を伝えても大して効果はないかもしれない。

　それよりも、まず今は。

　拭ぬぐってやることが、先決だろう。幼き日より愛莉が抱えたままの、水の中で味わう孤独の深しん淵えんを。

「……よし、じゃあまずみんなでプールの中に入ろう。そんで、ぐるーっと輪わを作ってくれるかな？」

　しばしの沈ちん黙もくを経てそう告げた途と端たん、五人の中で率先して真ま帆ほがプールサイドを駆け出す。

「おっ、今日きようもバレーから始めるのっ？　じゃーボール取ってこないと！」

「あ、ううん。今日はバレーじゃないんだ。手ぶらで入ってくれるかな？」

「ほえ、そーなの？　まいいや、了解っ！」

　制止を聞き真帆は一いつ瞬しゆんだけ不ふ思し議ぎそうな顔をしたが、すぐに笑えみを取り戻してプールに飛び込む。他ほかの子たちも言われるままに水の中へと入ってくれたので俺おれも続く。

「それじゃ、早速今日最初の練習を始めます。──みんな、まずは両りよう隣どなりの子と手を繫つないで」

　思惑を伝えないままの指示だったが、全員が言われた通りに数じゆ珠ずつなぎの円を形成する。俺の右手には愛莉の左手、愛莉の右手には智とも花かの左手……といった感じで、六人が直接あるいは間接的に愛莉と一つの輪で連なった。

　……どうだろう。これなら、少しは恐怖感を拭ってやれないものだろうか。

「愛莉。今、みんなが愛莉の傍そばにいるよ。濁にごった池に落ちたときみたいに、ひとりぼっちじゃない。繫いだ手は、誰だれも絶対に離はなさない。もし苦しくなっても、絶対に俺が助ける。智花も助ける。万が一俺と智花が愛莉の苦しがってるのに気づけなかったとしても、真帆と紗さ季きとひなたちゃんが絶対に見つけて教えてくれる。俺たち五人が、絶対に愛莉を溺おぼれさせたりしない。

　……だから少しだけ、みんなを信じて水に顔をつけてみない？　ほんの、十秒だけで良い」

「……っ」

　右手の握力を少しだけ強め、言い含めるように告げる。途中、紗季がぎゅっと俺の左手を握ってくれた。全員分の激げき励れいを、託すように。

「……はいっ。やって、みます！」

　愛莉の決意は、早かった。昨日きのうの取り乱し方を見ているから、彼女の恐怖心は並大抵のものじゃないと深く理解している。なればこそ、そのまっすぐな力強さはこの場にいる全員を驚おどろかせ、喜ばせ、穏おだやかな感動を覚えさせた。

「愛あい莉り、もし辛つらくなったら、この手を強く振ってね。すぐに助けるからっ！」

「ゴーグル部隊もちゃーんと見守ってるからなっ！　安心してがんばれっ！」

「もちろん私らも一緒に潜もぐるからね。愛莉にだけ苦しい思いなんて、させないから」

「ひな、プール好き。でももしあいりもプール好きになったら、ひなはもっともっとプール好きになるよ？」

「……みんな、本当にありがとう。わたし、がんばる。普通の人と比べたら、とってもゆっくりしか進めないかもしれないけど。……みんなと一緒なら、どんなに怖くても最後まで諦あきらめないから」

　うつむき加減ながらも力強い決意表明を聞いて、嬉うれしくなる。俺おれのぎこちない言葉が、ちゃんと愛莉の心に届いてくれた。それはまたコーチとしての俺にとっても、確たしかなる前進だといえたから。

　きっと、育てられている。俺もまた、この子たちに。

「自分のタイミングで、いけるかい？　すぐに、みんなで後に続くから」

　半ば答えを確かく信しんしつつ尋ねると、愛莉はこくりと大きく頷うなずいてみせる。そしてすうぅと胸一杯に息を吸い込んで──

　──長い十秒間が、幕を開けた。

　一、二……まだ三秒。愛莉が俺の手をぎゅっと握る。握り返す。四、五……向かいに目を向ける。ゴーグルを装備した真ま帆ほが微笑ほほえむのを、ぼやけた視界の奥に感じた気がした。六。愛莉の顔を覗のぞき込む。表情は見えない。でも、揺るぎない。七。こぽりと泡が漏れた。頑張れ、あとほんの少し。八、九──

「──ぷわぁっ！　はあっ！　はあああっ！」

　きっかり十秒。栄光の訪れを、俺たちは厳げん格かくな計測で出迎えた。

「……うんっ！　よくやったぞ愛──わぷっ」

「すごいっ！　頑張ったね、頑張ったね愛莉っ！」

「わーい。あいり、えらいえらい」

「うわはっは！　アイリーンなら出来るってあたしはわかってたぞっ！」

「ふふ、これで泳げるようになるのも時間の問題ね」

「はぁ……はぁ…………えへ、えへへっ」

　歓喜の輪わの中、俺は賛さん辞じを仕し舞まいまで告げ損ねて、愛莉を取り囲むみんなの波に吞のまれもみくちゃにされてしまう。

　はは、出来ればちゃんと褒ほめてやりたかったんだけどな。でも、心底嬉しそうにじゃれあう五人にこのタイミングで水を差すのも少し無粋な気がする。

　だから今はもう何も言わないことにして、代わりにずっと愛莉が握り続けてくれている右手にもう一度、俺はぎゅっと力を込めたのだった。







「うーん、やっぱりダメか。……けど、まだ焦る必要なんて全然無いしね。今日きようは潜もぐれただけで十分、続きはまた今度にしよう」

「……はい。ごめんなさい」

　大進歩の勢いに乗じ、今度は愛あい莉りの手を引き顔を上げたままのバタ足練習に移行してみたのだが、残念ながらこちらは思ったような成果を得ることが出来なかった。

　俺おれも本で得た付け焼き刃の知ち識しきを総動員して『足の力は抜いて三拍子のリズムで』とか『膝ひざ下したじゃなく太ももの付け根から大らかに動かす感じで』とかそれらしいことを言ってみるも、愛莉の身体からだはほとんど前に進まず、それどころか次第に沈んで最後には足が底に着いてしまうのだった。

「いやいや、今日だけで潜れるようになったんだから十分すぎるよ。とりあえずただ試してみただけで、バタ足は水泳の授業の時までに出来るようになっていれば良いんだから。……大丈夫。ゆっくり、上う手まくなろう」

　元気づけると、愛莉はさきほどの達成感を反はん芻すうするように照れ笑いでこくりと頷うなずき、すぐに意気消沈を吹き飛ばしてくれた。

　さて、それはそうと一番の問題はコーチがヘボすぎる事だな。はたしてこんな暗中模索で、ちゃんと期限までに泳ぎを伝授してやれるのだろうか……。

「ねえ真ま帆ほ。これから何回くらい、練習に来させてもらって良い？」

「んっ？　毎日でも良いよ！　あーでも部活もあるから……」

「……そうだな。じゃあ──火か曜よう日び、木曜日、それと来週の土日、最後にもう一回火曜日で、最初の水泳授業まであと五回、プール借りに来ても平気かな？」

「うんうんもっちろん大歓迎っ！」

「あはは。ありがとな、本当に助かるよ。──愛莉はどうかな？　そんなに一杯だと疲れちゃうかもだけど……」

「い、いえっ！　わたしは平気ですっ。でも、それでは長は谷せ川がわさんにご迷惑じゃ……？」

「んーん全然。中途半端にしたせいで教えきれなかったら自分も悔しいし、辛つらくないようならむしろ俺からそうお願ねがいしたいんだ」

　少し独断が過ぎたかもしれないそんな申し出に、愛莉を筆頭として全員が嫌いやな顔一つせず同意を表してくれた。

　水面には日の光が反射し、五人の希望に満ちた表情を彩り煌きらめいていた。誘われるように天を仰ぎ、俺はふと今年ことしは空から梅つ雨ゆになればいいな……と思う。

　今日のように青空が、ずっとこの子たちの頑張りを見守り続けてくれればいいな、と。
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「ちょっと昴すばる！　なんか最近私のこと避けてないあんたっ!?」

　……ついに来たか、この瞬と間きが。

　先週の木もく曜よう日びと同様、終礼が済むなり教室に飛び込んできた葵あおいに詰め寄られ、俺おれは自分の椅い子すに腰掛けたまま平静を装うように長く息を吐く。

「べ、べつに、そんなことないぞ……？」

　噓うそであった。

　確たしかに月曜日丸一日、そして火曜──つまり今日きようの昼休みまで、休み時間はトイレに隠れたりしてなるべく葵と顔を合わせぬように努めてきたのは事実だ。

　とはいえ、ずっと逃げ続けられるだなんて思ってたわけではないし、そもそもそのつもりもない。ただ、これからしなければならない懇こん願がんに対して、あれこれ追求させる時間を可能な限り削り取るのが目的だっただけである。

「ふん、どーだか」

　葵は不ふ機き嫌げんきわまりない。思い起こせばそもそも、先日俺を『もう知るか』と見放したのは葵の方なので、かなり理不尽な恫どう喝かつではあるのだが、余計なことを言って虎とらの尾を踏むような愚行は避ける。基本オーダーは『いのちだいじに』が好ましい。

「本当だって。……それより葵、ちょうどよかった。お前に話があったんだ」

　なのでさっさと予あらかじめ用意しておいた釈明を告げるべく、自らそう切り出す。

「話？　何か知らないけど、私だって用あってきたんだからこっちが先！　あんたね、昨日きのうもずいぶん早く下校したみたいだったけど、この期に及んでどこほっつき歩いてるわけ？　何度も言ってるけどもう来週にはテストが始まるのに──」

「そのテストの話なんだ、俺も」

　口を挟むと葵は台詞せりふを止め、「……へ？」と面食らう。

「あのさ。やっぱり、赤点とか取るのはマズい気がして。御み庄しよう寺じが言ってたとおり、来年もし約束通り部の謹きん慎しんが解けなかった時、抗こう議ぎするのが問題生徒じゃ立場が弱かろうと」

「……気付くのが遅い。当たり前でしょうがもう」

「ん。それでお願ねがいなんだけど、勉強するためにテストまでは同好会を休みにしてもらえないかと思って」

　身勝手な要求に、葵は一度だけ唇を嚙かみ何かを言いよどんでみせたが、すぐ腰に手を当て軽い調ちよう子しで、

「ま、しょーがないわね」

　息を漏らしながら理解を示してくれた。もちろんそれは建前で、勉強はちゃんと自分でこなす心こころ積づもりを固めていたにせよ、真の目的は愛あい莉りたちの水泳を見てやることにあったので非常に心苦しくなる。

　しかしまあなんにせよ、これでなんとか来週までは穏おん便びんに過ごせる──と安あん堵どしかけた矢先、

「んじゃ、早速今日きようから私が教えてあげるわ。……す、昴すばるの家で良いわよね？　どうせお互いわりと近所なんだしっ」

　葵あおいが必要以上に気を回し始めてしまう。もちろん何もない時だったらとても有あり難がたい申し出ではあるのだが、いかんせん今はタイミングが悪すぎた。

　……けど、葵がこんな風に慈悲を向けてくれる可能性については一応想定出来ていたことではあった。

「あー。そう言ってくれるのは本当に助かるんだけど。なんかさ、日にち曜ようにミホ姉ねえの前でテストやばいって話したら『じゃー私が教えてやんよ！』とか悪ノリし始めちゃって。……困ったことに、一週間あいつんちに通わなきゃいけなくなったんだ。はっきり言って嫌いやすぎるんだけど、逆らうとたぶん殺されるだろうから行くしかなくて。……だから気持ちだけ受け取っとくよ。ありがと、葵」

　故に言い訳も予あらかじめ用意してある。もちろんミホ姉との口裏合わせも完了済み。あいつのことだから意味もなく裏切る可能性は多た分ぶんにあるが、しかし大本が慧けい心しん女バスに関かかわる問題だ。ならきっと、あの子たちにとって悪い方に転がるような悪ふざけはしないでくれるのではないだろうかとも思う。

「美み星ほしちゃんがぁ？　なんかそれキャラ違くない？　頼まれたとしてもめんどくさがりそうじゃん、そんなの」

　俺おれの嘆きを聞いて、葵はしかめっ面で訝いぶかしむ。確たしかに、ミホ姉のことをよく知る人間に向ける噓うそにしてはかなり荒こう唐とう無む稽けいな内容である。

　しかし、だからこそ納得させることも出来る、という自負もまた……あるのだ。

「だよな。正直何でそんなこと言い出したのか、俺にもわからん……」

「…………そっか。ま、美星ちゃんだもんね」

　とまあ、要するにこういう事。

　ミホ姉の性格を四文字熟じゆく語ごで表現するならば『適当星人』。多少なりともあいつの人となりを知っている者にとっては、どんな突とつ拍ぴよう子しもない話でも『だってミホ姉だから』と続ければある程度の説得力が生まれてしまうのだった。

「ま、そーゆーわけでさ。すまんが先行くわ。仕事から帰る前までに、部へ屋や掃除とＭＭＯのレベル上げ命令されてるんだ。それが授業料なんだと。はぁーほんとそろそろ謀む反ほんでも起こしたい気分になってくるけど正面からだと返かえり討うち確かく実じつだしやるならそれなりに綿密な計画を練っておかなくちゃってことでじゃーまたな葵」

　まくし立てながら席を立ち、言葉を途と切ぎれさせぬまま振り返らずに教室の戸をくぐる。

「……あ、ちょ、すば──」

　葵の当惑した声を引き戸で遮しや断だんし急ぎ足で廊下を渡りつつ、胸の内では詫わびを呟つぶやく。

　──すまん葵あおい。でもどうしても、今だけは愛あい莉りのことを見ててやりたいんだ。

　全部終わったら、葵には何か甘いものでも奢おごらせてもらおう。……それと、これで赤点取ったらあまりにも人として終わってるし、せめて夜はちゃんとテスト勉強しないとな。

　胸の内に決意を固めながら学校を飛び出て、俺おれは一目散に真ま帆ほの家を目指した。
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「じゃあ……みんなお疲れ様でした」

「お、おつかれさま……です」

　普ふ段だんでは考えられぬほど静寂に支配された練習時間がようやく……いや、ある意味ではとうとう終了を迎えてしまった。

「──終わったの？　じゃ、約束通りちゃんと話聞かせて」

　皆がこんな風にぎこちなくなってしまった理由は語るに及ばず、荻おぎ山やま葵あおいという突然の乱入者が、終始粘っこい視し線せんをこちらに向け続けていたから。

　昨日きのうのプール会は、残念ながらそれほど大きな進展を得ることができなかった。けれどもチャンスはあと四回もあるわけで、さればこそ部活中は変に気遣ったようなそぶりを見せず、いつも通りに明るく顔を出した方が愛あい莉りに余計な気落ちをさせることも無いだろう。そう思って開始した水すい曜よう日びの練習だったのだが、思わぬアクシデントで結局場の空気は未み曽ぞ有うの混こん濁だくを迎えてしまっている。

　練習を開始した直後に現れ、呆ぼう然ぜんと引きつった笑えみを浮かべながら俺おれを問い詰める葵に、何とか最低限の事情説明だけをして「詳しい話は練習が終わったら必ずするから、それまで待ってくれ」と頼みこむと、靴下で床をけんけんついて不ふ機き嫌げんそうに迷ったのち、なんとか我わが儘ままを聞き届けてくれた。

　とはいうものの終了まで席を外すなんてサービスは期待するだけおこがましく、ステージの上に座って眉まゆ根ねを寄せ頰ほお杖づえをつく葵の監かん視し下かで、俺たちは死ぬほど居い心ごこ地ちの悪い時間を強いられた。みんなにとって、こんなにも終了してホッとする練習というのは初めての経けい験けんだったのではないだろうか。

　ま、俺の方はまさに一いち難なん去ってまた一難……という状況なのだが。

「わかった。話すから、ちょっと外来てくれ。……ここじゃ、みんな怖がる」

「な、どういう意味よそれ……」

　答えを待たずに歩き出した俺を追って、葵も不満たらたらながら移動を開始する。裏口の鉄てつ扉ぴからコンクリートの段差に降り立つと、しびれを切らした様よう子すで葵は俺の顎あごをひっつかみ、ひねり上げた。支えを失った戸が自然と閉まり、がこんと音を響ひびかせる。

「噓うそ、ついてたんだ？」

「……んぐ。………………すまん」

　その点に関しては、釈明の余地などない。俺なりの信念に従った行動ではあったものの、結果として葵にこのことを誤ご魔ま化かそうとしたのは事実だ。

「いつから？　いつからコーチなんて引き受けたの？」

「……四月の、半ばくらい」

「うそ、休部になってからなの……？　あんたねえ……自分のやってることの危うさ、わかってる？」

　言いたいことはわかる。部長のロリコン疑惑で居場所を失った途と端たん、小学生の女の子にバスケを教えだした。そんなの、傍はたから見たらあてつけか狂気に駆られたかのどちらかにしか見えないだろう。

　けど。

「バスケにも。小学生にも。バスケを小学生に教える事にも。……それ自体に罪はない」

　この信念だけは、何と言われようと曲げられなかった。保身ではなく、俺おれがみんなのコーチとしてここにいさせて貰もらえることに、やましさなんて微み塵じんも感じてはいなかったから。

　そして、もし俺がここにいることにやましさを覚えたとしたら、まさにそれこそが罪だという気がしたから。

　糾きゆう弾だんする側にとっては極めて居直りに近いであろう発言を受けて、葵あおいの口から深い深い溜ため息いきが漏らされた。

「…………ったく、あんたらしいというか何というか」

　激げつ昂こうを向けられる可能性も多た分ぶんに覚悟していたのだが、むしろ今の宣言には呆あきれの方を強く喚起させられたらしい。葵は俺の顎あごから離はなした手を自分の額ひたいに当て、嘆くように天を仰いだ。

　しかしそれも僅わずかのこと。キッと面持ちを硬くした葵は再度俺に摑つかみかかり、

「にしても、少しは時期を考えて回数とか加減しなさいよ！　くどいようだけど来週にはもうテストが──ん？」

　攻め口を変えて糾弾を継続しようとした……のだが。

「…………あ……………………あ、あの………………あのぅっ」

　不意に鉄てつ扉ぴが開く音に続いたか細い声を聞いて、視し線せんを横にずらした。

　つられて俺も首を捻ひねると…………え。

　少し、意外だった。誰だれかが追いかけてくる可能性なら有るかもと思っていたが、まさか愛あい莉りが一人ひとりで来るとは。

「あ、ご、ごめんね？　ちょっとこのおにーさんとお話ししなきゃいけないことがあって……ええと」

　葵は俺の胸元から手を放し、愛莉に繕つくろった笑え顔がおを見せる。

　……よかった。もし葵が辺り構わずわめき散らしたらみんなの心に深いトラウマを植え付けることになっていただろう。とにかくこいつの威い喝かつは慣なれていても異常におっかない。とりわけ怖がりで人見知りな愛莉に「外向き」の表情を見せようと振ふる舞まってくれたことに、俺は小さな安あん堵どを覚える。

　にしても、二人ふたりが並ぶともうすっかり当たり前のものとして受け入れてしまっていた愛莉の背の高さが再び際立つ。よく考えたら、去年の桐きり原はら中ちゆう女バスのセンターより10cm近く大きいんだもんな。

　──って、何やらそこはかとなく嫌いやな予感がしてきた。当然ながら葵あおいは知る由もないのだ、愛あい莉りのコンプレックスを。そして葵もまた、なんだかんだ言ってかなりのバスケ脳。ということは間違いなく……！

「……あ。そういえばなんだけど、ここって学校の部活なんだよね？　ミニバスの。えっと、キミも、部員？」

「……えっ。あ、あの……はい……そ、そう、ですけれどっ、ど、どうしてでしょうか？」

「ううん、大したことじゃないんだけど。ただ一人ひとりだけすごく背が──」

　そらみたことか！　忠告する間もなく葵は豪快に地雷を踏み抜かんと感嘆を口にしかける。

　どうする!?　なんとしても葵の言を脇わき道みちに逸そらさねば！

「せが……セガ…………汗が！　気をつけろ葵！　今にも汗が、汗が目に入ってしまいそうだぞっ!!」

「え、なっ！　ちょ、あにすんのよ昴っ!?」

　間一髪、全すべてを言い切る前に葵の首に手を回して羽は交がい締じめにする。それから愛莉には聞こえぬようごく小さな声で、

「（背の話題、禁止！）」

　必要最低限、しかし必ひつ須すの情報をたたき込んでやる。

「は!?　ちょ、や、止やめなさいって！　やんっ、近い……っ」

　すると葵は真まっ赤かになって身をよじる。……なんだよ、昔はこれくらいの接触よくあることだったのに、そこまで嫌がらなくても良いじゃないか。ちょっと傷ついた。

　ともあれ、今はそんなことを悲ひ観かんしている場合ではない。

「（その子、愛莉、背高いの、気にしてる、指摘、ダメ……！）」

「……へ？　ど、どういうこと？」

「（小学生、周りと違うの、辛つらい！　わかれ！）」

「～～～～っ!?　わ、わかった！　わかったからはなせバカっ！」

　ほとんど耳に齧かじり付かんばかりの距きよ離りで言い聞かせ、同意を勝ち取ったところでようやく手を放す。葵は他人への気遣いに関しては俺なんかよりよっぽど出来る奴やつなので、認にん識しきさせてしまえばもう心配する必要は無いだろう。……まー親しくなると俄が然ぜん不ふ貞て不ぶ貞てしいけど。

「あ、あの……その……」

　ぎゃーぎゃーやり合う俺たちを前にして、こわごわと体をすぼめながら愛莉が呼びかける。

「ご、ごめん愛莉。こっちはもう済んだから」

「うう、急になにすんのよっ！　……あ、ご、ごめんねキミ。用って昴にだよね。私、外した方が良いかな？」

「……っ」

　二人ふたりして取とり繕つくろったが、愛あい莉りはびくりと肩をすぼませて無言。

「………………いっ、いえ。…………………………な、なんでも、ないです……」

「……あ」

　やがて、再び裏口の戸を開き、愛莉は怯おびえたように何も告げず戻っていってしまった。

　──失敗したな。なんだかおざなりに扱ってしまった気がして、罪悪感が淀よどむ。

　あまり、気にしないでいてくれればいいのだが。……とにかくあとで、謝あやまらないと。
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「にゃはは、とーとー葵あおいにバレたか、サイアクだなー昴すばる！」

「黙だまれ……」

　葵だけ置いていくわけにもいかず、帰りは三人でミホ姉ねえの車に乗り込んだ。

「ほんと美み星ほしちゃんって何考えてるのか分からないです……。今の昴に、小学生の女の子のコーチ頼むなんて」

　狭い後部座席で靴を脱ぎ、立たて膝ひざになった葵が不ふ機き嫌げんそうな響ひびきでミホ姉を糾きゆう弾だんする。自分の信念は別問題として、その辺の無む茶ちやっぷりに関しては葵の言い分を支持せざるを得ない。

「にゅふふ、もし葵に高校でバラされたら昴は世間体的にいろいろアウトだなー」

　恐ろしいことをミホ姉が言う。

「そんなこと……するわけないじゃないですか……」

　しかし葵はふて腐れたような態度を継続しつつも、そう呟つぶやいて幾分俺おれの心を軽くしてくれた。

「……葵」

「ふん。別にね、あんたが堕だ落らくして遊び回ってるってんじゃなきゃ、どうこう言うつもりは無いわよ。バスケ部のコーチってんなら、まあ……悪い事じゃあないとは思うし。いろいろな意味で問題はあるにせよ……ね」

「……恩に着る」

「けどね、昴。あんた言ったよね。高校で今度こそは全国目指すって。それを忘れたり、諦あきらめたりしたわけじゃないでしょうね」

「もちろんだ、当たり前だろ」

「なら、ちゃんとして。ちゃんと学校の勉強もそこそこで良いからこなして、自分が今するべきことを最さい優ゆう先せんさせて。……余計なお世話かもしれないけど。お願ねがいだから昴自身を犠ぎ牲せいにしてまで、他ほかのことに気を取られないで」

　どうしてそこまで、葵は俺のことを気にかけてくれるのだろう。

　それは多少気になったが。でも……なんとなくだが少し嬉うれしくもあった。

「ああ、それは大丈夫。あの子たちのコーチもあくまで出来る範はん囲いでやってるだけだから」

　正直、自分にとっての『出来る範囲』が『出来る限り』の意であることは自覚していたが、さりとて無理をしているわけではない。だから、その言葉に噓うそは混入させていないつもりだ。

「……なら、いいけどさ。んじゃ今週末こそテストに向けて猛勉強させるから、絶対に予定空けておきなさいよ？」

「……え」

　それは、非常に困る。恐らく明日あした一日ではまだ愛あい莉りを泳げるようにはしてやれまい。だから改めてコーチングの知ち識しきを仕入れて土日こそが天てん王のう山ざん……と思っていただけに、その断定口く調ちようはひどく俺おれを狼ろう狽ばいさせた。

「ちょっと、返事は？」

「……ええと」

　答えあぐねる。断り難がたく、従うわけにもいかない。どうしたものか。

「あー葵あおい、今週末はダメだわ。もうホテル予約しちゃったから」

「……へ？」

　頭を抱えていると、突然ミホ姉ねえがわけのわからない口のはさみ方をする。

「ホテル……って何ですか、美み星ほしちゃん」

「ラブいやつ。三親等禁断の愛を育はぐくみに」

「～～～～っ!?　なななななにをっ!?」

　たじろぐ葵。俺の方はといえばおぞましさで声すら出なかった。

「にゃはは、冗じよう談だん。アレだ、昴すばるに勉強教える役目は私が先約済みなのさ。逃げられないように、ちょっと近場に小旅行してビジネスホテルに監かん禁きんしてやろうって寸法」

「……あれって、噓じゃなかったんですか？」

「噓じゃねーよ。部のコーチ頼んだのは私なんだから、その辺のアフターフォローはちゃんとするって。だから葵は心配しなくても大丈夫。あ、でも付いてきたかったら別に構わねーよ。ツインルームだから夜は昴と同どう衾きんしてもらうけど」

「っ!?　いいいいいい行きませんっ！　な、なら良いですっ。……昴のこと、よろしくお願ねがいしますっ」

「にゃはは。来ないのか、そりゃ残念。とにかく任せとけ、りょーかいだ」

　……なんだよミホ姉め。らしくない助け船を。くそう、これでまた借りが出来てしまったではないか。しかし本当に女バスみんなのこととなると別人のような保ほ護ごっぷりである。

　それきり、葵は気持ちに折り合いをつけてくれたらしく静かになる。

　これでなんとか危き機きは去ったかな……と安あん堵どし始めた途と端たん。

「ねえ、昴」

　ぼそりと。先ほどまでの不ふ機き嫌げんさを払ふつ拭しよくした平坦なトーンで、葵が俺に呼びかけた。

「ん？」

「あの子、名前なんだっけ。あの、大きい子」

「愛あい莉りの事か？　大きいって言うなよ」

「……ふんだ。……で、その愛莉ちゃんなんだけど。昴すばるさ、なんであの子にポストプレーさせないの？」

　どきり、とした。

　確たしかに現在、愛莉にはゴール下の仕事ではなく、パスの中継役やローポスト越しのシュートなどを中心に教えている。そうしているのには言わずもがなの理由あってのことだが、初めてあの子の練習を見たバスケ経けい験けん者しやにとって、それはかなりいびつな光景に映るだろう。

「……ちょっと、怖がりな子なんだ。言った通り、身長高いのを気にしてるところもあるし、今はまだ、本格的にセンターやらせる時期じゃないかな、と思って。……でも、頑張ってるよ。今はまだ成長途上だけど、少しずつ前向きになってくれている」

「ふぅん……」

　素っ気なく、相づちを返す葵あおい。サイドミラーにかろうじて写る顔は、物もの憂うげに車窓へと向けられていた。

　助かった。もし葵が「そんなの間違っている」とか言い出したら、激はげしい論ろん戦せんを覚悟しなければならぬところだったので、すぐに興きよう味みを失ってくれたことに深く安あん堵どした。

「…………身長高いの、嫌いや……か。あはは、羨うらやましい話だ……なんちて」

　しかし続けられた台詞せりふを聞いて、俺おれははっと言葉に詰まる。

　──中学時代、技術面では地区大会レベルを遙はるかに凌りよう駕がしていた荻おぎ山やま葵という選手が、ただ一つ持ち得なかった資質。

　それこそが、上うわ背ぜいの高さだったから。

「……お前がセンターやらなきゃいけなかった事が、言ってみりゃ最大の不幸だったんだ」

　なのに葵は三年生になったとき、部の中で一番身長が高かった。弱小部の訴求力が災いし、そういう序列になってしまったのだ。

　そして、数奇な巡り合わせで誕たん生じようした１６０cmそこそこのセンターは、必然的に持ち味を発揮することなく、桐きり原はら中ちゆう女バスの公式戦全敗という歴史を後こう輩はいにリレーしたのだった。

「はは、そだね。……でも、興味あるな。小六であの身長──たぶんもう、１７０くらいあるよね。これから、どこまで伸びるんだろう。そんな世界から見下ろすバスケって、どんな感じなんだろう」

　それは愛莉が聞いたら泣き出してしまうかもしれないような独白だったけど。葵の気持ちも痛いほど分かって。

　荻山家に送り届けるまで、俺も……そしてミホ姉ねえも。それ以上葵に声をかけることが出来なかった。
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「……あ」

　智とも花かが五本連続でシュートを外すなんて、かなり珍しいことのように思えた。

　もしかしたら気付かないうちに過去にもそんな悪あく調ちようを一度くらいは通り過ぎていたのかもしれないが、本人の沈んだ顔も相まってとても異質なスランプのように映ってしまう。

「よし。頃ころ合あいだし、今日きようはこれぐらいにしとこう」

　今け朝さの天気は快晴。放ほう課か後ごにプールでの練習会を控える俺おれたちにとって、それは何よりも有あり難がたい天の恵みに違いない。

　なのにこの日の朝練は何ともいえず、空気が重い。やはり昨日きのうの葵あおい襲らい来しゆうが智花に何か心配を植え付けてしまったのだろうか。例えば俺が高校で恐ろしい不良女から毎日恐きよう喝かつを受けているのではないか……とか。ううむ、有りそうだ。

「…………あ、あのっ！」

　困惑と共に智花へ視し線せんを送り続けていると、赤いＴシャツ姿の少女はボールをぎゅっと握りしめながら、意を決したように顔を上げる。

「……ん？」

「わ、私っ……！　もう朝、お邪じや魔ましない方が良いのでは……？」

「…………へ？」

　ある程度はどんな質問が来ても大丈夫なように構えていたつもりだったのだが、続いて智花の発した言葉があまりにも予想の範はん疇ちゆうから外れていたせいで、つい素すっ頓とん狂きような声を漏らしてしまう。

「どうして、また？」

　つーか困るぞ、そんなのは。もちろん無理強いは出来ないが、せめて理由を聞かないことにはとても受け入れられない話だ。

「その……彼女さんが、あまり良い顔をなさらないのではないかと……。い、いえもちろん、お二人ふたりの仲を邪魔するつもりなどないのですが……でも……」

　………………はて。この子はいったい、何を仰おつしやっているのだろう？

「彼女って、誰だれ？」

　本気で心当たりが無いぞ。女バスを除いた、智花と俺の共通の知り合いなんてミホ姉ねえくらいしかいないはずなのだが。

「ふぇ？　あ、あの、昨日いらしてた──」

　それを聞いて本当にようやく、智花の言わんとしている人物が頭に浮かんだ。

「もしかして葵のこと？　……うわ。昨日のアレでも、やっぱそんな風に見えちゃうんだ。何でだろう」

「あ……。じゃあ……やっぱり……」

「全然違う」

「……えっ？」

「違うよ。あいつは彼女なんかじゃなくて、ただの幼おさな馴な染じみ。同じ中学でバスケ部だったりしたからわりと仲は良いけど、そういうのとは全然違うんだ。だから、はは。変な風に気を遣わないでくれ」

「はうっ」

　ちょんと、智とも花かのおでこを人差し指で柔らかく触れる。まったく、このおませさんめ。

「す、昴すばるさんっ！　それでは私……これからもお邪じや魔まして、よろしいのでしょうかっ？　明日あしたも、明後日あさつても……それからもっ」

　不ふ調ちようの理由がそんなことと知ってなんだか微笑ほほえましい気持ちなり、鼻歌交じりで家の中に戻ろうとすると、智花が念を押すように訊きく。

「よろしいも何も、来てくれないと困るよ。智花との朝練が、俺にとってどれくらい大事な時間だと思ってるんだ。女バスのみんなと過ごす時間と、智花とタイマンで勝負する時間が、今は救いみたいなものなんだから。ほんと、助かってるんだ」

「……っ！　ありがとうございますっ！」

　答えると、智花はぱっと表情を華やがせて隣となりに駆け寄ってきてくれた。

　ああ、なんだか失敗したかも。こんな当たり前の事を口にするだけで調子が戻るなら、今け朝さ会った瞬しゆん間かんに言ってやるべきだったなあ。

「えへへ、今日きようは晴れて本当に良かったですねっ！　暑いから、朝なのにいっぱい汗かいちゃいましたけど」

　すっかり上じよう機き嫌げんとなった智花は歩きながら照れくさそうに笑って、シャツの襟えりに顔を潜もぐり込ませ汗を拭ぬぐいだす。

　そんな仕し草ぐさがふと、この前のプレゼントの事を思い起こさせた。そういえば付けてないな、リストバンド。記き憶おくを辿たどってみても、練習中智花の腕に何かが巻かれていた覚えはやっぱり無かった。

　あまり、気に入ってもらえなかったのかな。年下の女の子にプレゼントなんて初めての経けい験けんだったから、少し不安になる。自分のセンスになんてとんと自信が持てないのだ。

　とはいえ、尋ねたりしたらそれが何より無粋か。

「……愛莉、今日こそは少しでも泳げるようになると良いな。まあ、まだ時間はあるし焦ることはないと思うけど」

　代わりに放ほう課か後ごの練習へ想おもいを馳はせると、

「ですねっ！　あのっ、もし私たちにもお手て伝つだいできることがあったら、遠えん慮りよ無く言いつけて下さい！　いっぱい一緒に頑張りたいのでっ」

　智とも花かは跳ね上がるように胸元で掌てのひらを握ってみせてくれる。

「そうだね。みんなで、頑張ろう。……あ、そういえばだけど。土日は早い時間から真ま帆ほの家にお邪じや魔まさせて貰もらおうか。そこが勝負所だと思うし、休きゆう憩けい挟みつつじっくりと」

「はいっ。じゃあ週末は朝の練習、お休みですね。……えへへ、ちょっと寂しいですけど」

「はは、そのぶんプールでいっぱい運動させて貰おう」

　笑えみを交わし、頷うなずきあう。

　玄関を開くと、バターの焦げる香りが漂ってきた。

　俺おれと同様に、智花もまたひどく気に入ってくれたらしい長は谷せ川がわ家け謹きん製せいオムレツの焼き色を想像して、俺たちはより一層頰ほおを緩ゆるめ合うのだった。
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　朝、目覚めると天気はまずまず。いつもより早い時間に食事を摂とりながらテレビで確かく認にんしたところ、日にち曜ようまでは比較的好天が続きそうだったので思わずよし、と声が漏れた。

　準備を済ませて三み沢さわ家けに向かい、やる気に満ちた六人が再び一堂に会す。ちなみに一昨日おとといくらいから妙にみんなの機き嫌げんが良いのだが……何か良いことでもあったのだろうか。

　安あん穏のんな疑問を内心に準備運動を終え、俺おれたちは意気込みよろしくプールに飛び込む。そうしてまずは水に慣なれるため、また、水泳を楽しいものとしてイメージして貰もらうためのレクリエーションとして、みんなと鬼ごっこを開始した。

「わーい。今度はおにーちゃんが鬼ー」

「わははー。待て待てー」

　──その、直後。




「あの、すばるんさま。お客様がいらしております」




「え？」

　プールサイドからあまりにも状況にそぐわない久く井い奈なさんの呼びかけが聞こえ、混乱のままに顔を向けると、

「…………そんな馬ば鹿かな」

　うつむき加減に全身を震ふるわせる──葵あおいの姿がそこにあった。

　疑問、恐怖、諦てい観かん。受け入れがたき状況に脳がフリーズし、プールの中と外で数メートルの距きよ離りを挟んだまま、俺と葵は互いに無言で呆ぼう然ぜんと向き合い続ける。

「……馬鹿な、ですって？」

　やがて、先に硬直を解いたのは葵。能面のような笑えみですっと顔を上げると、俺の言葉を愉快そうに反はん芻すうしてみせる。

「それは、こっちの──」

　そして、ぎくしゃくとした動作で両足の靴とソックスを脱ぎ捨て、

「──台詞せりふだこの大バカアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァッ!!」

　叫びながらプールサイドを踏み切り跳ちよう躍やくした。

「っておま！　ななななな何を──ドフッ！」

　持ち前のバネで高く舞まい上がった葵の身体からだが、まっすぐ伸ばされた両足を先端として俺の顔面に突き刺さる。……中学の頃ころ街中で発動し、偶然近くにいた女子プロレスラーさんに熱ねつの入ったスカウトを受ける災さい難なんに見み舞まわれてしまった伝説のミサイルパオパオキック。まさしくその再現であった。

　ただ、シチュエーションもほぼ同じである中、唯一異なる点があるとすればそれは、今回俺おれたちの周りには大量の水が存在するという事だろう。直後、ドバアアンという盛大なしぶきと共に、白いブラウスにチェックのスカートという私服姿の葵あおいの身体からだがプールに飲み込まれる。

　そんな後先考えぬなれの果てを、どこか人ごとのように水中をさまよいながら眺めていた俺の意い識しきは、やがて若干のラグを挟んで暗い水の底へ沈殿していくのだった。







　久く井い奈なさんから渡されたタオルを頭から被かぶり正座した葵の前。プールサイドに引きずり出された俺は、どうして良いか分からずおろおろと立ち尽くす。加えて言うと、葵の洋服が盛大に透けてやがるので視し線せんを向けることすら躊躇ためらわれるのであった。

「……面目ないです。とんだ、ご迷惑を」

　葵は自らの暴ぼう走そうを恥じた様よう子すで項うな垂だれており、俺への糾きゆう弾だんは一時的に収まってはいるものの……そんなのは刹せつ那な的てきなモラトリアムにすぎないだろう。

　噓うその二つ重ねは、さすがに許してもらえまい……。
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「こらやんばるっ！　なんで連れてきちゃったんだよ!?」

「申し訳ありません。悪い方にはまったく見えませんでしたもので……」

　傍かたわらでは真ま帆ほが久く井い奈なさんを糾きゆう弾だんしているが、そこを責めるのはどうしようもなくお門違いだろう。確たしかに葵あおいは悪人面とはかけ離はなれているし、通常時は俺おれよりずっと礼れい儀ぎ正ただしい。

　……ところで『やんばる』とは何だろう……と一いつ瞬しゆん思い、直後に把握。

　なるほど──やんばる・くいな──か。真帆らしい命名だった。

「……ぅぅ」

　吞のん気きな事を思ってしまった愚かしさを、後ろで愛あい莉りが震ふるえるように声を漏らした瞬間激はげしく恥じる。そんなことを、考えてる場合じゃない。

　真帆以外の四人は肝を抜かれたように言葉を失い、寄り添っておっかなびっくりこちらの様よう子すを窺うかがっていた。突然の乱入者に再び平へい穏おんを乱されて、みんな気が気ではないだろう。

「……なあ葵。少し、落ち着こう──ひぎぃ！」

　ここは俺が納めねばなるまいと笑え顔がおを繕つくろって呼びかけたのだが……どうやらファーストコンタクトの方法を激しく間違えたらしい。逆げき鱗りんに触れられたように葵はタオルを翻ひるがえして立ち上がり、俺の後ろ髪をひっつかんでプールサイドから離れ、並木の陰へと引っ張っていく。

「わ！　ちょ！　な！　──っ！」

　そしてのど輪わで首をつるし上げて、木の幹に貼はり付け、

「私を何度も騙だましてた奴やつが、それは楽しそうにパンツ一丁で小学生の女の子を追い回していた。……これを、穏便に見過ごせと？」

　こめかみをビクビクさせながら、無む理り矢や理り形作った感丸出しの笑えみでこちらを射すくめる。……しかし何という偏向報道。そりゃ情報としての虚偽は無いのかもしれないが。

「……誤解だ、それは。ちゃんと話すと長くなるけど……愛莉がちょっと水泳苦手で、それで少しでも練習手て伝つだってやれないかなと思って」

「……そういえば前、私にどうして泳げるんだとか訊きいてたのって、このことなのね。……ねぇ、何で？　何であんたがそんなところまで面めん倒どう見てるわけ？　バスケならまだ分かる。けど、それってテスト前に噓うそついてまですることなの？」

「んぐ……そんな言い方止やめろ。愛莉に自信持ってもらえればバスケにも良い影えい響きようが出ると思ったんだ。……お前から見たら遊んでるだけに見えるのかもしれないけど、根っこの部分では、全部繫つながってるはずで……だから……上う手まく説明できないけど……くそ」

　……もどかしい。事実関係だけ伝えても、みんなのことをロクに知らない葵に俺の心情を理解してもらうのは至し難なんの業わざだった。

　しかし俺としても噓をついてしまった罪悪感があるので、間違っても逆ギレみたいな真ま似ねはできない。なんとか葵に納得してもらえるよう釈明を重ねるしかなかった。

　続けるべき言葉を探して唇を嚙かんでいると、顎あごを摑つかんだまま俺を憎らしげに見上げていた葵は、やがて『はぁ……』と大きく嘆息し、憐れん憫びんを混ぜ込んだようなあきれ顔になって言う。

「ほんと、重症ね。あんたのお人ひと好よしは」

「……え」

「中学の時からそうだよね、昴すばるは。頼まれると、絶対嫌いやって言えないの。特にバスケのことになるとのべつまくなし。ボランティアみたいにホイホイ引き受けて、不必要に自分の時間切り詰めて、自分の首締しめて」

「それは──」

　……確たしかに、かつてそういう傾向はあったかもしれない。

　そしてそんな時──本当は自分の事で精一杯でもバスケの話となれば無む碍げにも出来ず、身動きが取れなくなりかけた時に。間に入って俺おれに助け船を出してくれたのは、決まって女バス部長である、この荻おぎ山やま葵あおいだった。

　とりわけ、強く断りづらい女子部員のリクエストに対し、葵は悪役になるのも辞さず矢面に立って俺を保ほ護ごしてくれた。

『昴は、男バスは。今年ことしこそ全国に行くんだ。だから、あんま邪じや魔まをするな』

　そんな風に後こう輩はいを諫いさめてくれて、かつての俺はどれだけ助かったことか。

　──でも、まずいな。あの時とは、違うのに。

　もちろん恩返しの意味もある。けれども何より俺は女バスのみんなと共にバスケと向き合うことに確かな意味を感じ、自ら望んでこの場所に立っているのだ。

　そりゃあ高校生と小学生だ。年季も筋力も、何もかもが違う。智とも花かは少し別としても、俺が技術面でみんなから何かを授けられるということは、ないかもしれない。

　しかし、バスケに対する熱ねつ意い、バスケを心から楽しもうとする推力。そこに年の差なんて関係ない。バスケが上う手まくなりたい、もっと楽しくプレーできるようになりたいと注ぐ思いに、俺は確かに触発され、こっちだって負けるものかとすら思うのだ。

　だから俺もまた、みんなに育てられてる。ならばこその、コーチ、そういうつもりだ。

　──けれども葵には、あの時とまったく同じに見えているのだとしたら。

　それはすごく、まずい。

「……っ」

　葵の手が、不意に顎あごから離はなれる。しかしつかの間の解放感を得る暇もなく、今度は手首を摑つかまれ無む理り矢や理り引き回されてしまう。

「な、待てって！　どこに行く気だよっ？」

　そのままぐいぐい俺を連行して歩きだした背中に叫びかけると、

「どこに？　……帰るに決まってるでしょ」

　なぜ口に出さなければわからない？　とでも言いたげな白眼を向けられた。

「帰るって……帰らねーよ！　噓うそついて約束破ったことは謝あやまるけど、今日きようはまだここでやることがあるんだ！　勝手に決めんな！」

　精一杯刃向かい、足を踏ん張る。

　と、俺おれの抵抗に逆上した様よう子すで葵あおいは激はげしく声を荒げる。

「馬ばっ鹿かじゃないの！　あんたほんとにテストで赤点取ったらどーすんのよ！　そんなしょーもないことで自分の未来苦しくしようとしてる愚か者を、放っておけるかっ！」

　瞬しゆん間かん、頭に血がのぼった。葵はそんな意で言ったのではないだろうが、つい女バスのことを『しょうもない』と言われた気がしてしまって、俺は自分の非も忘れて盾突いた。

「余計なお世話だっ！　赤点なんか取らんわ、バカにすんな！」

「よく言うわっ！　バスケ以外てんで能無しの癖くせに！　あんたマジでダラダラしてる場合じゃないでしょ！　来年部活立て直して全国行くんだってそう言ったじゃん！　なのになに遊あそび呆ほうけてんのよ！　噓うそつきっ！」

「誰だれが能無しだ！　それに遊び呆けてなんかない！　何と言われようが、今日きようだってちゃんと目的あってやってるんだ！　何も知らない癖に干渉するな！」

「あー分からないわよ！　本当に大馬鹿だ昴すばるはっ！　どうしてそんなにいつもいつも流されてばっかなの！」

「流されてるとか勝手に決めるな！　お前がお節せつ介かいしてるだけだろうが！」

「お節介だろうが首根っこ摑つかんでおかないとどんどん自分を切り売りしちゃうあんたがいけないんでしょ！　自己管理も出来ない癖に偉そうなこと言うなっ！」

　……一応、糾きゆう弾だんの内容がお互いどうしようもなく稚ち拙せつ化かしつつあることは朧おぼろ気げに感じてはいるのだが、幼おさな馴な染じみの歴史それ即すなわち抗争のクロニクルで綴つづるサーガでもあるわけで。こうなるともうどっちも止まらないのであった。

「ダー！」

「のわっ！」

　そしてついに、葵が武力に訴えかけてきた。不意打ちでタックルを食らい、俺は木の根に足を引っかけて尻しりもちをついてしまう。

「……やりやがったな。最後通つう牒ちようと受け取るが？」

「はぁ……はぁ……望むところよ。……悪いけど、こうなったら気絶させてでも連れ帰って、監かん禁きんしてでもテスト勉強させるから」

　そう言って葵はふっと肩の力を抜き、それから素足でとんとんと地面をつつき始めた。抜く気なのだ、伝家の宝刀である足業を。

「……なんで、そこまで俺に構う？」

　激げき情じようで正気を失ってるにしても、ここまでの干渉は過去を振り返ってもちょっと記き憶おくになくて、逃げ出すよりも先にそんな疑問が口を衝ついて出てきた。

「……七な芝しばの男バスがあんなことになったから、決めたの。私は、あんたのバスケ部を立て直す手て伝つだいをしてやるんだって。こんどは選手じゃなく──マネージャーとして、一緒に全国目指すって。だからこれは、昴のマネージメント。あんたにとっては些さ細さいなことに思えるかもだけど、私は看過できないの。……昴すばるは甘ったれすぎて、いつもすぐ流されるから」

　ぶっきらぼうにそう答えて、葵あおいが脚を振り上げる。

　……だから、そこまで世話やこうと思ってくれる理由がわからないんだっての。

　でも、きっと。

　こんな場面じゃなければ、それはとても嬉うれしい言葉だったんだろうけど。




「……………………………………………あれ？」




　覚悟を決め、もうこうなったら葵が根負けするまで蹴けりに耐え続けようとガードを固めていたのだが、いくら待っても初しよ撃げきがやってこない。

　疑問に思って、ぎゅっと瞑つむっていた眼を恐る恐る開くと、

「……みんな」

　すぐ前で、五人の少女たちが手を広げ俺おれの前に壁かべを作っていた。その合間から、葵が攻撃のモーションを無む理り矢や理り中断し硬直しているのが僅わずかに見える。

「……あ、危ないよキミたち。急に出てきたら」

「すばるんを、連れてくな」

　短いやりとりの後、沈ちん黙もくが訪れる。真ま帆ほたちの表情は窺うかがう事ができなかったが、向き合う葵に浮かんだ困惑の色が、その強さを間接的に伝えてくれているような気がした。

「……………………もー。どうして昴ってこう、やたらと懐なつかれやすいんだろ」

　やがて天を仰いで息を漏らしたのち、葵はそっと諭さとすような微笑ほほえみを繕つくろって五人に告げる。

「ごめんね。でもそいつ、今は勉強しなくちゃダメでさ。あんまり遊んでちゃいけない時なんだ。分かって、もらえないかな？」

　……なんかガキ扱いされている気がして、滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずかしい。

　即座に再さい反はん論ろんすべく俺も口を開きかけるが、

「長は谷せ川がわさんは、私たちのコーチなんです。今日きようはバスケじゃなくて水泳ですけど、みんなで頑張りたいっていう気持ちは同じです。遊んでもらっているだけでは、無いつもりです」

　それよりも早く、紗さ季きが毅き然ぜんと宣言してくれた。

　ただ、葵の言い分を受けて少し心配をかけてしまったらしく、直後に後ろを振り向くと、今度は俺に向けて恐る恐る言葉を継ぎ足す。

「……でももし、長谷川さんにご迷惑をかけているのなら──」

「かけてない。紗季の言う通りだ。テストだって、全然大丈夫。ただそいつが余計なお節せつ介かいで心配してるだけ」

「──っ、ありがとうございますっ！　……よかった」

　全力で同どう調ちようし、深い頷うなずきで心ばかりのサポートをしてやる。それを見て紗季と、一緒に振り返っていた他ほかの四人がぱっと表情を明るくしてくれた。

「……今こうして、みんなで笑っていられるのは、全部昴すばるさんのおかげなんです。昴さんが手を差し伸べて、助けて下さったから、私は……私たちは今もバスケ部でいられるんです。……お願ねがいです。私たちのことを、どうか認めて下さい」

　そして葵あおいの方に向き直り、今度は智とも花かが真しん摯しに頭を下げる。普ふ段だんの柔らかな物言いからは信じられないほどの強い意志を込めた言葉に少し驚おどろいたが、でも……たまらなく嬉うれしかった。

「そんな……別にキミたちのことを、どうこう言うつもりは……」

「ありがとう、智花。でも、恩があるのは俺おれだって同じだよ。みんなと出会ったとき、俺も一度はバスケを諦あきらめかけてたんだ。でもみんなの熱ねつ意いに魅みせられて、今もバスケを好きでいられてる。智花たちの傍そばにいることは、何より俺自身が望んだ結果だ」

「昴さん……」

「長は谷せ川がわさん、ありがとうございます！」

「おにーちゃん、ひなとずっといっしょだよ？」

「わ、わたしは……わたしも……」

「へへー、そうこなくちゃなっ、すばるん！」

　胸の内を吐と露ろすると、全員が笑え顔がおを贈おくってくれる。返答するようにひとりひとりと視し線せんを合わせ、こくりと頷うなずき、俺たちはお互いの絆きずなを確たしかめあう。

「…………………………ちょっと。私のこと無視して勝手に盛り上がらないでくれる？」

　言われて顔を向ければ、葵が不ふ機き嫌げんさをあらわに腕組みして眉み間けんに皺しわを寄せていた。その夜や叉しやが如ごとき渋面を見て、俺の前に立つ五人全員がびくりと身体からだをのけぞらせる。

「葵、すまんが今日きようのところは引き取ってくれないか。後でちゃんと、話すから」

　慌てて先頭に躍おどり出て、その眼力を一身に受けに行く。みんなの気持ちは本当に有あり難がたいが、まさかいつまでも守られているわけにもいかない。葵の襲しゆう来らいは俺が招いたトラブル。ならば俺自身で解決しないと。

「うっさい。もう、あんたの言う事なんて信用してやらない。どうせそうやって誤ご魔ま化かすつもりなんでしょ。ダメよ、意地でも今日連れて帰る」

　しかし葵は聞く耳持たず。どうも少し意い固こ地じになっている感じだ。やはり俺の噓うそによって、取り返しのつかない領域まで憤いきどおらせてしまったのだろうか。……無理もないが。

　それでも今ここを離はなれるわけにはいかない。俺にとってみんながどれほど大事な存在なのか態度を以もつて示すこと。それもまた、恩義に対する一つの忠誠だろう。

「……あのさ」

　だから俺は幼おさな馴な染じみの眼を見据え、言葉を模索する。葵に口げんかで勝った記き憶おくはないが、退ひくわけにはいかない。まさに、絶対に負けられない戦いがそこにはある、である。俺が今まで生きてきた中で得た知ち識しきを総動員し、いきり立つ目の前の分からず屋を説き伏せる方法を必死で組み立てる。

「何よ？」

　そして長い黙もつ考こうの末にたどり着いた台詞せりふを、溜ため息いき混じりで口にした。




「……大人おとなになれよ、葵あおい」




　──ぷちり。




　何かが断ち切れる音が、聞こえたような気がした。

「………………言うに事欠いて……大人になれ、ですって？　あんた、私がどんだけあんたの事を──っ！　……もう、わかった。もう我慢の限界。ぶっつぶしてやるっ！」

　刹せつ那な、引きつった笑えみで葵がこぶしを握りしめ、振りかざす。どうやら説得は逆効果に終わったらしい。つくづく自分の口くち下べ手た加減が情けない……。

「や、やめてくださいっ！」

　今度こそ攻こう撃げきされる……と思いきや、またしてもダメージは訪れなかった。

「……智とも花か」

　決死のタイミングで、さらに俺おれの前へ躍おどり出て庇かばってくれた少女のおかげで。

　こうなるとさすがの葵も怒りに身を任せてはいられない。正しい心の持ち主ならば誰だれだって、幼い子に怪け我がをさせる可能性を無視してまで暴ぼう力りよくは振るえないだろう。ある意味では、子供であること、小学生であることに勝るステータスなど、この世には存在しないのだ。

「あーもー。さっきから埒らちがあかない。………………ねぇ」

　思わぬ庇ひ護ごを見て幾分冷静さを取り戻した様よう子すの葵は深く嘆息し、智花の頰ほおに優やさしく手を添え、上を向かせた。

「ふ、ふぇ……？」

「どうしてそんなに昴すばるが必要なの？　前に何があったかは知らないけど、昴が助けてくれて、もうバスケ部は大丈夫なんでしょ？　なら昴はもういなくても、キミたちだけで遊べるし、それで十分じゃないの？」

「すばるんとは遊びじゃねーっ！」

　智花に視し線せんを向けながらの問いだったが、まず先に真ま帆ほが声を荒げて反発した。そして間髪入れずに、智花もまっすぐに俺の眼めを見て答えてくれる。

「……私は、あの時またバスケを諦あきらめかけました。でも、昴さんがもう一度、私を飛べるようにして下さったんです。だからそのお礼が、したいんです。

　昴さんは、私たちが傍そばにいることが、昴さんの助けになるんだって仰おつしやって下さいました。……それはもしかしたら、優しい噓うそなのかもしれない。だとしても、昴さんのお役に立てる可能性がほんの少しでもあるのなら、私は、そうしたいんです。遊んでもらいたいとか、そんな大それた気持ちではないつもりです」

「トモに比べたらまだ何も出来ない初心者だけど、気持ちは私も……私たち全員が同じです。それに、長は谷せ川がわさんからご指し導どうして頂いて、私たちはもっと上う手まくなりたいと思うようになりました。……真剣にバスケと向き合いたいから、もし許されるなら長谷川さんにずっと、近くで見守って頂きたいんです。私たちの部活が遊びだなんて言われるのは、心外です」

「あ……。う、ううん違うの。遊びってそういう意味で言ったんじゃなくて。ごめんね、その事は──」

　みんなの気迫に押されたのか、葵あおいはたじろいで半ば頭を下げかける。しかしその動作は言葉と共に途中で止まり、代わりに何か迷うような表情を伴って俺おれたちへ鋭するどい視し線せんを向けはじめた。一体、なんだというのだ。

「──ん。そっか。真剣、か。………………じゃあ遊び相手としてじゃなく、本気で昴すばるが必要なのね？　キミたちのバスケをコーチするのは、どうしても昴じゃなきゃダメなのね？」

「だからすばるんとは遊びじゃねーって言ってるだろっ！」

「おー。おにーちゃんいなくなったら、ぜったいダメ」

「がんばろうって……。わたし、今度こそがんばろうって……そう……決めて……」

　皆の想おもいが、重ねられる。そこまで認めてもらえている事が嬉うれしくて（なんか約一名ニュアンスが微妙な子がいるものの）、もう石にかじりついてもここを動くまいという決意が、俺の中で改めて燃もえ上がる。




「…………そう。じゃあ、キミたち。……昴を賭かけて私とバスケで勝負できる？」




「……な」

　そんな矢先。突とつ拍ぴよう子しも無い言葉が葵の口から漏らされた。

「ばっ、バカかお前！　そんなことして何の意味がある!?」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたが、すぐに我に返って問い詰める。

「もちろん、無理強いはしないわよ。断ってくれても良い。そうね、そしたら今日きようのところは何も言わずに帰る。その代わり明日あしたから、昴がまたお人ひと好よしを始めないようにずっと監かん視しさせてもらうけど。キミたちのところにも、毎週なんて来させない。昴にはもっと学校の勉強と自分の練習に集中させる。

　それが嫌いやなら。キミたちのバスケへの想いが真剣で、どうしても昴が必要だって本気で思ってるなら、私にその覚悟を見せて。キミたちが勝ったら、もう私は何も口を挟まないから。もちろんハンデもあげる。その代わり負けたときは。…………昴にコーチ、辞めてもらうけど」

「……っ」

　葵あおいの横おう暴ぼうな要求に、五人全員が息を吞のむ。

「重い、代だい償しようだね。でも、本気の勝負ってそういうものなんだよ。いっぱい時間かけて培つちかったチームが、たった一度の負けで全部終わり。そういう世界に飛び込む覚悟、本当に出来ている？　出来てるなら、コーチに拘こだわる理由もわかるけど。……でもそうじゃないなら、部外者の私には信じられないよ。昴すばるを引き留めるのは、ただ仲良くなったお兄にいさんと一緒に遊びたいだけ。悪いけど、そんな風にしか見えない」

　……これは、よくない。非常に。

　こんなあからさまな挑発を受けたら、きっと──

「…………やったろうじゃんか。そこまで言われちゃ黙だまってらんねー！　いいさっ、すばるん賭かけて勝負だ！」

　──真ま帆ほが引き下がっているはずがないのだ。

「ま、真帆ちゃん!?」

　愛あい莉りが悲鳴にも近いトーンで叫ぶ。俺おれとしてはそちらの反応を支持したく、出来ればもっとも付き合いの長い紗さ季きにも諫いさめて欲しいと切に願ねがったのだが、

「……そうね、真帆。私たちのバスケが遊びじゃないところ、見てもらおう」

　なんと、紗季は真帆の方に賛さん同どうしてしまった。

「紗季まで！　頼むから少し落ち着いてくれっ！」

　取り乱す俺に、紗季はクールな笑えみを向ける。

「大丈夫です。勝ちます……勝てます」

　そして視し線せんを横にずらし、一点を凝ぎよう視しして見せた。……なるほど、そういう心こころ積づもりか。

「みんなも、昴さんも同じ想おもいなら。私はただ、全力で戦うだけです」

　俺と紗季に顔を覗のぞき込まれ、智とも花かはぎゅっと掌てのひらを握る。確たしかにハンデの取り方いかんによっては、智花なら上う手まく葵の不意を突けるかもしれないか……。

「……好きだよ。そんな風に覚悟できる子って。もちろん口だけでは認めてあげられないけど。ん、じゃあどう勝負する？　そっちで自由に決めて良いけど」

　幽かすかに微笑ほほえみながら五人の顔を覗く葵に、紗季が一歩踏み出して冷静に返す。

「普通の１ｏｎ１で構いません。それである程度、ハンデを貰もらえれば。……では、私たちからは代表で──」

「もっちろんこのまほまほ様がエースとしてぎったんぎったんにおっぱいねーちゃんを退治してやるっ！」

「そう、真帆がその無む駄だに大きな胸を──って何言ってんの!?　出るのはトモに決まってるでしょ！」

「ざけんな！　こればっかりは譲ゆずれねー！　もっかんにゃ悪いが、遊びとかブジョクされた恨うらみを直接晴らさないと気が済まないもんっ！」

「あんたじゃあどうしようもないでしょうが！　てか、真ま帆ほを出すくらいなら私が自分で出るしっ！」

「アホか！　あたしの方がシュート入るじゃん！」

「く……で、でもドリブルの練習量は真帆より私の方がずっと多いもんっ！　ボール運びは私の方が上う手まいもんっ！」

　喧けん々けん諤がく々がく。紗さ季きの目もく論ろ見みは図らずも真帆のやる気によって座ざ礁しよう、一気に収拾が付かなくなってしまった。

「えーと……。じゃあ、二対一でも良いよ……？　ハンデとして、それくらいがちょうど良い気もするし……」

　見かねて葵あおいが打開案を提示するが、

「おー。ひなも、でるよ？　ひなも、黙だまっちゃらんねー」

　今度はひなたちゃんが胸を張ってふんと鼻息をもらす。うむ、ちょーかわいい。

　っと、和なごんでる局面ではなかった……。

「……三対一？　バスケでそれはちょっと、な。二対一で我慢できないかな？」

　葵の苦言も無理はない。バスケットボールというスポーツの特性上、相手がずぶの素人しろうとでも無い限り、どれだけ実力差があっても一人ひとりで三人相手に戦うのは──特にディフェンス面において至し難なんが過ぎる。

　……でも、だとしても。俺おれは難なん色しよくを示す葵に対し、みんなの──慧けい心しん女バスの代表としてさらに無む茶ちやな要求を重ねる。

「いや。どうしても勝負するんなら、五対一で頼む」

「ふざけてんの!?」

　怒られた。当たり前だけど。

　だが、嫌いやだったのだ。とりわけこんな風に理不尽な形で始まった諍いさかいで、無む駄だに辛つらい気分を味わわせたくはなかった。

　誰だれかがスタメンで、誰かが控えみたいな、やるせない胸の痛みは……まだ。

「……現状じゃ、この子たちのバスケは五人そろわないと機き能のうしないんだ。だから、一人でもかけたら意味がない」

　それに正直、俺は勝負に対して乗り気にはなれない。小学生五人が葵と競きそうことの無意味さを知らしめる意味でも、この主張だけは何と言われても曲げるまいと思う。

　俺の断言に、葵はしばし腕組みして固まる。なんとか大人おとなげない宣戦布告を考え直して貰もらえればよかったのだが……しかし、

「…………三対五。それがギリ。それ以上は、譲ゆずれない」

　結局はそんな妥協案を持ち出されてしまう。そして、それは確たしかにハンデとして妥当なラインのように思えた。あくまであえてどちらにも加担せず公平な立場から判断すれば、だが。

「……三人って、残り二人ふたりはどうする気だ？」

　ある程度アタリはついているものの、一応訊きいてみる。

「よく考えたら今日きようは私普通の靴履はいて来ちゃったし、明日あしたもう一回、友達二人連れてくる。安心して、今から私が連れてこられる子って言ったら……わかるでしょ？」

　わかる。どこから見み繕つくろってきたとしても、それほど上う手まい輩やからではないだろう。

　くそ。難なん癖くせ付ける理由が、いよいよもって涸かれてきたな。

「昴すばるさん。……私、頑張ってみます」

「……智とも花か」

　眉み間けんを押さえる俺おれの前に歩み出て、智花がぎゅっと手を握りこちらを見上げる。……ここまで鋭するどい眼光は、久しぶりに見た気がする。

　ああ、やるしか。受けるしか無いのだろうか。

「ごめん……みんな」

「どーして謝あやまるんだすばるんっ！　あたしらがバカにされたんだから勝負受けるの当然じゃんっ！　とにかく今から特訓しようぜっ、明日アッショー出来るように！」

「……………………そう、だな。ありがとう」

　順じゆん繰ぐりに顔を見ながら頭を下げていくと、五人は思い思いの表情で笑ったり、頷うなずき返したりしてくれた。……ただ一人ひとりをのぞいて。

「愛あい莉り、ごめんな。こんなことになっちゃって。水泳、来週また必ず見るから」

「…………い、いぇ」

「──話、まとまった？」

　お詫わび、そして安心を与える意味で愛莉の手を握ってやると、再び一人だけ蚊か帳やの外な状況に少しふて腐れたような声が葵あおいの口から漏らされる。

「ああ。こうなったら仕方がない。……葵にこの子たちの実力を見てもらう。みんな頑張ってバスケしてるんだっていう証拠をな。明日まで、俺は全力でみんなのサポートするけど、文句ないよな？」

「ご自由に。ただ、言うまでもないと思うけど、こういう時あんまり私優やさしくないよ？　もしそっちが負けても結果は結果。ちゃんと約束は、守ってもらうからね」

「…………わかってるよ」

　だからこそ、ギリギリまで俺はこの取り決めを避けたがっていたのだから。




　六月の、梅つ雨ゆを忘れたかのような快晴続きは。

　とんだ嵐あらしの前兆でしかなかったようだ。











＊






　それから細かいルールなどを話し合ったのち、葵あおいにはひとまず帰ってもらう。

　ルールに関して少し触れておくと、まず一番のネックであったゴールの高さ（小学生が行うミニバスでは、普通のゴールよりリングの位置が低い）に関しては、テニスコートに二つ設置されたゴールがどちらも可動式だったので、片方の高さを変えることで難なんなく解決された。

　また、取り決めとして『試合は時間無制限で先に十点を獲かく得とくした方が勝利』、『双方スリーポイント無し』という特別ルールを俺おれが提言し、なんとか葵に認めさせることができた。

　ゴールの高さと同様、遠くからシュートを決めてもボーナスを得られないミニバスに基準を合わせて三点無しにしてもらったことももちろんだが、前者の取り決めの方も勝ちを引き込むための必ひつ須す条件だろう。つまり、こちらが望むのは短期決戦。葵はまだ、智とも花かの実力を把握しきれていないはず。だから超小学生級であるエースの攻こう撃げき力りよくに面食らってもらっている間にさっさと勝負を決めてしまう。それが戦いを制すためのキモだ。

　……そして裏を返せば。この試合、長引けば長引くほど危ない。特に葵がなりふり構わず勝ちに来てしまったら、現状ではどうしようもない不安要素が勝利の芽を根こそぎ摘つみ取らんと鎌かま首くびをもたげだすだろう。

　その点、俺はまだほんの少しだけ楽らつ観かん論ろんにすがりたい心持ちである。いや、もちろん葵は本気で挑んで来るだろうが……それでもあいつなら、素手の相手に武器を持ち出すような戦法は好まないでいてくれる気もするのだ。しかも恐らくそれでやっと勝しよう機きはフィフティ。もし葵が選手としての懐ふところ刀がたなを抜くことさえ辞さないとすれば……。

　その時はきっと、勝ち目などない。

「──よっしゃあ！　あたし絶ぜつ好こう調ちようっ！」

　物思いにふけっていたところ、真ま帆ほの叫びが俺の心を三み沢さわ家けテニスコート（元）での練習風景へと引き戻す。

「よし、ナイスシュート！　さすがだな、真帆」

　とりわけて元気な声を作り、得意の斜め四十五度からシュートを決めた真帆にねぎらいの言葉をかけてやると、『当然！』とばかりのＶサインが返ってくる。

「安心しろっ！　あたしがちゃーんとおっぱいからすばるんを守ってやるからなっ！」

「……ありがとう、頼もしい限りだ」

　などと笑いながら返事しつつも、敗北の可能性など微み塵じんも考えて無さそうな真帆の笑え顔がおを見るや、胸にずしりと鈍い痛みが走る。……って、いかんいかん。弱気になってどうする。

「長は谷せ川がわさん。ところで何か新しい技を特訓したりはしないのですか？　あの、ドリブルの練習なら、私何時間だって続けられますからっ！」

　密ひそかに抱いた自責の念を隠して笑えみを継続する俺おれに、今度は紗さ季きが胸元に掌てのひらを重ねて尋ねる。過去二度の戦いにおいては、何かしら未習のテクニックを練習してもらっていたので、それがないのを心配に感じたのだろう。

「……きっと紗季なら、どんな辛つらい練習でもがんばり抜いてくれるだろうなってわかる。けど今回は、今までやってきたことを磨くのに全部の時間を使って、新しい作戦はナシでいこうと思うんだ」

「おー。新しいの、なし？　ひなも、がんばれるよ？」

　真ま帆ほから紗季に会話のバトンが移り、さらにひなたちゃんが疑問を引き継ぐ。……と、気付けばいつの間にか五人ともが俺の近くに集まってきてくれていた。

　よし、ちょうど良い機き会かいなので今のうちに方針を皆にはっきりと伝えておくことにしよう。

「うん、ちゃんと分かってる。ただ、葵あおいはこっちの得意技を知らないし、智とも花かの事もそれほど警けい戒かいしてないだろうから。なら、今できることをもっともっと練習して完かん璧ぺきにしておいて、向こうが驚おどろいているうちに速攻で勝負付けちゃうのが一番良いと思うんだ。明日あしたまでだと、さすがに新しいことやっても完全には習得できないだろうし」

「おー。なるほど」

「…………ごめんなさい。長は谷せ川がわさんが考えてくださってない訳がないのに、私ってば差し出がましいことを」

「いやいや！　俺も勝手に自分だけで決めちゃってダメだったな。すぐ、みんなに訊きいてみるべきだったよ。……それで、どうかな？　今回は、その作戦で良いと思う？」

「もちもちっ！　すばるんの言う通りにしときゃ絶対勝てるもん！　じゃ、あたしはシュート練習やりまくるっ！」

「ひなも、シュートがんばる。あと、ファウルもがんばる」

「じゃあ私もシュート、それとドリブルの基き礎そ練習頑張りますっ！」

「わ、私もっ……ええと、シュートと、ドリブルと、ディフェンスと、リバウンドと──」

「ふふ、トモは全部でしょ」

「おー。ともか、よくばり」

「あはは……って愛あい莉り、大丈夫？　なんか、顔色良くないぞ……？」

　みんなの盛り上がりのおかげで少し気持ちが軽くなりかけた矢先、愛莉が会話に加わらず、顔面蒼そう白はくでふらふらと肩を揺らしていることにようやく気付いた。

「……あ。だ……だいじょぶ……ですっ」

　……大丈夫じゃないな、これは。練習中も思い詰めたような顔をしていたので気にはしていたのだが、もっと早く声をかけておくべきだったかもしれない。かなり体たい調ちようが悪そうだ。

　ちゃんと風ふ呂ろに入って一度身体からだを温めてもらったものの、一日のうちにいろいろ有りすぎて身体が驚おどろいているのかも。……くそ、これじゃコーチ失格だ。葵に向けて偉そうに気を吐いておいて、なんというザマだ。

「久く井い奈なさん、愛あい莉りの事、休ませてやって頂けますか？」

「はい、すぐに！」

　隅で待たい機きしていた久井奈さんを大声で呼ぶと、俊敏にこちらへ駆けつけて下さる。

　本当なら、愛莉の自宅まで送ってもらうようお願ねがいしたいところだった。でも今いたずらに疎外感を与えるのは絶対に良くない気がしたので、三み沢さわ家けでの休きゆう憩けいを勧すすめる。

「そんなっ！　本当に大丈夫っ……ぁ」

「愛莉！」

「わ、しっかりしろアイリーンっ！」

　俺おれが目の前まで歩み寄ると、具合の悪さを隠すように後ずさる愛莉だったが、その拍子に立ちくらみを起こしたのかバランスを崩してしまう。ギリギリで抱き止めてやれたので、大事には至らなかったものの……。

「ご、ごめんなさい……」

「んーん全然。でも、今日きようはちゃんと休んでくれな。今無理して、辛つらいのが長引いたらもっと大変だし。……智とも花か、久井奈さんと一緒に愛莉を館やかたまで連れてくから、一緒に付き添い頼む」

「はいっ！　愛莉、大丈夫っ……？」

「……うう。ごめんね、智花ちゃん」

　これ以上は迷惑になると思った様よう子すで、愛莉はふらつきながらも俺と久井奈さんの肩を頼りに自分の足で歩き出してくれた。

「みんな、ちょっとの間自主練習しててな」

「はいっ。……付いていったら逆に迷惑でしょうし。私たちはちゃんと練習してますので、愛莉のこと、よろしくお願いします」

　頭を下げてくれた紗さ季き、そして心配そうな真ま帆ほとひなたちゃんに会釈してから、四人でテニスコートを後にする。

　……いろいろ心労が、重なってしまったのかもしれない。

　ああくそ。愛莉の眠れる資質に、まだこんな激げき流りゆうは早すぎるだろうに。







　愛莉を客間に寝かせるや否や、久井奈さんの迅じん速そくな手配でお医者さんが駆けつけてくれた。診断によると緊きん張ちよう続きで体たい調ちようを崩しただけで、重病の可能性はないだろうとのことで、ほんの少しだが安心する。

「……でも。愛莉のことを一人ひとりにしてしまって本当に大丈夫なのでしょうか。……やっぱり、心配です」

「俺も誰だれか傍そばにいてあげた方が良いのかなって思って智花に来てもらったんだけど。……ん、ここは専門家の言う通りにしておこう。今はきっとそれが一番だ」

　愛あい莉りがベッドへ横になったあと、女医さんに事情を説明すると、ならしばらく休ませてやるべきだと諭さとされ、俺おれたちは暗に退室を促された。

　でも、少し冷静になって考えればそう言われた理由も分かる気がする。傍そばにいると、それだけで愛莉に責任を感じさせてしまうかもしれないもんな。

「……智とも花か。変なことに巻き込んでしまって、ごめん。けど頼む、葵あおいにわからせてやってくれ。智花のバスケで」

「が、がんばります……！　あの、昴すばるさん。……勝てます、よね？　私たちなら」

　隣となりを歩きながら上目遣いで、不安げな表情を覗のぞかせる智花。

「ああ。きっと智花なら……あいつだって抜ける」

　そう微笑ほほえみかけると、智花はぎゅっと掌てのひらを握り、もう一度「がんばります」と呟つぶやいてくれた。

　もちろんその激げき励れいは、紛まがう方なき本心。

　けれども俺は無む意い識しきのうち、智花の『勝てるか？』という質問へ真っ向から答えを出すのを避けてしまったことに、少し遅れて気がついた。
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「……なあ、やっぱり止やめないか。こんな大人おとなげないこと」

「もう遅い。悔やむなら、私に噓うそついて遊び歩いてた自分の過去を責めるのね」

「だから遊んでたわけじゃ……くそ、分からず屋め」

　翌日、日にち曜よう日び。俺おれたちと葵あおいは敵同士として、三み沢さわ家けのテニスコートで再会した。

　天候は薄うす曇ぐもり。いっそのこと大雨で流れてくれたら良かったのだが、残念ながらしばらくは現状維持が続きそうだ。

「じゃ、早速始める？」

「……待て。その前に一つだけ、どうしても言っておきたいことがある」

「ふうん、奇遇ね。実は私もそろそろ我慢の限界に来てたことがあるのよ」

　そんな風に抑揚無く言葉を交わしたのち、俺たちは一斉にコートの隅でごくごくとペットボトルを傾けていた柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じに顔を向け叫ぶ。

『二人ふたりともなんで水着なんだよ!?』

　葵のチームメイトとして招しよう聘へいされたらしい二人は、どういうわけかビキニにバッシュ、それに柿園がベースボールキャップ、御庄寺がサンバイザーというなんともエキセントリックな出いで立たちでくつろいでいやがるのだった。ビーチバレー大会と勘違いしてるのだろうか。……いや、せめて水着がその手の競きよう技ぎ用ようっぽいタイトな代物だったらまだマシなのだが、あれはどこからどう見てもまったり遊泳用だ。御庄寺なんかパレオ巻いてるし……。

「えー？　やーだってブチョーがプールあるっていうから。てことでさっさとバスケ終わらせちゃってみんなで泳ぎに行こ～」

　俺たちの文句など、どこ吹く風。遠巻きにも分かるほど屈託の欠片かけらもない笑えみで、柿園が抗こう議ぎを受け流す。……なんだかこれ以上突っ込む気力も失うせてきた。

「葵。お前どんな誘い文句で引っ張ってきたんだ、あの二人」

「……うっさい。さっさと始めるわよっ」

　溜ため息いき混じりに矛ほこ先さきを変えると、葵は少し頰ほおを赤くして憤いきどおりながら会話を打ち切り、いかり肩で仲間の方へと向かっていく。

　ともあれ、あの様よう子すだと、葵以外のチームメイトは大して戦力にはなりそうもないな。結構勝ちの目が大きくなってきたかも。

「……よし、それじゃあ俺たちもそろそろ準備──って、どうしたんだみんな？　苦い薬でも飲まされた後みたいな顔して」

　僅わずかに肩が軽くなったような感覚を味わいながら、後ろで待たい機きしてくれていた五人の方へ振り返ると、心なしか視し線せんが痛い。

　不ふ思し議ぎに思って首を傾かしげる俺おれに、真ま帆ほがジトッとした半眼で言う。

「すばるん、なんかおっぱいねーちゃんと仲良くない？」

「へ？」

「ツッコミのタイミングとか、完かん璧ぺきにシンクロしてましたよね？　……見習いたいくらいに」

「……あ、あの。やっぱり、大きい方が」

「あ……いや！　一応昔からの知り合いだからな。でも今はあいつの言うことなんかこれっぽっちも聞く気無いから！　あと智とも花か、大きいって何の話？」

　続けて紗さ季きたちからも向けられた疑惑の眼まな差ざしを払ふつ拭しよくすべく釈明を重ねると、なんとか誤解は解くことが出来たが……。

　いけないいけない。一枚岩で挑まねばならないところ、変になれ合っては志気が薄うすれる。葵あおいは、敵。まず俺がその事実を完全に飲み込んでおかなくては。

「昴すばる！　早く！」

　遠くから、その葵の叫び声。……よし。

「みんな。あいつに、みんなのバスケを見せつけてやってくれ。……そんで、明日あしたからまた楽しく練習しよう。バスケはもちろん、水泳もな」

「おうっ！」

　真帆。

「勝ちます、絶対に！」

　紗季。

「おー。いっぱい、シュート決める」

　ひなたちゃん。

「……っ」

　智花は無言で赤いリストバンドが巻かれた自分の手首を握りしめる。そう、この日になってついに初めて、智花はプレゼントを身につけてくれたのだった。俺がコートに立てないもどかしさを全部その一手に引き受けてくれているような仕し草ぐさが有あり難がたくて、言いようのないほど心強かった。

　……そして。

「愛あい莉り。体たい調ちよう、大丈夫か？」

　思い詰めたようにうつむいていた最後の一人ひとりに柔らかく声をかけると、少女はぎゅっと嚙かみしめていた唇をほどいて、

「………………はいっ。がんばり、ますっ」

　震ふるえる声で、でも頑かたくなに。

　コートの中という戦場へと足を踏み入れる決意を表明してくれた。
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　一つのコートに高さの異なるボードが向き合っていても、思ったほど見た目には違和感がない。距きよ離りが離はなれていればこんなものだろうか。それよりもラインがテニス用をそのまま流用したイレギュラーなサイズである事の方がよっぽど変な感じだ。

「一応もう一度確かく認にんしておく。制限時間はなしで、先に十点取った方が勝ち。シュートはどこから打っても二点で、フリースローは一点な。……じゃあ、ジャンプボール始めるぞ」

　仮かり初そめのセンターサークル付近で互いに礼を交わさせたのち、ボールを持って間に入る。今日きようは俺おれが審しん判ぱんをこなしつつ、女バスの監かん督とくも務めねばならないという多少ややこしい事態になってる。

「いいわ、ジャンプボールは。そっちのエンドラインから始めて。……その代わり昴すばる、あんたちゃんと公平に審判しなさいよ？」

　そのままタップの体勢に入ろうとすると、素っ気なく葵が左手で制した。

「……そうか。もちろんジャッジは贔ひい屓き無しでやる。バカにするな」

　そこは矜きよう恃じにかけてゆずらない……ゆずれない。

　とにかく提案は有あり難がたく受けることにして、ボールを智とも花かに手渡す。

「頼んだ、ね」

「はいっ！」

　智花の力強い返事を合図に、五人は自分たちが守るべき一般用ゴールの下に集う。それから紗さ季き、智花と形式的にパスのやりとりがなされ、とうとう試合が開幕してしまった。

　いろいろ思うこともあったが、あとはもう俺おれを庇かばうために勝負まで望んでくれたみんなを信じるしかない。なにより誤解がとければ、それが最上なのだから。さあ、葵に見せてやれ。俺とみんなとの関係が、ただの遊びなんかじゃなかったっていう証拠を。

　智花がドリブルでセンターラインを越え、敵陣に進入する。そこへ葵が守備に向かうが、まだ様よう子すを窺うかがっているのかだいぶ距きよ離りを空けて強くプレッシャーをかけてはこない。

　とくれば、今のうちに。

「真ま帆ほ！」

「あいよ！　…………んで、ヒナッ！」

　智花からのパスを受けた真帆は、周りを一いち瞥べつしたのちひなたちゃんへの中継役を果たす。

「……ほわぁ。かわいい子だぁ」

　ひなたちゃんがローポスト付近でパスを受けると、そこへ御み庄しよう寺じが身体からだを寄せる。しかし、動きは緩かん慢まんそのものだ。よし、葵以外がずっとこんな調ちよう子しなら何とかなるぞ。

「おー。さきー」

「ん！　……やっ！」

　そしてがら空きになった左サイドでボールを受けた紗さ季きがシュートを放ち、見事ゴールに収めてみせる。当然だが、三対五という条件であればこんな風に容易たやすくノーマークの状況を作り出せる。……悪いな、葵あおい。だが最大限活用させてもらう。お前が提示してくれたこっちにとって願ねがってもないハンデを。

「──ふうん、いいシュートだね」

「え……も、もちろんです。遊んでただけじゃ、ありませんから」

「キミは、いつからバスケやってるの？」

「……ちゃんと教えてもらうようになったのは、二ヶ月前。長は谷せ川がわさんに来て頂いてからです。これからも、もっと上う手まくなるつもりです。──すいませんディフェンス戻ります」

「………………そっか、二ヶ月かぁ。さすが昴すばるだ」

　近付いて馴なれ馴なれしく話しかけてきた葵に、紗季が一礼してゴール下に戻っていく。……葵のやつ、やけに落ち着いてやがるな。頭に血が上りやすい性格だから、不測の事態が重なればすぐパニックになってくれると踏んでいたのだが。

　……いや、まだまだ。ここからだ。もっとこの子たちの武器を見せつけて、一気にカタを付ける。

「──とぅー。さんてんシュート！」

「ばっ……！　んなにやってんのよゾノっ!?　三点はナシだって──つかそもそもあんた三点なんか決めたこと一度もないじゃない！」

「くっそー外したか。野外だから追い風参考記き録ろくで何とかなると思ったんだけどなあ」

「なるかっ！　ああーもう！」

　しかも、敵のチームメイトはこんなんだしな……。いける、大丈夫だ。
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　さらにもう一度細かいパス回しから、今度は真ま帆ほがフリーになってシュートを打つ。残念ながらリングに嫌われ得点には至らなかったが、しっかりとしたフォームで枠を捉とらえてみせてくれたので、警けい戒かいすべき選手が紗季だけではないという事は理解させられただろう。

　──そして、ここで畳みかけるように真打ちの登場。

「よぉーし、さぁいこぅ」

　中学時代ポイントガードを務めていた御み庄しよう寺じがリバウンドを拾った葵からパスを受け、ゆったりとドリブルを開始する。

「………………あれぇ？」

　その脇わきを、疾風はやてが貫いていった。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす御み庄しよう寺じを置き去りに、ボールを奪い取った智とも花かが一いつ直ちよく線せんにゴールへと詰める。……よし。エースの調ちよう子しは、上々のようだ。

「──っ！」

　ハイポストの少し手前、葵あおいが慌てて立ちはだかる。早くもただならぬものを感じたのか、その動きに開幕時の緩かん慢まんさはもう無かった。

「そっか。キミが、みんなの自信の源か。ええと、智花ちゃん……だよね」

「負けられません……！　昴すばるさんが今日きようまで毎日教えて下さった全部を出して、私はこの場所を守りますっ！」

「ふうん、良い眼だ。……ん？　あれ、毎日ってどういう────っ!?」

　葵が見せた小さな隙すきをついて、智花がダックインで切り込み、抜きにかかる。惜しくもすんでの所で回り込まれてしまったが、これで確かく信しんが持てた。葵相手でも、十分智花のスピードは通用すると。

「あっぶない。……こりゃ、余計なこと考えてる場合じゃないね」

　ついに、葵の目つきまでもが変化した。……頼むぞ、智花。

　再び顔を突き合わせる二人ふたり。智花は一度息を入れるようにドリブルのテンポを落とし、攻防を仕切り直そうと振ふる舞まう。

「んっ！」

　しかしその刹せつ那な、身体からだを沈み込ませ律動を速める。ボールは右手、視線も右。出会ったばかりのころなら疑う余地もなく葵の左手側をすり抜けようとする予備動作だった──が。

「フェイクっ!?」

　見かけの指向を保ったまま、智花は右でキープしていた球を自分の背中を通し左手に。合わせて一度たりとも足もとには眼を向けないで逆方向に身体を切り返すと、葵の右手側に向けて鋭するどくドライブ。

　何日か前。俺おれを完かん膚ぷ無なきまでに抜き去りかけたのと同じ、フェイクからの後ろ通しビハインド・のザ・ドリブルバツクドリブルが、ついに実戦で日の目を見た。あまりの流りゆう麗れいさに心を奪われ、一いつ瞬しゆんだけ審しん判ぱん役やくをも忘れて見み惚とれてしまう。

「まだまだっ！」

　しかし、敵もさるもの。大きくバランスを崩しつつも、葵は軸足を踏ん張ってなんとか身体をねじ曲げ、再び智花の前に立ちはだかろうと腕を伸ばす。

　──そして葵は、琥こ珀はく色いろのアーチを見た。

　進路がもう一度閉ざされる直前、智花はふわりと空に舞い上がった。まるで羽でも生はえているかのように軽やかな跳ちよう躍やくで一息に最高打点まで到達すると、惜しげもなく、披ひ露ろうする。かつてバスケから離はなれかけた俺の心をつなぎ止めた、柔らかい、時の流れすらをも支配するような、あのジャンプシュートを。

「…………」

　ボールがネットに絡みつき、テニスコートに弾む。それでもなお、葵あおいはシュートの軌道も追わず、眼を見開いて智とも花かの姿を凝ぎよう視しし続けていた。

「…………綺き麗れい、だ」

　そして、ぼそりとそんな一言を呟つぶやく。智花のジャンプシュートは、リングと同時に葵の心も射貫いたらしい。葵と俺おれは感受性が似ているとたびたび揶や揄ゆされるが、なるほどそこだけは否定できそうにない。

「うっしゃーナイッシューもっかん！　どーだみたかっ！」

「……そっか。なるほど、ね」

　真ま帆ほにずばりと指をさされた葵は硬い笑えみを浮かべ、守備に戻る智花の背中を目で追い続ける。エースのポテンシャルを垣かい間ま見みて、内心ではだいぶ目もく論ろ見みが狂っているに違いない。

「ねー昴すばる、タイムアウト」

　と、葵は言いながら俺にボールを投げ渡し、手でＴの字を形作る。お互い一回ずつと定めておいた作戦会かい議ぎの時間を、ここで行使するつもりらしい。

「……了解」

　くそ、やっぱり気に入らないな。いい加減その落ち着き払った態度を改めやがれ。
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「なんだブチョー、調ちよう子し悪いな！」

「ごめ。サイドからだとちょっとキツいわ。ボール小さいせいで目測誤る」

「あーなるなる。それで自分の三点も外れたのか！」

「それは関係無いから」

　タイムアウト終了後、敵チームの攻こう撃げきは葵のシュートで締しめられたが、それは運良く外れる。さらにルーズボールも上う手まいこと愛あい莉りの手に納まってくれて、攻守交代。

　ちなみに葵の言っていた通り、使用しているボールも小学生用のものだ。ルール取り決めの際、女バスのみんなが普ふ段だんと違う感覚を味わう可能性のある要素は、申し訳ないが徹てつ底てい的てきに取り除かせてもらった。

「みんな、落ち着いてもう一本！」

　ボールを運びながら、智花が人差し指を天に向ける。……と、そこに。

「……っ。荻おぎ山やま、さん」

「葵、で良いよ。智花ちゃん」

　両手を広げ腰を入れたディフェンスで、冷気を伴うような気迫を携えた葵が立ちはだかった。

「ゴメンだけど、マジで行くから」

「──っ」

　葵あおいの挑発を受け、一いつ瞬しゆん智とも花かの瞳ひとみにも炎が灯ともったような錯さつ覚かくを感じた……が。

「真ま帆ほっ！」

「あれ……？」

　智花は誘いに乗らず、目め線せんだけで小さなフェイクを挟んだのちスナップパスでボールを繫つなぐ。

　……おお。今のは俺おれも裏をかかれたな。出会った頃ころの智花ならば絶対抜きに行ったところだろうが。

　もはやこのチームにおいては、自分より仲間を活いかすことの方が彼女の中でプライオリティが高いのかもしれない。

　我ながら凄すさまじい自じ意い識しき過剰とも思うが。少し、スタイルが俺に似てきたかな。

「一対一には、こだわりません。……みんなで勝つためなら」

「……キミがいると、チームメイトは心強いね。でも、他ほかの子たちがただキミに頼るだけなのだとしたら────ゾノっ！」

「あいあい、ご心配なく！」

　智花からのパスを受け取った真帆は、更なる中継地点を見いだすべくぐるりと辺りを見回しているところだった。

「へ？　のわ！　な、なんだよっ！　邪じや魔まだあっ」

　──その僅わずかなラグを待ち構えていたかのように、柿かき園ぞのがフェイスガードでべったりと真帆に身体からだを密着させ、持ち前の長い手足でもってパスコースを完全に塞ふさぎにかかりだした。

「く……」

　目の前の状況に、俺は中立の立場を捨てて歯は嚙がみする。

　まさか、いきなりこんな風に的てき確かくな処置が為なされるとは。油断していたわけではないが、葵たちのことをよく知っているが故、タクティカルな面での対応は絶対に遅くなるはずと踏んでいたので内心かなりショックを受けた。

　そう。真帆たちのパスワークを防ぐにはボールマンを激はげしいプレッシャーで釘付けにしてしまえば良い。そうすれば智花以外はドリブルによる突破力が現状ではほぼ皆無なため、もう何も出来なくなってしまう。

　しかしながら、監かん督とく無しの小学生チーム相手とはいえ球技大会では十分間まるまる通用した作戦が、何な故ぜここまであっさりと看破されるのだ……？

「真帆っ！　もどして！」

　見かねた智花が真帆の後方に回り、背中越しにボールを要求する。

　智花に返せば、パス以外にも選択肢が生まれるため手詰まりは解消されるだろう。

「たのんだもっか……あああっ!?」

「だめだめ、そんなバレバレの動きでパス出しちゃ」

　しかし、敵も甘くはない。智とも花かにマッチアップしていた葵あおいが即座にパスコースを塞ぐデイナイ。ボールはカットされ攻守交代し、速攻のレイアップ。ついに得点を奪われてしまった。

「──葵ちゃんの言う通り、まだみんなドリブルは苦手みたいだねぇ」

「……御み庄しよう寺じ」

　渋面で固まる俺おれに、敵のポイントガードが並びかけてきて微笑ほほえむ。……ということは。看破したのは、葵？

「葵ちゃんが『昴すばるはまず何か一つ得意技を作らせて、自信を付けさせるはず。だからさっきシュートした二人ふたりにボール行ったら、おもっきしプレッシャーかけて封じ込めて。二ヶ月なら、いくらなんでもまだドリブルまではあんまり手が回ってないと思うから』って。あはは、ほんとセンセぇのことなら何でもお見通しだよねぇ」

　そういうことか。確たしかに中学で男バスのキャプテンになった時も、後こう輩はいらに対してはまず一つ得意分野を身につけてもらうことから始めた。そこから葵は推理したってわけか。──やられた。とはいえ事前に気付いたところで一いつ朝ちよう一いつ夕せきには対策のしようもなかっただろうが。

「……にしても。お前ら、意外と本気なのな」

　タネは分かったが、もう一つ。先ほどの柿かき園ぞののディフェンスがやけに気合い十分だったことも、重く引っかかった要素だった。

「んー。葵ちゃんには、いっぱい借りがあるからねぇ。私たちがふがいないせいで、葵ちゃんバスケ上う手まいのに中学では一勝もさせてあげられなかったから。でね、内ない緒しよでゾノと決めてたの。もしまた葵ちゃんと同じチームになれたら、今度こそ足手まといにならないようにしようねって。……センセぇには、ごめんなさいだけど」

「……いや」

　たとえどんな試合であっても、御庄寺と柿園が本気でバスケに取り組んでいるのを見るのは、正直俺だって嬉うれしいくらいなのだ。

　ただ。そうとなれば実に厄やつ介かいな敵に化けるな、二人は。……泣きたくなるほどに。
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　絶望による浸食は、さらに深度を深めていく。

　シュートを決められ、エンドラインから智花がボールをパスした──その瞬しゆん間かん。

「……え!?」

　未み曽ぞ有うの事態に、戸惑いの声を上げたのは紗さ季き。こんなふうに、自分たちの攻こう撃げきが始まる前から激はげしいマークを受け続けるなんて初めての経けい験けんだろうから、混乱するのも無理はない。

　……畜生。ここでオールコートのプレスディフェンス──相手が攻めてくるのを待たずに、敵陣に乗り込んで執しつ拗ように侵攻を阻はばむ守備を選択してきやがるとは。

　この体勢に持ち込まれると、ドリブルで相手を振り切れるのが智とも花か一人ひとりである現状では本当に苦しくなる。伴って生まれる葵あおいたちにとってのデメリットと言えば、コートを常に全力で走らねばならぬため非常に体力を消耗することだが……短期決戦を挑んでしまったため、今に限定すればそれも杞き憂ゆう。

　こうなる可能性を事前に考えなかったわけではない。だが、比較衡こう量りようの結果オールコートプレスを怖れることよりも不意打ちで勝負を決めてしまうことの方を優ゆう先せんすべきだという判断に至った。だから自分の選択に後悔を抱く気は無いが……。

　まずい。ここまで後手後手に回ってしまうのは。そして、葵がこれほどまで何が何でも勝利を摑つかもうと画策してきている、という事実は。

　あまりにも、まずい。

「紗さ季き、こっち！」

「ごめんトモ、お願ねがい！」

　同じ轍てつを踏まぬよう、今度は紗季の真後ろから直接もぎ取るようにしてボールを受ける智花。これで幾らかは攻め手が生まれたものの。

「おっけー智花ちゃん。改めてタイマン勝負ね」

　そこへ待ってましたとばかりに葵が立ちはだかる。

　希望的観かん測そくではなく。智花ならば葵相手でもためを張れるだけの能力があると、俺おれは思っている。

　けど、ここまで葵が本気となると。見逃してはもらえぬだろうな……。智花と葵の間に立ちはだかる、いかんともしがたい決定的な『差』を。

「ああっ!?」

「──もらい」

　智花は善戦したが、激はげしい攻防の末とうとう葵にスティールを決められてしまう。

　もちろん、この場合真に凄すごいのは智花の方だ。年ねん齢れい差さを考えると、葵に肉にく薄はくできる小学生という存在こそが規格外。けど、葵もやっぱり良い選手なのだった。

「止める、止めなきゃっ！」

　すぐさま攻防が逆転するが、智花は必死の形ぎよう相そうで食らいついてく。

　しかし。その強い気概を、葵は分厚い壁かべで寸断する。




「ごめんね」




　空に舞まい上がる直前、葵は小さく笑った。それはどこか喜びというよりも哀かなしみの──望まぬ形で武器を誇示せざるを得なくなった事への自じ嘲ちようのようにも見えた。

　そして、高い打点から葵あおいの後ろ飛びフエイダウエイシュートが放たれる。

　センターとして低すぎる身長を補うため、三年かけて磨き続けた伝家の宝刀。

　それを、葵は自分より20cm近く小さい相手の前で、惜しげもなく抜いた。

「──っ！」

　智とも花かが泣きそうな顔で力の限り飛び上がるが、指先はボールの遙はるか下。

　葵と智花の間に立ちはだかる、決定的な──身長の差。

　甘かったのだ。そこを攻めないでいてもらう事が前提の、勝利の可能性なんて。

　放たれたシュートは、バックボードに跳ね返ってばさりとリングへ納まる。バウンドを活用し、小さいボールへの違和感を正せい確かくな軌道で制御したバンクショット。……この距きよ離りからならば、葵はまず外さない。

「まずは同点、だね。……まだまだどんどん行くよ」

　得点を決めた葵は、そのままこちらの陣地に留とどまって腰を落とす。当然だろうが、オールコートプレスの手を休める気はないらしい。







　ショックを受けた様よう子すながらも、気を吐き一身に葵の相手を引き受け続ける智花。しかし圧倒的な身長差を思い知らされたせいで、高さへの──ブロックへの恐怖心が染みついてしまったのだろう。以後、智花はジャンプシュートのモーションを見せる回数が劇げき的てきに減少してしまう。これではほとんど片かた翼よくをもがれたも同然だった。

　そこからは、葵の独どく擅だん場じよう。ターンオーバーとフェイダウェイシュートがさらに二回重ねられ、敵がマッチポイントを迎えた時、俺おれはたまらずタイムアウトを申しん請せいする。

　何一つ対策なんて、見いだせないままで。
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「…………葵は、どっちかっていうと右から抜いてくることが多い。だから迷った時は、右で」

「は、はいっ！」

　無益な作戦会かい議ぎ。真しん摯しに俺の言葉を受け止めようと身を寄せてくる五人の眼まな差ざしが……辛つらかった。

　──抜いてくる、か。

　そうだな。葵に『抜いてやる』なんて気があれば、こちらにも希望はあるんだけどな。




「なーに。まだ智花ちゃんに私のマークさせる気？」




「葵あおい!?　てめ、タイムアウト中だぞ！」

「ぬわ、スパイめっ！　帰れー！」

　不意に響ひびいた呆あきれ声ごえに振り向けば、葵が近くにしゃがみ込んで頰ほお杖づえをついていた。

「ねー昴すばる。遊び、じゃないんだよね。みんな本気でバスケ、してるんだよね？」

「……うっさい。戻れ自分とこ」

　この期に及んで余計な口出しするんじゃねえ。

　……でも。

　正しいのは、葵なのだろう。智とも花かと葵のミスマッチを放置しておくのは、コーチとしては噴ふん飯ぱんものの愚策なのは、間違いない。

　………………でも。

「あのさ智花ちゃん。お願ねがいだから、自信は失わないでね」

「……え」

「キミ、すごいよ。小学生でそのスピードと、綺き麗れいなフォーム……驚おどろいた。きっと私、技術と速さではすぐにでも追い越されちゃうと思う。──でも、今のキミじゃ私は止められない」

「……っ」

　ぎゅっと、智花が唇を嚙かむ。もう何度も、その事実は痛感させられているのだろう。

「だってしょうがない。身長が違いすぎる。別に私はそれほど大きい訳じゃ無いけど、ぱっと見キミとは20cmくらい違う。……それじゃあ、ダメだよ。あと一年か二年くらいたって、キミがせめて10cmでも背が伸びれば、もしかしたら危ないかもしれない。でも今の私を止めるのは、今のキミの仕事じゃない。

　……その仕事はね。他ほかの子よりずっと早く成長して、ずっと早く大人おとなの身体からだを手に入れたような、そんな子が務めなきゃいけない。これは、非公式な勝負だけど。もし、ちゃんとした試合でこんな場面が訪れたとしたら、どうする？　やっぱり智花ちゃんがマークについて、為なす術すべもなく負けちゃう？」

　葵は終始、智花の眼を見ながら話しかけていた。でもその言葉の半分は、別の方向に向いていたのは明らかだった。

「…………………ぅう」

　痛みを堪こらえるように、愛あい莉りが自分の肩を抱く。

　葵はどうして、わざわざそんなことを告げに来たのだろう。自分がずっと求めていて、けれども手に入らなかった武器をその身に宿している少女への羨せん望ぼう？　嫉しつ妬と？　宣戦布告？

　なんとなく、どれも違う気がした。傷つけるための言葉にしては、響きが柔らかすぎたせいだろうか。

「ん、ごめん邪じや魔ました。タイムアウト、もう一分やり直しで良いよ。……その間に、しっかり考えて。君たちにとってのバスケって、何なのかを」

　最後にことさら冷たく振ふる舞まうような捨すて台詞ぜりふを残して、葵あおいは俺おれたちの前から歩み去る。

「…………愛あい莉り。気にしなくて良いぞ。大丈夫だ。焦らなくて良いんだ。ゆっくりでも、少しずつでも前に進んで行ければいいから。今、無理する必要なんか無い」

「長は谷せ川がわ、さん……」

「あはは、大丈夫。もし、もしさ……。この試合負けちゃっても、何とか葵説得して、戻ってくるから俺！　もしかしたらすぐには難むずかしいかもしれないけど、でもちゃんとテスト受けて、良い成せい績せき取って、夏休み前くらいには必ず戻って──」




「嫌いやですっ……！」




　──叫び声が響ひびいて。かぶりを振り俯うつむいた愛莉の頰ほおに、涙の雫しずくが線せんを引いた。

「愛、莉……？」

「決めたのにっ！　今度こそ頑張って、長谷川さんに少しでも認めてもらえるように勇気を出そうって、そう決めたのに……！　嫌です！　わたし、長谷川さんとお別れしたくないですっ！　たとえ一日だって、耐えられないですっ！」

[image: ]

「…………」

　言葉に詰まる。同時に俺おれは自らの拳こぶしで自分を殴りつけてやりたい衝しよう動どうに駆られた。

　本当にどこまで馬ば鹿かなのだ、俺は。一体何度、同じ間違いを繰くり返せば気が済むのだろう。

　思い知らされていたはずではないか。それどころか、自らの口で愛あい莉りにそう伝えてすらいたではないか。

　──頼ろうとしないことは、必ずしも優やさしさに繫つながるわけではないのだと。

　傷つけてしまうのが怖いから、この期に及んでもなお何一つ指示しない。それが、この子のためになる。

　──本当に、そう思っているのか？

　だとしたら、長は谷せ川がわ昴すばる。お前は一体、今まで愛莉の何を見てきたのだ。

　確たしかに気弱で、背の高さに強いコンプレックスが有って、他人とがっぷり四つで喧けん嘩かなんて絶対に出来ない心優しい子だ。けれども思い出せ。あの男女対抗戦での奮ふん闘とうを、河原かわらで共に刻んだ確かな足取りを、幼き日の辛つらい思い出を乗り越え水中で数えた十秒間を。

　今はまだ、春待つ未開の蕾つぼみだとしても。

　愛莉の一番奥の、心の根っこは、いつでもとても強かったじゃないか。そんな簡かん単たんに折れたりするものかよ。

　だから、大丈夫だ。俺が今、愛莉の前で素直になったとしても。この子の心は砕かれない。

「……ごめん、愛莉。俺が、間違ってた」

　視し線せんに力を込め、愛莉の瞳ひとみをまっすぐに見つめる。

　それから深く首を垂れて、洗いざらいの想おもいをぶちまけた。

「愛莉、助けてくれ。君の力で、葵あおいを止めて欲しい。俺はまだまだ、みんなのコーチでいたい。だからお願ねがいだ。俺の我わが儘ままを、聞いてくれっ！」

　肺の空気ごと全すべてを吐き出して、腰を折ったままじっと息を止める。

「はいっ。がんばります！」

　やがて聞こえた返事は、驚おどろくほどに力強く、明るかった。顔を上げると、眩まぶしい笑え顔がおが同じ目線の高さで輝かがやいていた。

「……愛莉、ありがとう」

「そんなっ。…………それに本当は、わたしがみんなの役にたてるかどうか今でも……………………んん。いえっ、何でもないです。頑張って、みますっ」

　弱気も恐怖も全部抱え込んで、愛莉がもう一度明めい瞭りような声で宣言してくれる。

　そうだよな。みんな、同じなんだよな……こんなところで終われないのは。みんなにとって、俺たちにとって、慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部は、何か言われておいそれと明け渡せるほど、安い場所ではないのだから。

「いよっしゃ、よく言ったアイリーン！　勝つぞ、絶対勝つぞっ！」

「お願い、なんとかあのシュートを止めてみて。ボールさえ貰もらえれば、私らは絶っ対にシュート外さないから」

「あいり。ひな、あいりのこと助けてあげられなくてごめんね。もっともっとおにーちゃんにいっぱいバスケ教えて貰って、いっぱい上う手まくなったら、絶対あいりに恩返し、するからね」

「……うんっ。ありがとう、みんな。わたし、頑張ってみる」

　傍そばに駈かけ寄って、真ま帆ほたちが愛あい莉りを激げき励れいする。一度は折れかけた心が、愛莉を中心に一枚岩として再び集結しようとしていた。

　よし。……ならばコーチとして。いや、仲間として俺おれがすべきことはあと一つだけ。

　気を吐く輪わの中で。ただ一人ひとり声をかけあぐねたまま、失意に苛さいなまれ立ち尽くす少女へと後ろから近付く。

「こーら智とも花かっ！」

「ひゃう!?」

　そして痛くならない限度に加減しつつ、その背を勢いよく平手でぽんと弾はじいてやった。

「す、昴すばる……さん？」

　怖おじ気けづいたように振り向く智花へ一いつ瞬しゆんだけ険しい顔を向けたのち、ふっと顔の筋肉を緩ゆるめて微笑ほほえみかける。

「だめだろ、独りで抱え込んじゃあ。まだみんな、誰だれ一人諦あきらめてないぞ？」

「い、いえっ。私だってもちろん諦めては！」

「でも、自分が不ふ甲が斐いないからみんなに迷惑をかけてる、とか思っていた」

「……っ」

　図星だった様よう子すで唇を嚙かみ、塞ふさぎ込む智花。

「そりゃもちろん、智花は俺たちの頼みの綱つなだよ。でも、忘れちゃダメだ。バスケは、一人でやるスポーツじゃない。智花一人ではまだ葵あおいを止められないかもしれない。でも、だからどうしたって言うんだ。まだ、智花の傍には四人も仲間がいるっていうのに」

「………………あ」

　天啓を得たように、智花ははっと目め線せんを上げ、みんなの顔を見渡す。そこに誰もが、笑え顔がおを返した。

「ね？　まだ、落ち込むには早いだろ。みんな智花を信じて、智花のすぐ近くにいる。……それに、さ……ええと」

「……？」

　この局面で語尾を言いよどんだ俺に、智花はすがるような上目遣いを向けた。その健けな気げな表情が、俺の中の何かを加速させたのだろう。最後の最後まで言うか言うまいか迷っていたこっぱずかしい台詞せりふが、とうとう口から漏れ溢あふれた。

「その……なんだ。俺だって出会ってから、ほとんど毎日智花とバスケしてきたんだ。俺が知ってる技術は、包み隠さず智花に伝えてきた。だから……大した役には立てないだろうけど、今は一緒にプレー出来ないけど。……智とも花か。俺おれもすぐ傍そばで、智花の近くで応援してるから！」

　勢い任せでまくし立てながら智花の腕を取り、巻かれた赤いリストバンドを握りしめる。

「ふぁ」

　すると、まもなく真まっ青さおだった智花の顔が、手首と同系統の色に染まったのだった。

「──というわけで！　みんなで力を合わせて頑張ってくれ！」

　たまらず背を向け、空に叫ぶ。刻々と自分の発した台詞せりふのクサさがブーメランのように跳ね返って遅効性のダメージとなり、胃の腑ふ辺りに溜たまっていく。

　ううむ、やっぱり蛇足だったろうか。智花も実にいたたまれなさそうな表情になってしまったし、これでは下へ手たをしたら逆効果に──

「みんなっ！　頑張ろうね！　絶対に勝とうねっ！」

　と、頭を抱えてしゃがみ込みそうになったところに智花の力強い宣言が聞こえた。

　……よかった。この手の暑苦しい激げき励れい、智花はわりと嫌いじゃないみたいだ。

「……よし！　それじゃいっちょ円陣でも組んで気合い入れるか！　全員集合！」

　後悔を払い、振り返ってみんなに告げると、五人が力強い返事と共に傍へ駈かけ寄ってきてくれる。

　まだだ。まだ、諦あきらめてなるものか。





慧けい心しん　４－８　葵あおい






　タイムアウト明け。相変わらずのプレスディフェンスに、ボールをキープした智花の足が釘付けにされる。

「智花ちゃんっ！」

　刹せつ那な、ノーマークだった愛あい莉りが敵陣に向け全速力で切り込んでいく。もうその顔には微み塵じんも迷いの色はない。一いち瞥べつした智花はマークする葵の僅わずかな隙すきを狙ねらいパスを出しにかかる……が、

「っと、そうは問屋が──」

　すぐさま真ま帆ほをマークしていた柿かき園ぞのが、ターゲットを切り替えんと愛莉に向け身を翻ひるがえした。口惜しいがタイミングは余裕で間に合う。愛莉の英断は素す晴ばらしかったものの、本気になった柿園の瞬しゆん発ぱつ力りよくは一級品である。

「行かせねー！　すばるんはぜええええええええったい渡さねー！」

「──ふにゃ!?」

　しかし。その能力の高さが、彼女の判断を狂わせた。

　マークが外されそうになった瞬間、真帆は後ろに回り込んで柿園の進路を断つ。スクリーン──とは少し状況が異なるが、今まで教え込んだ基本のディフェンスを自ら応用させ、そんなファインプレーを繰くり出してくれたのだった。

　とはいえもし、あのまま衝しよう突とつしていたら俺おれは真ま帆ほのファウルを宣告しなければならなかったかもしれない。だが幸いにしてたじろいだ柿かき園ぞのは即座に急ブレーキ、その場につんのめって止まってくれた。小学生をはじき飛ばすような真ま似ねは、出来なかったのだろう。

「おっとぉ、あびないっ！」

　果たしてボールが通った愛あい莉りの許もとに、慌てて御み庄しよう寺じが守備に向かう。

「さ、紗さ季きちゃんっ！」

　しかし愛莉には上うわ背ぜいのアドバンテージがある。それほど身長の高くない御庄寺との間にミスマッチが生まれ、頭の上を通して紗季へのパスがやすやすと繫つながる。

「っと！」

　そうしてボールを受けた紗季の前に、今度は葵あおいが立ちはだかる。残念ながら今の紗季には抜けない相手だ。ならば、必然的に……、

「紗季っ！」

　視し線せんはゴール下に走り込んでいく智とも花かへ。

　紗季が、パスのモーションに入る。……けど、智花へのパスなら完全に読まれている。ほぼ確かく実じつにカットされる。

「やっぱり、頼り切り？」

　完かん璧ぺきなタイミングで、葵は智花へのパスコースへ身体からだを入れる。

　ここまでか……と。

　俺たちは誰だれ一人ひとりとしてそう思わなかった。

「……トモはエースで、誰よりも頼りになる選手で、友達。でも、私たちはトモにただ頼り切ってるだけのチームじゃないっ！」

　葵の動きを見ながら、紗季は大きく智花の立ち位置から逸それた強いパスを、対たい角かく線せん上じように繰くり出した。

　そこには──。

「おー。ひなも、いるんだぞ」

　そこには虎こ視し眈たん々たんとひなたちゃんが詰め寄っていた。そして紗季のパスを受け止めると、誰であれ多大な緊きん張ちようを強いられるような局面で、まるで練習のように伸びやかに、まるで練習のように気負いなくシュートを納めて見せてくれた。

　ゴール下のシュート。そして強いボールだって受け止められるようになったパスの反復練習。ある意味では、誰よりも急きゆう激げきにバスケットボールへの対応を見せ始めてくれているのがひなたちゃんだと言えた。もう彼女無しでは、慧けい心しん女子ミニバスケットボール部は成立しない。

　──もうとっくに、智花だけではない。五人で『みんな』なのだ。

　いや、もう良いか。

　──六人で、と。

　俺おれ自らがそう宣言しても、きっとみんな……許してくれるよな。

「……やるね」

　ゴール下から転がったボールを拾い上げ、エンドラインに立つ柿かき園ぞのに渡した葵あおいが、微苦笑を覗のぞかせる。

　一人ひとり一人ひとりが出来ることだけを鑑かんがみれば、今の慧けい心しん女バスはとてもいびつなチームだろう。でも、皆が結束すれば、こうして本気の葵たちからだって得点を奪うことが出来る。俺が教えたことはまだほんの僅わずか。でも、その僅かを真しん摯しに反復して、託された武器を──コーチとしての俺を信じて、互いが互いを補完し合って、堅固に団結して相手と向かい合ってくれる。

　ひたすらにまっすぐ、俺たちで築いてきたバスケを、信じ続けてくれる。

　一体この崇すう高こうさを、どうやったら『ただの遊び』なんて蔑さげすむことが出来るというのか。

「当たり前だ。みんな、バスケに対してこんなにも本気なんだから」

　小さな声で、葵に向けて呟つぶやく。たとえ、分からず屋の幼おさな馴な染じみには届かないとしても。

　俺は、揺るぎなく誇る。今日きようの五人の奮ふん闘とうを。





慧心　６－８　葵






　全員のチームプレーで、点差はあと二ポイントまで詰め寄ることが出来た。

　ただし状況としてはそれほど好転したともいえない。どのみちあと一度ゴールを決められたらこちらの負けが確かく定ていしてしまうのだから。

「行くよ、ラスト一本」

　柿園からパスを受け、葵がこれで最後とばかりに宣言して侵攻を開始する。

　そこに、

「ぜってー止める！」

「真ま帆ほ、ひな、落ち着きなさいよ。……長は谷せ川がわさんに教えてもらったこと、全部思い出して」

「おー。おにーちゃん直じき伝でん。だからだいじょうぶ」

　真帆、紗さ季き、ひなたちゃんがトリプルチームで包ほう囲い網もうを築いた。

　真ま似ねしたわけではないだろう。ただあくなき執念でがむしゃらに編あみ出したと思おぼしき、オールコートプレス。

　くそ。こんなにも必死な想おもいが、報われないのか。……二ヶ月。足りなすぎる。この子たちとの間に生まれた大切な絆きずなを、たったそれだけで断ち切られてたまるかよ。

「ふふっ、まだみんな、全然諦あきらめないんだね」

　ドリブルでボールをキープしつつ足を止めた葵が、愉快そうに笑った。

「ったり前だ！　球技大会が終わってから、すばるんはいっぱいディフェンス教えてくれた！　シュートよりかはちょっとタイクツだったけど、強くなるために、試合で勝つために必要だってすばるんが言うからみんなで一いつ生しよう懸けん命めいに練習したっ！　そのせーかを見せてやる！　そーやってバカにして笑ってられんのも今のうちだけだかんなっ！」

　そんな挑発じみた態度を、真ま帆ほが一喝する。

「ううん違う、バカにしたわけじゃ──っと！」

　葵あおいは真帆の咆ほう哮こうを聞くと一いつ瞬しゆん困ったような顔になったが、そのタイミングを計って紗さ季きが狙ねらいすましてスティールを仕掛ける。すんでの所で気付かれ不発に終わったものの、それでもう葵の表情からは笑えみが消えた。

「く、もう少しだったのに……」

「危ない危ない。……ん、ごめん。勝負の最中に、真剣さが足りなかったね。……もう、悪い風に子供扱いはしない」

「おー。かかってこい」

　三対一での対たい峙じが仕切り直される。まだ技術的には未み熟じゆくであるものの、急造のトリプルチームとは思えないほど三人の役割分担は完かん璧ぺきだった。一人ひとりがボールを奪わんと激はげしくプレッシャーをかけ、残り二人ふたりが少し遠目にドライブに備える。プレッシャー役が体勢を崩されるとすかさず後ろの一人が前ぜん衛えいにチェンジし、抜かれた子は後衛につく。さすがの葵もみんなのチームワークにはかなり手を焼いている様よう子すである。

　しかし、それでも葵の切れ味を封じ込めるにはあと少しだけ満たなかった。

　真帆がひなたちゃんに替わってプレッシャーを与えに前へ踏み込んだ瞬間、

「ダメダメ！　真帆ちゃんはボールだけ見過ぎ。目め線せんは相手の顔！」

「ぬああっ、ちきしょっ！」

　葵は鋭するどいターンで真帆を躱かわして一歩前へ。間髪入れず横並びで手を広げる紗季とひなたちゃんの──そのど真ん中へと突き進む。

「紗季ちゃんは重心が右に寄り気味。もっと体幹をまっすぐに！　ひなたちゃん、ファウルトラップ狙うのは良いけど、いきなりそんな腰引いてたら横の動きに対応出来ない！」

「……っ!?」

「ま、まってー」

　紗季が眼めを見開き、ひなたちゃんが眉まゆ尻じりを下げ懇こん願がんする中。葵は一息にハーフラインを越え、ついに女バスの陣地へと到達してしまった。

「……よくやったぞ、みんな」

　心底悔しそうに三人が俺おれの脇わきを駆けて再度葵を追う。そこに立場をかなぐり捨てて小さく称しよう賛さんの言葉を伝えた。

　結果的に抜かれはしたが、充分だ。三人とも充分すぎる好守備だった。

　この勝負に制限時間は設けていないものの、当然ながら三十秒ルールは適用されている。

　三十秒ルール──つまり攻こう撃げき側はエンドラインよりパスを受けてから三十秒以内にシュートを打たねばならないという取り決めが破られれば、ボール権はこちらに戻ってくる。

　そして葵は先ほど三人を抜くのに手間取って、ジャスト十秒を浪費した。つまり、あと二十秒間葵あおいを制止できれば、このターンは俺おれたちの勝ちになるのだ。

　あと、二十秒。それだけでいいなら──。

「私は、負けられませんっ！　みんなと出会って、昴すばるさんと出会えたから、私はこうして、今もバスケを好きでいられるっ！　この気持ちはもう、絶対に消せない。消したくないっ！」

　それだけでいいなら、まだエースが──智とも花かが。希望を繫つなぎ止めてくれる。

　ハーフラインを跨またいだ直後、智花に進路を阻はばまれた葵は、ぐっと体を沈ませて動向を窺うかがう。もう、表情は公式戦の時と何ら変わりない。

　さらに続いて、一度は抜かれた三人も葵の後ろに忍び寄る。これで一いつ時とき、決定的な包ほう囲い網もうが完成しかけた……が。

「へいへいブチョー、パスぱーす」

「こっちもフリーだよぉ、葵ちゃん」

　左右のローポスト──ゴール下近くまで詰め寄っていた柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じの声を聞いて、紗さ季きが悔しそうに顔を向ける。残念ながら、葵一人ひとりとの対決ではない以上あちらも看過できない。

「真ま帆ほ、野球帽の人の方をマークして。私とひなは、サンバイザーの人を」

「あいよ、まかせろ！　──じゃ、こっちは頼んだぞっ！」

「うんっ。みんなで、守りきろう！」

　走り去っていく三人に、智花は葵から眼を逸そらさぬまま力強く返事する。

「よし、じゃー最後の勝負だ。ちんたらしてる余裕はないから一気に行くよ」

「最後じゃ、ないです。絶対に止めます──からッ！」

　宣言して、葵が僅わずかに前傾しかけた矢先。智花は一息に距きよ離りを詰め、ボールへと激はげしく食らいつく。

「──っと！　よーやく最初の勢いが戻ってきたね。そーこなくちゃ！」

「さっきまでは焦ってしまって……全部一人で何とかしなければいけないなんて、そんなバカなことを考えていました。でも、もう間違いません。みんながいるから、私は自分に出来ることだけを全部出し切りますっ！」

　一進一退の攻防が続く。が、弧を描くような攻め口で葵はじりじりとゴールへの距離を詰めていき、ついには左サイド、リングから目算で３ｍほどの位置まで接近されてしまった。

「どうする？　ここからなら、もうゴール狙ねらえるよ？」

　ボディ・トゥ・ボディで密着して隙すきを窺いながら。葵は推し量るような言葉を投げかける。

「……仰おつしやられた通り、私は葵さんのジャンプシュートを止めることはできません。でも、良いんです。私は絶対に葵さんを抜かせないように、全力でマッチアップするだけです。

　自分の手が届かない場所を……安心して任せられる仲間がいますからっ！」

　気を吐く智とも花か。

　──そして、もう一人ひとり。最後の頼みの綱つなである少女の影かげが、エースの隣となりへ躍おどり出た。




「負けませんっ……。まだ、わたしはバスケを頑張りたいんですっ。長は谷せ川がわさんに、みんなにわたしのバスケを認めてもらえるまでっ」




　愛あい莉りが手を広げ、葵あおいのシュートを牽けん制せいする。

「……ようやく、来たね」

　ついに、繫つながった。今の俺おれたちにとって、葵のフェイダウェイシュートを止められる可能性のある唯一の『希望』たるかたち。愛莉と智花の共きよう闘とうが、満を持して開始された。

　葵のルール違反バイオレーシヨンが成立するまで、あと、十五秒。

　十五秒を、この二人ふたりに託す。

「愛莉、愛莉はシュートモーションだけに注意してっ。フェイクかどうかなんて考えないで、もしシュートが打たれそうになったら、迷わずに飛んで。フェイクの時は、私が絶対に抑えるから。……ごめんね、無理させて」

「ううん、智花ちゃん。わたし、頑張る。怖いけど……頑張るって、決めたの」

　そう言ってぎゅっと唇を嚙かみ、身体からだの震ふるえを霧む散さんさせるようにして愛莉は葵の前で大きく手を広げる。

　果たして、どこまで通用するか。愛莉にはまだ初歩の初歩程度しか、ディフェンス面でのコーチングをしていない。あとはもう、彼女の潜せん在ざい能力に賭かけるより他ほかはない。

「…………愛莉ちゃん、それじゃだめだよ。そこだと、いくらなんでも遠すぎる。シュートだけに気を払えばいいって言っても、そんなに離はなれてたらブロックなんて絶対間に合わない」

　おっかなびっくり立ちはだかる愛莉に向け、葵が嘆くように告げる。言われた愛莉はびくりとしたのち、ほんの少し距きよ離りを詰めるが……確たしかに、まだ遠い。

「昴すばるは教えてくれた？　ディフェンスのやり方」

「……あ、相手の眼をよく見て……顔が上がるのに合わせてジャンプして──」

「うん。けど、そこからだと届かないよね。ほら、もっと近くにこないと」

「ち、近く……もっと、前に……」

　僅わずかににじり寄って、再び足が止まる。怖い、よな。当然だ。いくら追い詰められようと性しよう分ぶんなんてそう簡かん単たんには克服出来るわけがないし、だからこそ焦りは禁物なのだ。下へ手たに無理をさせると、余計に苦手意い識しきが身に染みついてしまう可能性もある。

　今の彼女にこんなことを強いるのは、ひどい我わが儘ままなのだろう。けれど俺だって、まだまだみんなと一緒にいたい。その気持ちが自分だけのものでなく、六人で共有されているのだとしたら。想おもいを告げないままこの関係を終わらせてしまうことは、もっと大きな罪になるような気がした。だから俺おれは、その奮ふん闘とうを、祈りながら見つめ続けた。

「ほら、頑張って！　そうじゃないと──」

「────っ!!」

　散々焚たき付けたあと、ついに葵あおいは空に舞まい上がる……！

　愛あい莉りも慌てて手を伸ばすが、ボールの数cm下で指先が空を切るのみ。

　──これを決められたら──終わり。

　焦しよう燥そうが打ち据える心しん臓ぞうの音を聞きながらシュートの軌道を追い続ける……と。

「あ…………！」

　シュートはゴールの少し手前で勢いを弱め、リングの先端に弾はじかれ落下する。リバウンドは柿かき園ぞのに押さえられてしまったものの、なんとか首の皮一枚で俺たちは生きながらえた。すぐさま俺を筆頭に、あちこちから溜ため息いきが漏れる。

「あちゃ、短いか。やっぱバックボード狙ねらわないと照準狂うなあ。──ゾノ！」

「ほいほいブチョー」

　ゴール下、リングの目と鼻の先から柿園がボールをポストの外までリターンし、状況は再び巻き戻る。……が、シュートを放たれてしまったので三十秒ルールはクリアされてしまう。これでまた一から数え直しだった。

「次はたぶん、外さないよ。ほらおいで、愛莉ちゃん」

「止める……止めなきゃ………………じゃないと……じゃないと、また、わたしがダメなせいで……みんなに……うう……」

　涙目で口元を震ふるわせながらも、じりじりと愛莉が間合いを詰める。だが……未いまだあとほんの少しだけ、遠い。

「……そか。それ以上は怖くて近づけないか。じゃあ、残念だけど私たちの勝ちだね。昴すばるは、キミにバスケを教えてくれたコーチは、連れて帰っちゃう」

「…………い、やぁ。そんなの、嫌いやっ……！」

「嫌だけじゃダメっ！　届かないよ、口だけじゃあっ！　本気で昴に居て欲しいなら、ちゃんと態度で示して私に納得させてみせて！　キミのバスケへの想おもいが、作り物じゃないって！　昴がキミたちへ熱ねつ意いを注ぐ事が、間違いなんかじゃないんだって！」

「…………っ」

「ほーら、これで──最後っ！」

　まくし立てるような宣告の後、葵がボールをかかげて大地を蹴ける。




「だ……だめぇぇぇぇぇえええっ！」




　──そして、叫び声が、響ひびいて。

　葵あおいの手から放たれたボールは、がむしゃらに伸ばされた愛あい莉りの肘ひじと手首の間に弾はじかれ、あさっての方向に舞まった。

「……すご…………たか！」

　空中で、葵が感嘆を携え破顔したような気がした。しかしその表情は、目測も何も見定めず思い切り前に走り込んで飛び上がった愛莉の身体からだと重なって死角に消える。

「──え。どわっ!?」

「あ、愛莉っ！」

「わーブチョー！　だいじょぶかっ！」

　次の瞬しゆん間かん、二人ふたりは折り重なるようにして交こう錯さくし、絡み合って地に落ちてくる。

「……っ。嫌いや、嫌っ。長は谷せ川がわさんと、お別れするの、嫌っ……！」

　上に重なった方の愛莉には、幸い怪け我がは無いようだ…………が、僅わずかに覗のぞく葵の四肢がぴくりとも動かないのがかなり気がかりだった。

「……二人とも、平気か？」

「……………………むぐ、平気じゃない。……助けて……ち、窒息する」

　声が聞こえて安あん堵どする。良かった、大事ないようだ。

「愛莉、動けるかい？」

　うわごとのように言葉を繰くり返しながら、葵の身体にぎゅうぎゅうしがみついていた愛莉の肩に優やさしく触れると、

「連れて行かないでくださいっ、長谷川さんを……え？　……あれ？　……あああっ！　ご、ごめんなさいいっ！」

　ようやく我に返って慌てて葵の上から転がり降り、涙目であひる座りに。

　一方、自由を得たはずの葵はしばらくそのまま大の字で転がっていたが、

「──っと！」

　不意に勢いよく立ち上がって愛莉のすぐ傍そばまで歩み寄る。

「あ……あの……」

　見下ろされて、戸惑いを露あらわにその場で左右に首を振る愛莉。と、それまで無表情を貫いていた葵はふっと顔をほころばせて、

「ん、よく頑張った！　……ファウルだけどね」

　まっすぐに勢いよく右手を前に突き出した。

「……？」

　わけがわからず、ぽかんと口を開けて固まる愛莉。……いや、彼女だけでなく、慧けい心しん女バスの全員が狐きつねに摘つままれたような表情になっていた。

　愛莉は混乱したまま、しばし伸ばされ続ける手をぼんやり眺めていたが、やがて恐る恐るそれを握り返す。葵あおいはぎゅっと力を込めて少女を引き上げる。

　直立不動で、二人ふたりはしばし見つめ合う。やがて葵は労ねぎらうように愛あい莉りの頰ほおに触れながら、穏おだやかに告げる。

「ごめんね、無理させちゃって。……あは。やっぱ昴すばる、選手を見る眼だけは確たしかか」

「……えっ？」

「昴から聞いてたんだ。キミが少し、怖がりな子だって。……でも、一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってバスケ上う手まくなろうとしてるって。──すごいブロックだったよ。このまま頑張れば、きっとみんなを支えてあげられる、良いセンターになる」

「あ……」

　センターという、かつて忌いみ嫌っていた単語を耳にしたのにもかかわらず、愛莉はぱっと表情を華やがせた。……嫌悪感以上に、『みんなを支えてあげられる』という響ひびきへの喜びが大きかったのかもしれない。

　微笑ほほえむ愛莉にこくりと頷うなずいたのち、葵はもう一度頰をさっと撫なでると、身を翻ひるがえしつかつかと俺おれの前までやってくる。

「……コーチ、ね。この子たちの」

「な、なんだよ？」

　邪よこしまな笑えみに、思わずたじろぐ。

「んー。それも、悪くないのかなって思っただけ。…………この子たちと一緒にバスケに触れるのは、昴にとっても良い影えい響きようあるのかもって。来年チームを作り直す時、きっと役に立ちそうな、ね」

「……葵」

「でも！　それも全部ちゃんと学校の勉強こなして、同好会にも真ま面じ目めに参加すればの話よ！　戦略とコーチングの勉強も良いけど、肝心のあんたが赤点キングだったり腕なまりまくりだったら来年誰だれもついてこないんだからね？」

「…………はは。ああ、そうだな。すまなかった。約束する」

　確たしかに、それはその通りだ。慧けい心しんで過ごす時間はただの恩返しに留とどまることなく、きっとこれからも俺を育ててくれる。だが、それだけでは足りないのだ。

　反省しよう。テスト勉強なんかで葵に余計な心配をかけるようなだらけた心構えでは、この指標無き一年を乗り切ることはきっと出来ないだろうから。

「あ、あの……。葵さん、試合の方は……」

　頰を搔かきながら呆あきれ笑いの葵と視し線せんを絡め合っていると、智とも花かが傍そばに来ておずおずと伺うかがいを立てる。先ほどのブロックは完全に愛莉のファウルであるため、再開するなら遺い憾かんながら葵のフリースローから開始しなくてはならない。

　しかし、葵は智花たちの方を向いてかぶりを振ったのち、大仰に両手を上げて宣言した。

「あー。もうダメだ。愛あい莉りちゃんにも智とも花かちゃんにも、五人のチームワークにも。三人だけじゃ勝てる気がしないや。降参降参」

　それを聞くや、しばし女バスの五人は言葉が理解できないと言った風で顔を見合わせ…………遅れて喜びで弾はじける。

「おー？　じゃあじゃあ、ひなたち」

「勝ちだなっ！　あたしたちの勝ちっ！　うわーいやったぜすばるぅんっ！」

「葵あおい、さん。……良かった」

「はー、何だか緊きん張ちよう解けて力抜けてきた……ふふ」

「役に……。あ、葵さんっ。……わたし、みんなの役に、たちたいですっ。たてるように、頑張りますっ！」

　はしゃぐ五つの声を聞き、葵がふっと微笑ほほえんだ。

「キミたち、昴すばるの面めん倒どうよろしくね。前も言ったけど、そいつ、来年ゼロから自分の部活を立て直さないといけないからさ。それまでさんざんこき使って困らせて、いろいろ経けい験けん積つませてやってあげて──」

「ぬわははははっ！　シュートだけじゃなくディフェンスまでカンペキになったあたしにもはや敵はいねーな！　すばるんっ、これからどんどんあたしに頼りまくりの作戦考えるといいぞっ！」

「どこがカンペキよ。あっさり抜かれてた癖くせに。……まーその辺は自分も人のこと言えないけどさ。とにかく、私らの課か題だいはドリブルね。長は谷せ川がわさん、もっともっと練習しますから、しっかりトモのサポート出来るように私のこと鍛きたえて下さい！」

「おにーちゃん。ひな、やっぱりまだちょっとへたくそだから、がんばる。また、いっぱいいっぱいいろんな事教えてね」

「……昴さん。私、本当にバカですね。何度もみんなに助けられてるのに、また自分から一人ひとりになろうとして。でも今度こそ、迷いません。自分のためじゃなく。みんなのため、チームのために、もっともっと強くなりたいと思います」

「あの……。明日あしたから、わたしがみんなのためにできること。もっと教えて下さい。どんな練習でも、それでみんなの役に立てるなら、きっと……がんばってみますからっ」

　五人の盛り上がりと意気込みは、さらに天てん井じよう知らずで高まるばかり。取り囲まれた俺おれは少しだけ勢いに押されつつも、それぞれの決意表明に包み隠さぬ喜びと深い頷うなずきを一つ一つ返していく。

「……って、だからー。私を蚊か帳やの外にして勝手に盛り上がらないでってば」

　と、苦笑混じりの葵が遠巻きから不満たらたらで、腰に手を当てているのに気付く。

「あはは……」

　答えに窮きゆうして空を見上げた瞬しゆん間かん、狙ねらい澄すましたように太陽が分厚い雲から顔を出した。

　まぶしさに手をかざせば、指の隙すき間まで虹にじ色いろの光が揺蕩たゆたっていた。





＊






「うわははっ！　やったなまほまほめっ！」

「ぎゃー！　そんなとこに水鉄砲突っ込むなゾノッ！」

「おー。ショージの肩車、すごい揺れて面おも白しろい」

「ひなたちんの内もも、とっても柔らかいよぅ……はぁはぁ」

　久く井い奈なさんが用意してくれたサンドウィッチをご馳ち走そうになってから、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じたっての希望で俺おれたちはプールサイドにやって来た。というかあの二人ふたり、昼食中もずっとこれ見よがしに水着だったのでリクエストもくそもないのだが。

　とりあえず真ま帆ほたちに水中へ引きずり込まれ一通り遊んだのち、小休止を取るべく陸に上がると、パラソルの下で椅い子すに寝転ぶ葵あおいを発見したので隣となりに立つ。

「……すっかり打ち解けてるな、柿園と御庄寺」

「いつものことでしょ。公式戦の最中でも友達作るよ、あの二人は……あー腰いた」

　話しかけると、実に気だるげな声。……こいつ、さっきまで壮絶なイジメ（水中鬼ごっこで十連続のオニ役）を受けていたこともあって、かなりのお疲れモードのようだ。

　ま、葵がそれに全力で応こたえて手加減抜きで遊んだこともあって、『嫌いやなヤツ』として登場したはずのこいつをみんなもう半ば味方として受け入れてくれつつあるのだが。

「座れば？　そっちの、空いてるよ？」

「ん。……ところであの二人、自分らが勝ってたとしてもプール借りるつもりだったのかな」

　葵が指さした寝椅子に転がりつつ、今思いついたように装ってずっと抱えていた疑問を口にしてみる。

「……さーね」

　ことさら興きよう味みなさげに呟つぶやき、葵は俺に背を向け肘ひじ枕まくら。……まあ、正直に話してもらえるとも思ってなかったので予想通りの反応だ。

　たぶん、あの二人は始めからこうなるって分かっていたんだろうな。葵には本気でみんなを打ち負かすつもりなんか無くて、ただバスケへの情じよう熱ねつを確たしかめたいだけだったのだと。だから二人ともチームに荷担したのだろうし、何より土ど壇たん場ばの局面、柿園はその気になればゴール下からシュートを打って試合を決めることが出来たのだ。

　それなのに迷い無く葵にボールをリターンしたのは……そういうことだろう、きっと。

「ほんとお人ひと好よしなヤツ」

「あんたにだけは言われたくないわ」

　背中を向けたまま、葵はぶっきらぼうに答える。まあ確かに、否定は出来ないのかもしれないが。

　しばし、沈ちん黙もくが訪れる。雲は刻々と切れ間を増やし、もはや天気は快晴の範はん疇ちゆうに飛び込む寸前だった。少し暗くなったかと思えば再び光が降り注ぎ、太陽が緩ゆるいスパンで点滅を繰くり返している。

「……まあ、ね」

　しばらくして、葵あおいはごろりと仰あお向むけになり、頭の後ろで腕を組んで歯切れ悪く言葉を紡ぎ出した。

「ん？」

「一度、練習見てたから。……あの時に、もうわかってたといえば、わかってた。実力とか向上心はともかく、みんなバスケが大好きな子たちなんだなーってところだけは」

　……そうか。初めて葵がみんなの前に現れた、あの練習の日。ちゃんと、見ててくれたのか。あんなに俺おれへの怒りを燃もやしてた中でも、なお。

　やっぱり葵もまた、どんな状況であれ目の前で繰り広げられるバスケットボールを看過できる人間では無いのだろう、な。

「でも、じゃあ。どうしてこんな試すような真ま似ねを。……足りなかったか？　好きって気持ちだけじゃ」

「はは、どうだろ。確たしかに昴すばるにとって、コーチングとか、監かん督とくの経けい験けんとか。役には立つんだろうなって、すぐに思ったよ。……それでも、どうしても放っておけなくなったのは──」

　と、そこまで喋しやべって葵は急に押おし黙だまり、再びこちらへ背中を向ける。

「葵？」

「……今の、ナシ。訂正」

「へ？　訂正って、話してる途中で言われても何が何やら──」

「うっさい！　知るかっ！」

　こちらの純粋な疑問を無視して、葵は叫び、突然立ち上がる。……わけがわからなかった。

「お、おい」

　ずかずか歩み去っていこうとする葵を衝しよう動どう的てきに追いかけ、声を掛ける。すぐさま「ついてくんな！」とか理不尽な怒りをぶつけられたが、

「……あ」

　進行方向の先に偶然、プールサイドへ腰掛け皆が遊ぶ様を微笑ほほえんで眺めている少女を発見するや、葵はぱたりと足を止める。

「そういえば泳げないんだっけ、愛あい莉りちゃん。さっきもプールに入ってからちょっとだけおっかなびっくりだったけど」

「……ああ、少しは良くなってきたけどまだ──って、葵？」

　返事を最後まで聞かずに、葵はすたすたと愛莉の方へ歩いて行く。

　気になったので、俺おれも後に続いた。







「やあ」

「……あ、葵さんっ」

　腰掛ける愛あい莉りの近くで葵あおいがしゃがみこみ、俺もその隣となりに続く。

「ごめんね、無理させちゃって。……素質ありそうな子を見ると放っておけないんだよね、私。あはは、悪い癖くせだほんと」

「……い、いえっ。怖かったけど……今は、嬉うれしいです。はじめて自分でそうしようって決めて、みんなの役に立てたから」

「……なら、良かった」

　二人ふたりの会話を聞いて、自然と顔がほころぶ。愛莉と葵か。こうして落ち着いた気持ちで考えると、なんか良い組み合わせにも思えてくる。

「そんでさ、昴すばるから聞いたんだけど。愛莉ちゃん、泳ぎ苦手なの？」

「あ、はい……。ずうっとご指し導どうして貰もらってるんですけど、全然上う手まくならなくて……」

「でも、すごい進歩したよな！　最近はもう潜もぐるのはほとんど平気になってきた感じだし！」

「長は谷せ川がわさん……えへへ」

　少し意気消沈しかけた愛莉に激げき励れいの言葉を向けると、はにかみつつ再び元気を取り戻してくれた。

「……すけべ」

「は？」

　そんなやりとりを見て、葵が突とつ拍ぴよう子しも無いことを口にする。ひどい言いがかりだった。

「ふんだ。まーそれより……ね、愛莉ちゃん。今から少し、練習しない？　なんか私のせいで、だいぶ時間奪っちゃったみたいだし」

「あ、はいっ！」

　葵の提案を聞いて、愛莉は元気よく返事する。難なん色しよくを示す理由はどこにも無かったので、俺も二人に続いて水の中へ。

「よーし。じゃーちょっと、泳いでみてくださいな。──昴、私見てるから、愛莉ちゃんの手、引っ張ってあげて」

「あいよ」

　言われるままに、俺は愛莉の手を引き愛莉は水面を蹴ける。……が、ほんの数秒で身体からだの軸が沈み、プールの底に足が着いてしまった。

「はう……いつも……こうなってしまうんです。……なにが、ダメなんだろう」

　がっくりと項うな垂だれる愛莉。が、葵は得心がいったように頷うなずき、俺と愛莉を交互に見て促す。

「なるほどね。おし、じゃあ今度は……これでもう一回」

「ひゃう!?」

　と、葵あおいは愛あい莉りの腰に手を回し、水中で抱き上げるように身体からだを密着させた。突然の行動に、愛莉は激はげしく取り乱す。

「よしと。このまま泳いでみて」

　戸惑いながらも、愛莉は言われた通りバタ足を開始する。この状態だと葵の手が浮うき輪わみたいに支えになるので、当然ながら沈みはしない。

「愛莉ちゃん、今、私の手に腰が乗っかってるでしょ。これだと上半身が浮きすぎなんだ。もう少し思い切って、少しずつ底に向けて潜もぐるようなつもりで肩を沈めてみて。それくらいで、ちょうど前に進むはずだから」

「……え、ええっ」

「大丈夫、怖くないよ。私が腰支えてるし、昴すばるが手を引いてる。絶対に、溺おぼれさせたりしない。……それにさ。さっき、私のシュートブロックした時のこと思い出してみて。あれに比べたら、ちょっと水に潜るくらい何でもないって」

「……あ。……はいっ！」

　なるほど、足の動かし方ばかりに気を取られていたが、身体の指向か。それは盲点だった。こんな風に触診できれば気づいたかもしれないが、男の俺おれには難むずかしい話だしな。

　なんにせよ、葵が来てくれて助かった。……結けつ果か論ろんにすぎないけど、そう思ってしまう。







「──よし、じゃあ今日きようはこんなもんにしとこう。すごいよ愛莉ちゃん、だいぶバタ足続けられるようになったじゃない。きっとあと少しで、補ほ助じよ輪りん外しても大丈夫」

「は、はいっ！　長は谷せ川がわさん、葵さんっ。本当に、ありがとうございます！」

「ん、少しでもひどいことしたお詫わびになれば、ね」

「……頑張ったな、愛莉」

　昼下がりまで俺たちは泳いで、愛莉のバタ足はめざましい発展を遂げる。アドバイスが大きかったのだろうが、それに加えて葵に対して自分の意志でブロックを繰くり出せたことが、心を強くしてくれたのではないかと、そんな気もした。

「──ふふ、もうほとんど泳げてるじゃない。ありがとうございます葵さん。私たちも、すごく嬉うれしいです」

「あはは、いやいや。散々かき回しちゃったしね。せめてものお詫びになれば」

　三人で向き合っていると、次第に全員が愛莉の周りに集合して、まず紗さ季きが葵に頭を下げた。

「良かったなアイリーン！　これで夏休み、いーっぱいいろんなとこで遊べるなっ！」

「あいり、今度は一緒に、シャチさん乗ろうね？」

「プールも楽しいけど、海で遊ぶのもすごく面おも白しろいんだよっ。もし嫌いやじゃなければ、絶対いっしょに行こうね！」

「うんっ、みんな、本当にありがとう！」

　そして真ま帆ほ、ひなたちゃん、智とも花かも続いて愛莉に労ねぎらいを。葵あおいに対して向ける表情も、全員が笑え顔がおだ。

「ね、智花ちゃん」

　賑にぎ々にぎしく騒さわぎながら全員でプールサイドを目指す中、ふと葵は智花に呼びかける。

「は、はいっ？」

「……今度さ、また勝負しようよ。もちろん負けたら昴すばる返しなさい～とか言わないから。高さに頼らないで純粋に力比べ、してみたいんだ。あはは、正直勝てるかどうかわからないけど」

「あ……はいっ！　い、いつでもお願ねがいしますっ！」

　……こっちの二人ふたりも、良い関係になるかもしれないな。お互い、真のプレイスタイルは結構似ているし。……思えば、その本領が発揮できていないところまでそっくりなのか。

　そうだ。また、どうするべきかじっくり考えてみないとな。……智花のポジション。

「あはは、ブチョー吞のん気きなこと言ってるけど、センセーってもうもっかんちゃんたちのモノなんじゃねーの？　身も心も」

「ばっ、馬ばっ鹿かじゃないの。……そんな……わけ……ねぇ？」

　柿かき園ぞのの言を受けて、妙にたじろいだ葵は刺とげ々とげしい視し線せんで俺おれを射すくめる。なんか……めっちゃ怖い。

「……あ、あはは」

　いたたまれず眼を背けると、智花もまた居い心ごこ地ち悪そうに苦笑を漏らしていた。なんとなく和なごんだ。そこはかとなく癒いやされた。

　──そんなこんなで、気付けばもうすっかり全員が仲良し。

　きっかけは褒ほめられたものじゃないが。葵と皆とがこうして出会い打ち解けたことは、きっと多くの進展へと繫つながるだろう。やっぱり一人ひとりじゃあ出来ないことも、こうして外側から見つめてもらうだけで簡かん単たんに解決の糸口が見つかったりするんだな。

　それはきっと、俺も同じで。

　みんなのコーチでいられることが、俺の外側の眼を育ててくれるのだろう。

　だからここにいてみんなと共に歩む事は、絶対に無意味ではないと。強くそう思った。
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　６月23日、木もく曜よう日び。慧けい心しん学がく園えん初等部６年Ｃ組における最初のプール授業当日である。

　子供たちの切望が雨雲を吹き飛ばしたのか、昨日きのうのぐずついた天気が噓うそのような快晴。昼下がりの五時限目は、まさにプール日び和よりとしか言いようのない絶好のコンディションとなった。

「ほーい、じゃあ次屈くつ伸しんな！　──いっち、にぃ、さん、しっ」

　四列のブロックになった小学生たちが、担任教師であるミホ姉ねえのもと、準備運動に励んでいる。出いで立たちはみな紺こん色いろの水着で統一されており、この時間がただのプール遊びではなく、れっきとした授業なのだということを暗に示していた。

　真ま帆ほも紗さ季きも愛あい莉りもひなたちゃんも。今日きようは紺と白いゼッケンのモノトーンに身を包んでいた。智とも花かはいつも通りなので違和感は無いが、他ほかの子たちからは幾分新しん鮮せんな印象を受ける。

　なお列の中には、他に知った顔として男子バスケ部のエース、竹たけ中なかのものも確かく認にんできたが──別にどうでも良いので特に注目もせず流しておくことにする。

「──いよーし。準備運動終わりっ！　じゃーまずは水に慣なれるため、ゆーっくり順番にプールに入ることっ！　絶対ゆっくりだぞー！　飛び込んだらパンツ下ろすかんな！」

　口うるさい保ほ護ご者しやに聞かれたら絶対問題になりそうな脅し文句と共に、ミホ姉が生徒たちを水の中へ誘ゆう導どうしていく。しかしその言葉に訝いぶかしむような表情を見せる子供はおらず、むしろ楽しそうに「みーたん、へんたいー！」「おい言うこと聞いとけ。美み星ほしならやるぞ、マジで」「なーサキ、ナツヒ突き落とそうぜ！」「……やめな。絶対バレてあんたが剝むかれるから」などとはしゃぎ合いながらお行ぎよう儀ぎよくプールサイドから静かに身体からだを滑り込ませるばかり。

　結果的には、意外にもちゃんと教師としての機き能のうを果たせているようだ。

　それにしてもミホ姉も何な故ぜかみんなと同じ紺色の水着姿なのだが（普通なら、教師は自前の競きよう泳えい水着とかを着用するものではなかったろうか）、その容姿、驚おどろくほど違和感がない。むしろ愛莉の方がよっぽど……なんというか……言葉を選ばなければコスプレ感が強い気がした。

　なんとなく、ミホ姉の体型は性格と相まってノコギリクワガタを彷彿とさせる。木の皮の裏に潜もぐり込めそうなほどぺったんこだ。

　と、教師などにいつまでも注目していても仕方がない。それより小学生である。

　子供たちはしばらく水を掛け合ったり追いかけっこをしたりして自由に遊んでいたが、十分ほど経過したところでホイッスルが響ひびき、一いつ旦たんプールサイドへ上がるように指示される。

「おし、じゃーそろそろ泳ぎの練習すんぞー。今日は最初だから、みんなが一年前からどんだけ泳げるようになったか見せてな。五人ずつ、こっちから向こう側に、泳げるところまで泳いでみて。もち、途中で止まっても良いから無理はすんなよ～。泳ぎ方はとりあえず自由。ビート板も使いたければ使っても良し！　わかった？」

　一応それらしく指示して、生徒から元気の良い返事を受けるミホ姉ねえだったが──。

　よく見れば髪からぼたぼたと水を滴したたらせて、全身がずぶ濡ぬれだった。一緒になって遊んでやがったのは歴然。なんて教師だ。

　ともあれ、６年Ｃ組は素直な生徒が揃そろっているのか、そんな最低教師の指示にちゃんと従って、飛び込み台の前に五列で整せい列れつし、先頭の子たちがプールに身体からだを浸ひたす。

「そいじゃ、始めるよ！　もうダメーってなったら、歩きでも良いからまっすぐ向こう側まで渡るんだぞ。横に動くと隣となりの子にぶつかったりして危ないから！」

　最後の指示が伝えられ、笛の合図と共に五人が泳ぎ出す。先せん鋒ぽうに立候補するだけあってみんな泳ぎには自信があるらしく、クロールで競きそい合うように全員が25ｍをノンストップで泳破してみせた。

　さらに何巡かテストが進行し、いよいよ──。

　五つのレーンに、手前からひなたちゃん、紗さ季き、愛あい莉り、智とも花か、真ま帆ほ……と、女バスの面々が同時に並ぶ。そうなったのがミホ姉の指示か、クラスメイトによる厚意なのかは計り知れないが、とにかく愛莉にとってはこの上なく頼もしい布陣だろう。

「愛莉、難むずかしく考えなくて良いのよ。落ち着いて、この前みたいにね」

「途中で止まっても、大丈夫だよっ！　マイペースで、頑張ろうね」

　紗季と智花の激げき励れいに続き、真帆、そしてひなたちゃんも明るく声をかける。それを聞いて、ビート板を握りしめた愛莉は。

「……うんっ」

　小さく、でも確たしかな力強さで、四人に頷うなずきを返した。

「よーし、スタート！」

　声に続いたホイッスルで、みんなが一斉に壁かべを蹴ける。ひなたちゃんの犬かきと真帆のクロールが先行し、紗季と智花は余裕をもった平泳ぎで愛莉に注意を払いながら進む。……にしてもひなたちゃんの犬かきすごいな。真帆のクロールに速度で健けん闘とうしている。

「愛莉、その調ちよう子し！」

　顔を上げたまま平泳ぎする智花の激励を受けながら愛莉は…………しっかり上半身を水につけて、大きなしぶきを上げながらバタ足で進んでいた。火か曜よう日びの練習でついに辿たどり着いた領域に、この日も臆おくすることなく突入してくれたのだ。

「そおだーっ！　がんばれがんばれがんばれアイリーン！」

「あいりー。もう少しー」

　先にゴールまで辿り着いた真帆とひなたちゃんが振り返って声の限りに叫び、帯同する智花と紗季の表情も次第に心配から笑え顔がおに切り替わっていく。プールサイドの子供たちも泳げなかったはずの少女が見せる健闘に歓声を高め、次第にミホ姉までもが声を絞り上げ始めた。

　そして、愛莉の持つビート板が中央のラインを越え、残り10ｍ、５ｍとゴールまでの距きよ離りを縮ちぢめていき──




「ぷはあああああっ！　はあっ！　はあっ！　──こふ、こふっ！」




　──ついに壁かべ際ぎわまで辿たどり着いたところで、愛あい莉りは我慢の限界とばかりに顔を跳ね上げた。

「……あははっ！　すごい、すごいよ愛莉ぃっ！」

「やったじゃないっ！　これでもう、プールは怖くなくなったわね！」

　25ｍを泳ぎきった愛莉の許もとへ、レーンを跨またいで智とも花かと紗さ季きが祝福に向かい、遅れて真ま帆ほとひなたちゃんが愛莉に抱きついて。

　五人はまるで優ゆう勝しようしたプロ野球チームのようにはしゃぎ回った。

「ありがとう、ありがとうねっ、みんなっ──」

　水が染みた様よう子すで少し涙目になりながらも、愛莉は喜びで称しよう賛さんに応こたえ、それからふっと空を見上げて……唇の形だけで何かを呟つぶやくような仕し草ぐさを見せた。

　おそらく、それは。

『──ありがとうございましたっ。長は谷せ川がわさん、葵あおいさん』

　自うぬ惚ぼれでないとしたなら。そう、動いていたような気がした。
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　こうして、愛莉が水泳を克服した日の夜。

　五人の笑え顔がおにほんの少しもらい泣きしながら、俺おれは自室でＤＶＤプレーヤーの停止ボタンを押した。

「ふぅ……。すごい、良かった……」

「──って何を観みとるんじゃオドレはッ!!」

　刹せつ那な、凄すさまじい衝しよう撃げきが側頭部に走る……！　たまらずベッドの上から転げ落ちて、床に這はいつくばりながら声のした方に向けて抗こう議ぎする。

「あ、葵っ!?　何勝手に人の部へ屋やに上がり込んでるんだよ！」

「玄関で七な夕ゆさんに昴すばる呼んで下さいって頼んだら良いから部屋に上がれって言われたの！　ってそれどころじゃない！　あんたなに自分の部屋のベッドの上で、小学生の水着ＤＶＤなんか観てニヤニヤと……ぎゃあああ！　この変態っ！　社会のゴミクズっ！」

　何か壮大な誤解をしながら、葵はベッドの上から枕まくらをひっつかんで俺の顔面をガスガスと打ち据えてくる……！

「落ち着けアホ！　違う、これは慧けい心しん──愛莉たちの授業を録ろく画がしてもらったＤＶＤだ！　愛あい莉りがちゃんと練習通り泳げたか確かく認にんしてただけで、別にやましい気持ちなんかないっ！」

「うわーん昴すばるが歪ゆがんじゃった！　私が目を離はなしていたせいで──って、え？　……ほ、本当？」

「……本当に決まってる。信じられないならもう一回最初から再生してやる」




　──てなわけで、再度まるまる三十分ビデオ鑑かん賞しようする羽は目めになり。




「……はあ、良かった。二重の意味で良かった」

「とんでもない濡ぬれ衣ぎぬを着せおって。しかし何度観みても感動するな、これは。……ふぅ」

「…………。確たしかに、愛莉ちゃんが泳げたのは良かったけどさ。こんなビデオ、どうやって手に入れたわけ？」

「久く井い奈なさんて、覚えてるか？　真ま帆ほんちのメイドさん。あの人がさっき届けてくれた」

　曰いわく、私がうっかり葵あおいさんを素通ししてしまったせいで揉もめ事ごとになったお詫わびに、三み沢さわ家け最高の機き材ざいを駆使して録ろく画がしてまいりました……だそうな。

　むろん、あの人に責任を求める気などさらさら無かったのだが、水泳授業の結果に関してはとても気になっていたため有あり難がたく受け取っておいた。

「……ふーん」

「誤解解けたのに、なんでそんな不ふ機き嫌げんなんだよ」

「……べつに」

　などと言葉とは裏腹に棘とげのある態度で、葵は図々しく学習椅い子すに後ろ向きで腰を落とした。

　しかし、久しぶりだな。葵がウチに来るなんて。小さい頃ころはよくこうして遊んでいたものだが、中学に上がって部活三ざん昧まいになって以来、お互いほとんど外でしか会わなくなった。

「ったく、なんだっての。……あーそうだ」

　態度の悪さに辟へき易えきしつつ、ふと思い出して俺おれは床に転がっていた鞄かばんの中から一冊のノートを取り出す。

「これ、返すわ。……正直、助かった。ありがと」

「……なにこれ」

「月げつ曜よう、いつの間にか教室の机に紛れ込んでてさ。名前無かったから、どうしたもんかって困ったんだけど……開いてみたらテスト範はん囲いの要点だけすげー分かりやすくまとまってて。結局有り難く使わせてもらいました。まだ答案返ってきてないけど、これのおかげで全教科平均点は堅いはず」

「そいつはおめでとさん。でも、だからなんなの。名前無いのに、どうしてそんなもの私に見せるわけ？」

　そうですか、とぼけますか。字でバレバレなんですけどね。……ま、感かん謝しやに免じて、噓うそにすらなってない言い分に乗っかっておいてやるか。

「どうすれば、良いのかなーと。返すあても無いわけでして」

「もらっとけば。名前書いてないくらいだし、大して大事なもんでもないでしょうよ」

「そーですか。……ありがとな」

「だから何で私に──」

「違う。ノートじゃなくて。……まあその、いろいろ。最近いろいろ世話になったから。ありがとう、葵あおい」

　と言いつつ密ひそかにノートへの感かん謝しやも込めて微笑ほほえみかけると、葵はぷいとそっぽを向く。

「……べ、別にお礼言われるようなこと、してないし」

　ははは、相変わらず素直な賛さん辞じに弱いヤツだ。たじろぐ様よう子すを見て少し溜りゆう飲いんが下がった。

　もちろん、感謝してんのは本当のことだけれども。







「……んでさ」

「んー？」

　我が物顔で机に寄りかかりつつ、いつの間にやらバスケ漫画を一巻から再読し始めた葵。

　俺おれもつい幼おさな馴な染じみの独断を気にも止めず、ベッドに寝転がって別の漫画を読み始めて三十分ほどが経たったころ。ふと我に返って声をかけると、実に気のない生返事が戻ってきた。

「お前、結局何しに来たわけ？」

　ちょうど今日きようがテスト最終日とはいえ、最近はまったくのご無ぶ沙さ汰ただった癖くせにわざわざ平日の夜にご来訪。まさか漫画を読みに来たわけではあるまい。

「あーそうだった。忘れかけてた。……ほい、これ」

　尋ねられて本当にようやく思いだした様よう子すで、めんどくさそうに起き上がった葵は自分のバッグに手を突っ込み、取り出した一枚の封筒を俺に手渡した。

「…………なんだ、これ？」

　開いてみると、中から滑り出てきたのは……パンフレット？

　同じ県だが、住所によるとここからはだいぶ離はなれた場所にある──小学校の案内書だった。

「ショージの親しん戚せきがね、そこで教師やってんだって。しかもミニバスの顧こ問もん。それで、山奥で全ぜん寮りよう制せいの学校だからなかなか試合相手見つからないらしくて。……慧けい心しんのこと話したら、是非こんど親善試合もかねて遊びに来てくれって。宿泊場所とかレクリエーションとか、色々面めん倒どう見るからって」

「……葵」

　心底驚おどろいて、呆ぼう然ぜんと幼馴染の顔を凝ぎよう視ししてしまう。すると葵は照れくさそうにあさっての方向に眼めを馳はせつつ、

「あの子たち、公式戦に出れないでしょ？　やる気あるのに、ずっと対戦できないままじゃフラストレーション溜たまっちゃうよ。とりあえず練習試合でもなんでも、いろいろさせてあげた方が良いかと思って」

　どこか遠くを見るような優やさしげな瞳ひとみを窓ガラスに映しながらボソボソと呟つぶやいた。

「……すっげー、嬉うれしいわ。ほんと、助かる」

　まさか、こんな形で宿望のチャンスが舞まい込むとは。

　葵あおいの言う通り、しばらくは大会に出れない鬱うつ憤ぷんを、何らかの形で解消してやらなくてはと思っていたが……。

「ありがとう。やっぱ良いヤツだな、お前」

「……っ、だから止やめなさいって。そんな改まったような口く調ちよう気持ち悪いから。──さて、用も済んだし私は帰るわ」

　礼を告げると、いかにも照れ隠しといった様よう子すで葵は立ち上がって鞄かばんを肩にかける。下へ手たに引き留めても喧けん嘩かになりそうだったのでそのまま見送る──つもりでいたのだが、

「おいちょっと待て。お前なんでＤＶＤ持って行こうとしてるんだ？」

　帰り際に葵はプレイヤーのイジェクトボタンを押し、傍かたわらにあったケースにディスクを収めて持ち帰ろうとしやがった。もちろん見逃すわけにはいかないので肩を摑つかんで引き留める。

「なんでも何も、もしあんたの部へ屋やにこんなのがあるって何かの拍子にバレたら大変なことになるでしょうが。だから私が預かっておいてあげる」

「何ふざけたことを！　持って帰られたらもう俺おれが観みられないだろうが！」

「…………は？　ねえ昴すばる。その冗じよう談だん、多少笑えないんだけど？」

「冗談じゃないし笑い事でもない！　こんな感動的なＤＶＤ、これから何度だって観たくなるし、智とも花かも絶対観たがるからここに置いておいてくれないと困る！」

「……なんでピンポイントで智花ちゃんの名前が出てくるの？」

「──っ！　ふ、深い意味はない！」

「…………なんか、怪しいわね？　あんた、もしかして智花ちゃんと部活以外でも会ってたりしてる？」

　──なんでこう、女の人って勘が鋭するどいんですかね……？

「そそそそそそそそんな事は一言もいってない！　ああもう、良いから返しやがれこのっ！」

「な──ちょ、やめなさいっ！　変なとこさわんな……きゃあっ！」

　脇わきの下に指を忍ばせ、たじろいだ隙すきにその手からディスクを奪い返す。

「な、なにすんのよバカっ！　……つーか、ふざけないでよね。早く渡しなさいそれ」

「嫌いやだ、絶対に渡せな……ぐご！　おま……やめ……く……苦、し……」

「……いいから渡せ。自力で帰って来られないなら私が昴を正しい道に更生してやるわ」

　訳の分からないことをわめき散らしながら、葵は両手で俺の首を絞め、つるし上げる。

　つき刺さる、怒りのネヴァラスティングゲイズ。……ってこれ、本気で洒落しやれ……に……？

　あれ、どうしたんだろう……天使の羽を身に纏まとった……女バスのみんなが空中で微笑ほほえんでいるよ？　あはは、あはは、可愛かわいいなあ……。




「ねえ葵あおいちゃん、久しぶりだし、今日きよう夕ごはん食べていかない？　──あら？」




　と、幻覚が俺おれを天界に招待する寸前、母かあさんが部へ屋やに入ってきた。

「──あ、七な夕ゆさん」

　それを見ても、葵は一向に手を緩ゆるめない。まずい、本気で意い識しきが……母さん助けて……幼おさな馴な染じみに殺される……。

　必死でアイコンタクトを送る俺と加害を続ける葵を、しばらく小首をかしげて観かん察さつしていた母さんだったが、やがて満面の笑えみになって胸の前でゆっくり手を合わせる。

「よかったわあ。最近葵ちゃんちっとも遊びに来てくれないから、すばるくんと喧けん嘩かでもしていたのかと心配していたのだけれど。うふふ、相変わらず仲良しさんみたいで安心安心」

　だめだこの人。感覚がおかしすぎる。

　確たしかに、幼き頃ころ俺が葵（とミホ姉ねえ）に殺されかけるのは日常茶飯事ではあったが……。

「それでね、葵ちゃん。ハンバーグとグラタン、どっちが良いかな？」

「わ、どっちも素す敵てき…………あ、でも急でご迷惑じゃないですか？」

「全然よう。葵ちゃんのお母さんには私から電話しておくし。あ、そうだ、じゃあ久しぶりにハンバーグドリアにしようか？」

「あ……！　た、食べたいです……！　ご、ご馳ち走そうになっても良いですか？」

「もちろんっ。それじゃあ出来たらまた呼ぶから、もう少し遊んでてねー」

　オーダーを聞き届けて、母さんは鼻歌交じりで部屋から出て行く。

「えへへ、七夕さんのごはん久しぶりだなあ……しかもハンバーグドリア。……楽しみっ」

　うきうきと葵は自分の頰ほおを押さえ、その拍子にようやく俺はどさりと床に投げだされた。

　……いや、てかマジで死ぬかと思ったんですけど。

　死守したディスクをズボンの中に隠しながら、俺は幼馴染の非常識さに深く深く憤ふん慨がいするのだった。
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　葵あおいとの間に巻き起こった騒そう動どうが落ち着くと、一転して慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部にはひたすら練習に明け暮れる有意義な時間が訪れた。思えばみんなと出会ってからというもの、俺おれたちは毎月何かしらの問題に巻き込まれていたので、ただ純粋に楽しみながら技術を高められたこの一ヶ月は、思ってた以上の充実感があった。

　そして、今日きよう。７月23日。夏休みに突入して間も無い土ど曜よう日びに、女子バスケ部は再び大きなイベントに向けて慧心学園を旅立つ。

　とはいえもう部が無くなるとかどうとかの剣けん吞のんな争乱に巻き込まれたりはしないだろう。そうではなく、もっとバスケ部として正しいベクトルで重要な行事が、この日から開幕を迎えようとしているのだ。

　女バスみんなにとって初めての、対外試合を兼ねた泊まり込みの親善合宿。

　その決定を伝えた時、全員が喜びと共に小さく、でも確たしかな闘とう志しを両の瞳ひとみに宿してみせてくれた。練習には輪わをかけて気合いが入り、成長期の小学生というフィルターで最大限割り引いてもなお、驚おどろくほどの上達を皆が披ひ露ろうした。

「……楽しみだな」

　もちろん、いきなり本格的にバスケを練習し続けてきたチームに勝てるとまでは思っていない。それでもまずはやってみないことには何も断言は出来ないし、それにあの子たちならば、勝てないとしても惜しいところまでは肉にく薄はくしてくれるような気もするのだ。

　慧心女バスのポテンシャルが、どこまで俺の想像を飛び越えていくか。それを考えると、ひたすらに胸が躍おどった。

「っと、駐ちゆう車しや場じようだったな」

　希望に酔いしれながらバス停から慧心学園正門までの道を歩く途中、今日の集合場所が体たい育いく館かんでないことを思い出して左に折れる。目指すは、ミホ姉ねえがチャーターしてくれたらしいマイクロバスだ。

　閑散とした駐車場に足を踏み入れると、すぐにそれらしき白い車両が目に止まる。近付いていくうちに、車の陰かげから五人の少女が姿を現し、俺に気付いて手を振ってくれた。

「わーい。おにーちゃん」

「おはよっ、すばるん！　わははー楽しみだなあっ！」

「真ま帆ほ、はしゃぎすぎてバテないでよ。今日から相手の皆さんと合同練習するんだからね。──長は谷せ川がわさん。おはようございます！」

「おはようございます長谷川さん。えへへ、良いお天気ですねっ」

「おう、おはよーみんな」

　手を振り返すと、全員ががそれぞれ機き嫌げん良さそうに挨あい拶さつを返してくれる。

「昴すばるさん、おはようございます。……あの、朝ご飯は……食べてこられましたか？」

　そして最後に智とも花かが挨あい拶さつと共に、そんな質問を投げかけてきた。

「ううん、ちょっと時間無くて」

　答えつつ、実は今け朝さ紗さ季きから「朝食を食べないで欲しい」という旨むねのメールをもらっていた事を思い起こす。もしかして、それと何か関係があるのかな──などと考えていると、

「そ、そうですかっ！　実は今日きよう、みんなでおにぎり作ったんです。もし良かったら、どうぞ……。まだたくさんありますからっ」

　目の前に、かわいらしいサイズのアルミホイルが両手で差し出された。
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　なるほど、これは嬉うれしい気遣い。言われた通り抜いてきて本当に良かった。

「おお、ありがとう！　よし、車乗ったらすぐに頂くよ。すごい楽しみだ」

「いえそんなっ、全然へたっぴなので期待はしないで下さい！」

　受け取った瞬しゆん間かん、智花はそう言って思いっきりかぶりを振る。

　ふむ。じゃあこれは智花特製なのかな。……それは良かった。というのも約一名やたら辛いものをぶち込む困った子がいるからな。そんなトラップを身構えずに済んだことをついつい安あん堵どしてしまった。

「期待というか、こういうのをもらえる機き会かいってあんまり無いからさ。もうそれだけでとても嬉しいよ」

「ふぇ、そう……なんですか？　あの、普ふ段だんは葵あおいさんからお弁当作ってもらったり……？」

　わはは、何をおっしゃいますやら。一体どれほどの革命が起こったら葵あおいがそんな健けな気げな真ま似ねをしてくれるというのか。

「またまた、有り得ないって。葵が俺おれにくれるおにぎりなんて『握にぎり拳こぶし』だけだよ」

「……悪かったわね」

「まったくだぞ。お前も少しは智とも花かを見習って俺に優やさしく……………………あれ？」

　愛想良く返事している途中。

　何やら……聞こえてはいけないはずの声が聞こえた気がして、本能的に肩が竦すくむ。

　恐る恐る、首をぎぎぎと捻ひねって横に目を向けると、

「それじゃーお望み通り私の『おにぎり』もご一緒にどうぞっ……！」

「ごふ……」

　頰ほおに鉄のようなお握りがめり込んだ……。

「あ、葵さんっ……!?」

「ふん、だいじょぶよ。手加減したから。……まったく失礼しちゃう」

　取り乱す智花を落ち着かせたのち、ここにいる意味がまったくもって分からないその人物──葵は腰に手を当て、うずくまる俺を不ふ遜そんに見下ろす。

「な、な、な……何でお前が来てるんだよっ!?」

　少ししてダメージが回復するや、俺は即座に抗こう議ぎを開始した。

「あら、この親善試合取り次いだのは私じゃない。ついて行かなくてどうするのよ？」

「……………………聞いて、無いんですが」

「言うまでもないことだと思ってましたので。……なに、嫌いやなわけ？」

「そ、そうは言わないが……」

「言わないが、なによ？」

「まあ、どちかというと大反対だな」

「──ふうン？」

「噓うそ！　噓噓！」

　満面の笑えみで首をかしげる仕し草ぐさがあまりにも恐ろしくて、思わず本音を曲げそうになる。

　いやしかし、本当に勘弁しやがれ。葵と何泊も同じ屋根の下とか、絶対に身が保もたない。

　ここは何としても帯同を阻止せねばなるまい。引きつった笑みでご機き嫌げんを伺うかがいつつ、頭の中で撃げき退たい法ほうを模索する。

「……あ、あのな。そりゃ、もちろん俺は別に嫌とは言わん。けど、少し考えても見てくれ。なにより、女バスのみんなが納得しないんじゃないか？　つい先月喧けん嘩か売ってきたやつが同行とか、皆きっと落ち着かない気分に──」

「ねーあおいっち！　今席決めてんだけどあおいっちはどこら辺が良いっ!?」

「んー。私はどこでもいいよ？　空いてるところで」

「あっ。じゃ、じゃあっ！　わたしの隣となりでも、良いですかっ？　実は今日きよう、葵あおいさんにチョコレートクッキー焼いてきたんですっ。……あ、もちろんみんなの分も！」

「わあ、ありがとう愛あい莉りちゃん。もちろん隣で良いよ！」

　──あっれー……？

　むっちゃ打ち解けてるっすね、葵さん……。




「………………おいおい、ふざけんなよ、何勝手に俺おれのハーレムに土足で踏み込んできてるんだ。五人は全員俺の嫁だ。お前なんかにゃ誰だれ一人ひとりとして渡さねーぞ」




　途と端たんにわかに、そんな言葉が胸の奥から禍まが々まがしく滲にじみ出てきた。

「……って、何のつもりだ貴様は」

　呆あきれるままに振り返り、俺の背中に張り付いていたミホ姉ねえの襟えり首くびを摑つかんでつるし上げる。

「我が甥おいの心の声。にゃはは、どう似てた？　昴すばるの真ま似ね」

「全然似てねーし、何よりそんなこと思ってねぇ！」

　つーか冗じよう談だんにしても教師が口にする言葉じゃないだろうが、それ……。

　──などと、出発前から大量に体力をスポイルされつつ。

　ようやく全員を乗せて動き出したマイクロバスに乗り込んだ俺は、周りの嬉き々きとした歓声を聞きながら、溜ため息いき混じりに流れる景け色しきへと眼めを馳はせるのだった。




　──なんだか、すっごい大変な旅行になりそうな気がする。







　あとがき




　日々是これ勉強でございます。

　未み熟じゆくな私にとりまして、担当様のアドバイスは全すべて金きん言げんがごとし。打ち合わせの際は、ペンとメモ帳が絶対に手放せません。

　先日も編へん集しゆう部ぶに呼ばれたので意い気き揚よう々ようと赴おもむき、あたかも最前列かぶりつきにて教授の板ばん書しよを一字一句逃さず写す希少種大学生のような心持ちで筆を走らせてまいりました。

　で、家に帰れば忘れぬうちに復習復習。机と向き合いページをめくり、書き留めた文字を粛しゆく々しゆくと読み返すわけです。

　そしたら、ですよ。なんか一番最初の行にでかでかと、

『小さなニカニカ＝小しよう児に科か!!』

　とか書かれておりまして。

　……ええと。いったい担当様は私に何を伝えたかったのでしょう。

　……そして私はなぜこんなワードを後ご生しよう大事にメモってきてしまったのでしょう。

　いくら考えてもまったく心当たりがございませんでした。

　そんな感じで記き憶おくの混こん濁だくに見み舞まわれたりもするけれど、私はげんきです。蒼あお山やまサグです。




　どうもお久しぶりでございます。『ロウきゅーぶ！』シリーズもこうしてなんとか無事に三巻目をお届けすることができました。

　ええもうほんと、『無事』に出版して頂けて良かったなという気持ちで一杯です。願ねがわくばこの『無事』が末永く続いて欲しいものですが、世相はタキオン粒子がフライトするかのような勢いで移り変わっていきますから、わりかし本気で戦々恐々し続ける毎日です。

　ともあれ、私としましては応援して頂ける限りシリーズを続けていきたいと思っておりますので、どうか今後ともよろしくお願いいたします。

　あ、そうそう。この本と同じ頃ころに発売されました号の『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』でも、有あり難がたいことに『ロウきゅーぶ！』の短編を（たぶん）掲載してもらってます。こちらは本編と若干趣しゆ向こうを変え、ほとんどバスケしないゆる～いお話となっておりますので、もしよろしければ併あわせて手にとって頂けますと嬉うれしいです。




　以下、謝しや辞じになります。

　なんだか毎回謝辞ばかりが長く、そのうち『お前のあとがき単たん純じゆん謝しや辞じだから処罰！』とか言われかねない勢いなのですが、巻が進むにつれて自然とお世話になる方も増えてしまいますものでして、どうかご了承下さいませ。

　まずは帯文を記して下さいましたＲＯＬＬＹ様（！）。この度はウチの和わ田だがとんでもない無む茶ちやを言いまして申し訳ありませんでした！　しかしながら、あの無礼千万なお願いを快諾して下さいましたその御心に、誇こ張ちよう抜きで大感動です。本当に、本当に、本っっっっっっっ当にありがとうございましたっ!!

　そして電でん撃げき文庫編へん集しゆう部ぶのスーパールーキー、藤ふじ原わら新しんさん。研修先として私の如ごとき無能をあてがわれてしまわれました不遇を、心よりお悔やみ申し上げます。いやもうほんと何のお役にも立てず申し訳ありませんでした！　しかしながら、今後藤原さんが進まれる編集者としての栄光の軌跡、その一歩に関かかわれましたことは、とても誉ほまれに感じております。どうもありがとうございました！

　続きまして担当編集の和田さん……は、もう良いか。

　いや噓うそです噓！　今巻も真まことにもってお世話になりました！

　正直なところ私、回を重ねるごとに成長するどころか和田さんへの依存度を高めてしまっている気がしてなりません。だらしない書き手ですが、いつも辛しん抱ぼう強く付き合って的てき確かくなアドバイスを下さり本当にありがとうございます。

　また、毎回あとがきで『残念な人』っぽい扱いをしてしまいましても笑って許して下さるその懐ふところの深さ、感服の極みでございます。まーこれ書いてる時点ではまだ今回のにＯＫもらってないわけですが、心の広い和田さんならきっと二つ返事ですよね！

　いつも羞しゆう花か閉へい月げつのイラストで私の至らなさを包み隠して下さりまりますてぃんくる先生。そろそろ語ご彙いが尽きてきましたが、変わらずお伝えしたいことはとにかく『てぃんくる絵最高！』の一言です。無ぶ粋すいに語るだけ陳ちん腐ぷになると思いますので、私からもイラストを堪たん能のうさせて頂く事を以もつて感かん謝しやを重ねたいと思います。どうぞ次巻も、そしてこれからも末永くよろしくお願ねがいいたします！

　最後になってしまいましたが、拙せつ著ちよをお手にとって下さいました全すべての方々。

　皆様の温かいご声援無くして、蒼あお山やまサグは存在し得ません。いつ、臭いものに蓋ふたメソッドで編集部から社会的に魔ま封ふう波ばされてもおかしくない私のような矮わい小しような存在を生きながらえさせて下さる温情、末まつ代だいまでこの胸に抱く所存です。

　ファンレターを送って下さった方へは、直接返信する余裕がないことを大変心苦しく思っております。本当にごめんなさい。ですが、どれも大事に読ませて頂き、元気を賜たまわっております。なるべく早く、全力投球の『ロウきゅーぶ！』をお届けする事で、お礼と替えさせて頂ければ幸いです。

　ではでは。次巻は来年になってしまうと思いますが、再び手にとって下さいますと有あり難がたい限りでございます。





二〇〇九年吉日　蒼山サグ









[image: ]







蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。好きな食べ物はセロリ……というわけではありません。やっぱりカロリー高めなインドカレーが大好きな模様。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係







[image: ]









[image: ]電撃文庫





ロウきゅーぶ！③








蒼あお山やまサグ
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